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岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

(平成13年度）



序

岩手県は、埋蔵文化財の宝雌と言われておりますが、先人達が避したこの貴

重な文化遺産を保護し、後世に伝えていくことは、県民に課せられた責務であ

ります。また、一方では農業基盤整備や幹線道路網など、社会資本を充実させ

ることもまた行政上の重要な施策であります。このため埋蔵文化財の保存．保

護と地域社会の進展との調整・調和が今日的な課題でもあります。

こうした見地から、財団法人岩手県文化振興事業団では埋蔵文化財センター

の創設以来、岩手県教育委員会生涯学習文化課による調整と指導のもとに、道

路建設などによってやむを得ず消滅していく遺跡について発掘調査を実施し、

記録保存する措置をとって参りました。平成13年度は、県内23市町村におよぶ

52過跡に対して発掘調査を実施致しました。

調査した遺跡の時代は、後期旧石器時代の石器集中区が確認された山形村早

坂平遺跡をはじめとし、近世まで多時期にわたっております。この中で特に注

目される遺跡として、平泉町本町Ⅱ遺跡が挙げられます。この逝跡は北上川東

岸、現在の市街地より一段低い水田地帯に立地し、 9世紀後半～11世紀初頭の

住居跡や10世紀初頭の15,000㎡にも及ぶ広大な畠跡が検出され、県内でまれな

灰釉陶器の耳lⅢが出土しています。また、平安時代末から鎌倉．室町時代かけ

て利用された墓域も確認され、職原氏滅亡後も農業生産基盤を背最とする権力

を持つ集団が存在していた事が明らかとなりました。

その他としては、縄文時代前期後葉の大形住居が集落の中心域を取り囲むよ

うに配置された胆沢町大清水上遺跡、一辺の長さが12m以上、深さも2mを超

える縄文時代中期の住居を多く検出した普代村力持遺跡など、多くの貴重な発

見がありました。

この発掘調査略報は、調査報告智の発刊に先立ちまして、今年度調査遺跡の

調査概要を収録したものであります。本書が研究者のみならず、多くの方々に

活用され、埋蔵文化財に対してのご理解を一層深めていただく一助となれば幸

いです。

終わりになりましたが、発掘調査を進めるにあたり、ご協力を賜りました委

託者をはじめ、各市町村教育委員会と関係各位に対しまして、衷心より感謝申

し上げます。

平成14年2月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長村上勝治
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平成13年度の調査結果について

平成l311渡の発捌澗森班梁は、年度当初49避跡196,317㎡を対象としてスタートし、峨終的には52遡跡

190,452㎡を調査して終了した。委託者の計画変更などが要因となり調査遺跡数は増加したものの､調査終了

面積は結果的に減少している。これは、調査未了によって次年度に繰越さざるを得なかった遺跡がかなりの

数に上ったためである。

今年庇発掘調森を実施した52遺跡のなかで特徴的な遺跡を各時代ごとに紹介すると次のようになる。

旧石器時代では、山形村早坂平遺跡(17)で今年度分の調査が行われ、掻器、削器、石刃など合わせて800

点強の後期旧石器時代の石器が発見されている。

純文時代の避跡の調査は住田町小松I避跡（33)、釜石市沢田2避跡（28)、胆沢町大浦水上遺跡（6）、早

坂平遺跡、普代村力持遺跡（4）、江刺市久田遺跡（31）などで実施され、各遺跡とも多数の遺櫛･過物が発

見されている。昨年度からの継続調在となった小松I遺跡では、住居など早期末葉から前期初頭にかけての

遺柵群が､厚い虚錐性堆枇物に挟まれて刷位的に発見された。沢田2週跡は前期中葉を主体とする集落跡で、

大木3－4式期の住居群が検出されている。大清水上遺跡は前期後葉大木5式期の大形住居だけで椴成され

る円環状集落で、昨年度分と併せ、大形の楕円（長方）形住居が60棟ほど発見された。早坂平遺跡では、前・

中期の住居に混じってl叩基ほどの陥し穴が検出され､大規模な狩場となることが明らかになった。力持遺跡

は中期を主体とする大集落跡で、大小70棟強の住居跡が発見された。久田巡跡は後期の集落跡で、径lOmを

超えるIﾘ形の大形掘立柱建物跡などが検出されている。

弥生時代の遮櫛としては、二戸市浅石遺跡(16)から土坑類が検出されている。検出通栂数は縄文時代に

比べ極端に少なくなるものの、遺物だけが発見きれた巡跡はかなりの数に上っている。

後続する古墳時代の遺櫛は盛岡市飯岡沢田遺跡（22）で発見されている。飯岡沢田通跡では、所訓「終末

期古墳」と呼ばれる円墳が40基ほど検出され、大規模な古墳群であることが明らかになった。多くは奈良時

代に築造されたものと考えられるが、一部の古填は古墳時代末期の7世紀代から造営が開始されている。

奈良・平安時代の遺跡は二戸市門松遺跡(15)、盛岡市飯岡林崎1I遺跡(19)、平泉町本町II通跡(35)な

ど数多くの遺跡が調査された。門松適跡は出入り口をもつ堀で区画された奈良・平安時代の集落跡で、特異

な櫛造の大形住居を中心に多趾の墨番土器が出土している。志波城跡に近接する飯岡林崎1l週跡は平安時代

初めの集落跡で、多数の住居跡やそれに伴う大趾の炭化米などが発見された。北上川左岸の沖欲地に立地す

る本町Ⅱ遺跡では、火山灰に覆われた10世紀初頭の畠跡が検出された。この畠跡は約15,M㎡にも及ぶ広大

なもので、同時期の住居群からは灰釉陶器など稀有な遺物も出土している。

本町Ⅱ過跡からは奥州藤臘氏の時代から鎌命・室町時代にかけて利用きれた盤域も発見されている。墓域

は、結界的な意味合いをもつと考えられる．の字状の溝によって画され、各墓城群はこの櫛に沿って整然と

配置される。また、墓域中央には葬送儀礼の施設と想定される掘立柱建物跡群が密集している。

中．近世の遺跡としては、多くの中世城館のほかに近世鉄山の調査も行った。軽米町梅の木沢遺跡(14)

は19世紀初頭頃の操業とされる大規模な製鉄遮跡で、高殿や工房跡等の位世間係が明らかになった。

平成13年度調査遺跡の概要は以上のとおりであるが、その詳細については、平成14年度以降に発刊する本

報告番を参照していただければ幸いである。なお、検出遺柵、出土遺物とも見込みより少なかった15遺跡に

ついては､本書をもって本報告に代えている。

（調査第一課長佐々木勝）
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にしょうじ

(1)仁昌寺遺跡

一戸町小鳥谷字仁呂寺33－2ほか

国土交通省東北地方整備局

岩手工蛎事務所

国道4号小‘鳥谷バイパス建投

平成13年4月17H～7ﾉ15日

4,916nf

4,917IYf

JF30-2801･NSJ-01

中村直美・北田勲
遺跡位置 1:50,000-戸･浄法寺

一戸町牧育委貝会

所
委

在
託

地
者

車 業 名

発掘鯛査期間

調査対象面菰

発掘鯛査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

1．遺跡の立地

仁昌寺遮跡はJR一戸駅の南方約5,2km、八戸自動車道一戸インターチェンジの南方約7.6kmの地点に位置

し、東向きの丘陵縁辺部に立地する。丘陵は両側に谷が入り込む舌状を呈し、現況は畑地である。標高は199

~203mで、平糠川との比高差は約24mを測る。

2．調査の概要

仁昌寺遺跡の調査は、平成12年度に調交した仁凸寺Ⅱ遺跡から沢を挟んだ北西側の丘陵級斜面を対象とし

て行われた。今年度検出した遺構は、竪穴住居跡1棟、竪穴状遺構1棟、炉跡l蕪、土坑11基、埋設土器2

埜（繩文時代)、慕坑4基（近世～）である。

＜竪穴住居跡＞澗森区南側より1棟を検出した。平面形はほぼ円形で、石囲炉をもつ。床而からは多数の

遺物が出土しており、これら出土遺物から縄文時代後期中葉の住居跡であると考えられる。

＜土坑＞調査区全域から11基を検出した。平面形は円形を韮調とし、断面形はフラスコ状を呈するものが

4埜、lⅢ状を呈するものが7鵲である。底面から縄文土器片を出土するものもある。

＜墓坑＞調査区北側斜面上部～南側全域で墓坑を4基検出した。平面形はすべてIﾘ形で、断面形は逆台形

を呈する。出土遺物からおおむね近世の墓坑と考えられる。

＜出土遺物＞今回の調査で出土したのは縄文時代後期の土器・石器・土製品・石製品、弥生時代II!期の土

器、近世～近代の陶磁器・鉄製品・古銭である。縄文土器・石器はおもに竪穴住居跡から出土しているが、

この他遺櫛内からの出土は少ない。出土戯は大コンテナ4箱分で、遺栂数に比べて少ない傾向にある。

3．まとめ

今年庇の澗査では、後期中葉の竪穴住居跡がl柳検出された。南半部は宅地を造成する際に削られ旧地形

を留めていないが、遺構はこの部分に集中する傾向が認められる。このエリアには、周辺の遺構の分布状況

から、本来は竪穴住居跡をはじめその他の遺構が存在したものと推測きれ、削平により消滅してしまった可

能性が高い。

－5－
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にしょうじ

（2）仁昌寺Ⅱ遺跡

一戸町小鳥谷字仁昌寺4ほか

国土交通省東北地方幣備局

岩手工事事務所

国道4号小鳥谷バイパス建設

平成13年6月11日～7月5日

別1㎡

541rYf

JF30-2094･NSJⅡ－01

中村直美

一戸町教育委員会

所
委

在
託

地
者

事 業 名

発掘調査期間

鯛査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

遺跡位鐙 1:50pOO－戸･浄法寺

1．遺跡の立地

仁昌寺Ⅱ遺跡はJR一戸駅の南方約5.2km、八戸自動巾道一戸インターチェンジの仲j方約7.6kmの地点に位

世し、馬淵川支流の平糠川が形成した砂礫（小鳥谷）段丘と火山灰砂（小姓堂）段丘が出会う地点の背後に

接する丘陵の縁辺部に立地する。丘陵は両側に谷が入り込む細い舌状を呈し､現況は畑地である。標高は2側

~205mで、平鮫川との比高達は約25mを測る。

2．調査の概要

仁昌寺Ⅱ遺跡の調査は平成12年度より6,217㎡の範囲を対象として開始され、昨年度は5,801㎡を終了して

いる。今年度は未了であった541㎡の継続澗在を行った。今年度検出した遺構は、蕊坑4蕪（近世～)、掘立

柱建物跡1棟、柱穴列1列（時期不明）である。

＜墓坑＞調査区中央部から4蕊を検出した。平面形は円形で、断面形は逆台形を呈する。出ﾆﾋ遺物から近

世の墓坑であると考えられる。

＜掘立柱建物跡＞澗査区西側から1棟を検川した。柱穴の径は約40～60cm、深さ20～40cm、 2間×31mほ

どの規模をもち、長辺6.5m、短辺4.4mを測る建物跡である。遺物等は出土しておらず、時期など詳細は不

明である。

＜出土遺物＞今Inlの調査でHM:したのは縄文時代の土器･石器である。遺柵内から出土したものは少なく、

ほとんどが避柵外出土である。内訳としては繩文時代早IUj ･前期・中期の土器が各少最と、石器として石皿

片1点、石臼片1点が出土している。

3．まとめ

今回の調在の結果、昨年同様の掘立柱建物跡、柱穴列を検出した。本避跡では東側の宅地部分は削平や近

現代とみられる撹乱を多数受けており、縄文時代の遺柵が存在しないことが判明した。調査区は東側の沢に

1句かって傾斜しており、この部分のみ黒色土の堆積が厚い。この黒色土はきわめて疎な遺物包含届を形成し

ており、足付の府皿や早期の遡物など縄文時代の遺物が若干最出土している。

－7－
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さつきだてあと

（3）秀月館跡

一戸町小鳥谷宇上里48ほか

同土交通省東北地方整備局

岩手工蛎ﾘ砺所

国道4号小鳥谷バイパス建股

平成13:年7月21-I～10月26日

2,800㎡

4,5()8㎡

JF40-0005･S'rT-01

飯坂一重中村直美北田勲

・戸町教育委貝会

所
委

在
託

地
者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

1 :50,000－戸･浄法寺遺跡位置

1 ．遺跡の立地

五H館跡はJR東北本線一戸駅の1打方約5.3km、八ﾉi自動JIUE ･nインターチェンジの南方約7.7kmの地点

に位慨し国道,1号と町道(IH奥州街道）に挟まれた丘陵部に立地している。五月館の南側は小繋川の断崖

を呈し、東側は数段の急斜面、北もv字形の断崖1町は狭い鞍部から山地に続いている。遺跡の現況は大部

分が111林であるが､東側「段は畑地である。洲森区の，部はIIH和50年代までぶどう畑として利川されていた。

本遺跡は町道を挟んで仁昌寺11逝跡と隣接している

2． 調査の概要

五月館跡の澗森は2簡年で合#|･12,450㎡を対象としており、今年庇は初ｲI控でああ今IIIIの洲森で検出し

た逝僻は、北側より土恥状遺櫛2韮、曲輪状平坦地6箇所、切岸状急斜1ni4箇所である。東側下段畑地部分

はトレンチによる調査を行ったが遣樵は検出できなかった。他に調査区外に伽I跡2条、上塁l坐を確認して

いる。

＜土塁状遺描＞、|上111Iの尼根筋に、 2坐検出した。

＜曲輪状平坦地＞北側の尾根筋上から東側と西側に階段状にあI)、6箇所検出した。

＜切岸状急斜面＞平坦地の周りに4筒所検出した。

＜出土遺物＞純文l器片21点、弥吃土器片7点、|卿磁器片32点、ノj子などの鉄製品5点、餓伐2枚がIII !:

した。出土地点はほとんどが雑物撤去後の表土及び撹乱である。陶徽冊はl:KI"(東北地方、肥前）であり、

製作年代は大半が18世紀以降で、明治時代以降のものも数点出土した。

3． まとめ

五月館は、『一j,志」によると延暦弘仁期の遠田公五月に巾来するといわれ、遠柵公兀月が坂上田村.麻呂

の征討.iliに協力し、その耶事拠点として利用されたと伝えられている。また、尺正年llllに小鳥谷摂津がkI城

した小鳥谷館が五月館ともぎれているが、文書による資料はほとんど存在しない。本年度の調径では館k、

創逮年代・使川年代を!'定でき為逝柵の検出、jfi物の出土はなかった。

9－
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ちからもち

（4）力持遺跡

普代村第16地割'龍天拝坂28祢地

5ほか

国l交通省東北地方整備局

三除同道l事典If務所

普代バイパス

平成13年4月13日～11月15n

6,30()㎡

4,264㎡

JG92-0137TM-01

凧雅と飯坂・血八木勝枝

駒水野智寛

普代|:1．教育委員会

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面澗

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者
1:50,00o陸中野田遺跡位置

協力機関

1 ．遺跡の立地

力持遺跡は、三陸鉄道北リアス線静代駅の北約2km､力持海岸から1町に約1.5km、〃持川と刺畑沢の合流地

点付近に広がる東～北東liﾘき斜而地～級斜面地に立地し、棚商は55～65mでああ。i1M在区の現況は畑地､林、

荒れ地、宅地である。

2調査の概要

今年庇検出した遮椛は、堅穴住鵬跡70棟以上（調査終了22棟)、掘立制挫物跡1棟、土坑50無以|を（終r30

懇)、桃穴状土坑20ﾉ侭、焼上遡榊7基（終r5基)総て場2箇所（終｣ 1箇所)、旧沢跡3条である。検出さ

れた遺柵の時期は、出土遺物から縄文時代前期前葉～中期末葉に比定される。

＜竪穴住居跡＞鯛査区中央部及び北部で検出きれており、特に調査区'l1央部は密に分布する。竪穴朧居跡

|剛士やフラスコピッ|､などと砿複するj肋合が多い。純文時代削川とIIﾘﾘlにﾉ<別して記述する。

縄文時代前期は、平面形が〃形基調を中心に円形を呈するものが少数見られる。規模は3mほどの小形か

ら1Omを越える大形のものがある。全般に検出面から床而まで1mを越える深い鵬穴が顕箸に見られ，遺物

も多皿に出土する｡炉を持つものは全て地床炉で､峨際に壁洲が巡るものが多い｡時期の主体は中莱～末莱(ITI

筒ド層a～d式期）であるが、前葉（榎士に中猟火山灰を含む）と惟定されるものを調査区北部でl柳検出

している。

縄文時代中期は、①前葉～中葉（円筒上屈b式～大木8a式期）と②後葉～末葉（大木9～10式期）に大

別される。なお、初顛期は今年庇の訓在では硴剛されていない。

①の時期は平面形は円形基澗と方形基調（長方形が多い）があり、規模は3.5～12mまでのものが見られ

る。炉は石囲炉・石囲埋設土器炉がある。中葉の炉石の配列には規則性が窺え、斜面上方側に径が大きく諮

形された炉石（側平気味なものが多い）を配慨し、斜而下方側に径が小さく形が不雛形の炉石が配侭される

傾向がある。炉内に見られる焼土の発達は、住鵬個々に格差がある。

11-



②の時期は平面形は円形坐調で楕円形・多角形があり、規模は4～8mが見られる。炉は複式炉・石囲炉

があり、複式炉を主体とする。複式炉はその形状に適した掘り方を持ち、栂成する個々の炉石（偏平に整形

した花刷岩を主に使用）は全般に深く埋め込まれ、部分的に二爪に石を配慨する（補強的に）など丁寧な作

りのものが多い。また炉内に見られる焼土は全般に発達が良い。

＜掘立柱建物跡＞調査区南部で1棟検出した。4本の柱穴が2.7m間隔で配置きれる。検出面から縄文時代

と推定されるが、出土遺物がなく詳細な時期を特定できない。旧沢跡を敏り柵築されていることから、沢の

埋没した時期よりは新しい。

＜土坑＞調査区中央部を中心に50基以上が検出されている。直径l.5m以上、深さl.5m以上を測る大形の

フラスコピットが多い。出土遺物や竪穴住居跡との重複関係などから縄文時代前期末葉～中期中葉に多くは

櫛築されたと推定される。

＜柱穴状土坑＞調査区南部で集中して検出された。規模は30cm～l.2mまでが見られる。縄文時代前期中葉

の竪穴住居跡を敵り構築されていることは明確であるが、この部分からは時期不明（近世～現代と推定され

る）の撹乱も顕軒に見られることから、全て繩文時代とは断定できない。

＜焼土遺構＞調査区中央部で7蕪検出された。焼土の広がる規模は、30cm～l.2mまでがあり､焼土の発逮

は全般に悪い。詳細は不明であるが、周辺の状況から判断して屋外炉などではなく、竪穴本体は消失した竪

穴住居跡の炉である可能性が高い。

＜捨て喝＞土器や石器などの巡物が、一定の範囲から多髄に出土した2地点を捨て場と命名した。北部捨

て場とした調査区北部やや東側の地点は、山側から急傾を呈する地形部分で、中期前葉～中葉の土器などの

他に石冠や琉珀片なども出土している。東部捨て場とした調査区中央部東側の地点は、西～束に1句かって緩

やかに傾斜した後に急傾斜する地形部分である。この部分については、梢梵途『'1であることから大形で深い

竪穴住居跡の可能性もある。来年度の鯛査で明確になると思われる。

＜旧沢跡＞調査区南部で検出された自然埋没した沢跡である。堆積する覆土より、大きく3時期の流路変

遷が推定される。時期の上限は不明であるが、時期の下限として出土遺物から縄文時代中期後莱には埋没し

ていたと推定される。

＜出土遺物＞遺物は、縄文土器2卵箱分（大コンテナ)、土製品40点、石器3,5帥点、石製品150点、チップ・

ブレーク約12箱分、琉珀数十点、照咄石数点である。土器は縄文時代前期中葉から後期初頭のもので、主体

は前期末葉から中期中葉に相当する円筒下層d式～円筒上層e式及び大木7b～8a式である。土製品は土

偶、ミニチュア土器、斧状土製品、lﾘ盤状土製砧などである。石器は、石識、削掻器、磨製石斧、磨石など

を主体に多種にわたる。石製品は挟状耳飾り、石冠、石刀、石棒、有孔石製品などである。

3．まとめ

今回の調査により､縄文時代前期前菜～中期末葉の集落跡であることが明らかとなった。特記事項として、

検出された竪穴住居跡の中には縄文時代中期前葉の突出して深い竪穴住居跡（地表面から2m以上）や縄文

時代中期中葉の大形住居跡（最大長12m以上で授方形状）などがあり、これらの各竪穴住居跡からは大コン

テナ20箱分以上に上る多趾の土器や石器が出土した｡上記のことは廃屋に遺物を廃棄している行為が窺える。

併せて、円筒式土器・大木式土器の両者が出土することが指摘される。来年度に継続して調査が行われる鯛

査区中央部の遺柵密集部分は、本遺跡の中心的空間と推定される。調査が進めば多数の竪穴住居跡の検出数

が兄込まれ、築落の内容がより明らかになると思われる。

-12-
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やなきさわ

（5）柳沢Ⅱ遺跡

所
委

在
託

地
者

IIIm町山田輔l地割11f15ほか

同土交通省東北地方按術局

三陸縦貫自励車道

111m道路改築事業

平成13年4月17H～7月31n

8,400FTf

8,400㎡

LG94-0071YSn-01

阿部徹・佐膿淳一・原美津子

lllnlllij教育委貝会

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

遺跡位置 1?50,000大槌

1 遺跡の位置

柳沢Ⅱ遡跡は、JRI11m級陸中IIIHI駅の北15km､側l l川によって形成されたi'l職低地と|到道45号線を隔て

た山田湾を一望できるやせ尾根に位世している。遺跡の標高は2－45mで、現況は山林及び原野である。

2．調査の概要

検出された巾llt城館にIMI連する避僻は1111im9箇所・切岸2簡所、土塁1箇所である。

＜曲輪＞尾根上に連続して階段状に9筒所確認している。尾根頂部の平場は、北東側の商い部分の土を削

り南東側斜面に盛土を施して作られ、規模は30×20mで楕円形状を呈している。

＜切岸＞尾根頂部の曲輪(1号lll1")直下と調識区'l!央部付近の111輪(8号III1")で確認されている。

＜土塁＞士塁は頂部の平場をⅢlむようにIIIII(1.5m前後､高さ30～40cm前綾で巡っている。中lltの朧土の上に

新たに土を盛って撚築されている。出土した銭貨から近世と思われる。

＜出土遺物＞遺物は、繩文土器破片が1点、近1趾の陶磁器数点･鉄製"】（釘、 I･手)、寛永通寳、鉄銭があ

り、銭衡は頂部の平場周辺から多く出土している。

3まとめ

今回の調査では、尾根全体の約3分の1ほどの調査であったが、山頂と尾根の地形改変を行ったlll1輪、切

岸、土累などのI1'世城館に伴う遡柵が確認された。側連する時期の出土巡物がほとんどなく、後口柵告審で

不明な点を明らかにしていきたい。
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おおしみずかみ

（6）大清水上遺跡

所
委

在
託

地
者

胆沢郡胆沢町蒋柳字慶存ほか

国土交通省東北地方整備局

胆沢ダム工覗事務所

胆沢ダム建設

平成13年8月l l-I～ll"16日

3,皿㎡

2,000M

NE22-2286・OSK-01

佐藤淳一・阿部徹

胆沢町牧育委貝会

車 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘鯛査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関
1:50,000焼石岳遺跡位置

1．遺跡の立地

大洲水上避跡は、JR東北本線水沢駅から西へ約20km､胆沢川によって形成された河ﾊ殺庇上に位慨する。

標高は約280mで、調査前の状況は畑地として耕作を受けた後放世されていた荒地であった。

2．調査の概要

調在は昨年度から行われており､今年度は昨年度鯛壷IX10,630㎡の南西側3,0側㎡が調査区となった。検川

された辿榔は、竪穴住居跡40棟、土坑l()O基、柵状陥し穴15坐、埋設l器5基などである。このうち竪穴住居

跡22棟、士坑65基、溝状陥し穴ll基、蝿設土器5基の調査を終えた。

＜竪穴住居跡>40棟検出し､22棟の捌交を終了した。いわゆる「大形住勝」と呼ばれるものがほとんどを占

め、平ihi形は梢|ﾘ形をなすもの、長方形をなすものの二柧類に大別される。規模は長軸が10～15m、短軸が

4～6m程度で周櫛の巡るものと巡らないものがある。炉はすべて地床炉で住居の長軸に沿って裡数確認さ

れる。I剖櫛や炉､柱穴の配慨などから性居の菰複が確認されており、建て替えや拡張のⅡl能性が推測される。

また、これらの住居跡群は鯛森区北束部分にある直径約20mの遺柵空Ig1域を取I)囲むように、艮軸をその中

心にlhjける求心的配世をなすことが明らかとなった。

＜土坑> 1"基検出し､65雄の調査を終了した。貯蔵穴には底面に排水用の櫛と小穴を有するものがある。

そのほか特徴的なものとしてこぶし大の礫が帝染する集石1坑、慨|:に多itの土器を含み土器脆棄を連惣さ

せる土坑などがある。また、III形もしくは隅丸方形をなし、底部に小穴を持つ陥し穴の機能を有すると思わ

れる土坑も確認されている。

＜溝状陥し穴> 15基検出し､ll選の柵礎を終了した。規樅は任さ3～5m､深きl～2m程度である。住胴

肚と亜複するものが複数存在しているが、覆土断面の状況からいずれも櫛状陥し穴の方が住"趾よI)新しく

機築されたことを確認している。

＜埋股土器＞5無検出されている。住居趾の縁に隣接して椴築されている場合が多い。土器内部の覆土に

礫が入っているものや剥片石器のフレイクが複数入っているものも礁認されている。

＜出土遺物＞大コンテナで土器は25箱、石器は35箱、その他（土製品、石製品等） 1箱の出土である。土
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器は円盤状、円筒状あるいは鋸歯状の装飾体を口縁部にもち、波状の貼付け文や恥光状の沈線文が施きれる

特徴をもつ縄文時代前期後葉の大木5式がほとんどで、一部大木6式が確認きれている。地文は撚糸文が圧
倒的に多い。石器に関しては磨石、凹石、石皿、石錘などの礫石器が前l,OM)点、剥片石器は、定形･不定形

の製舳が計600点余り出土し､そのほかにフレイクが大コンテナで計3箱出土している｡土製品については有

孔土製品（土玉） 2点、ミニチュア土器1点などのほかイチジク形土製品が1点出土している。石製品では

磨製石斧、石剣、有孔知冊形石製品など計50点のほか、決状耳飾りの欠損品が5点出土している。

3．まとめ

遺跡の特徴は以下の四点にまとめられる。

①集落を栂成する住居のほとんどが大形住居である。

従来、大形住居は単独での発兇事例やその地域性などから、雪深い地方(H本海側）の冬塒の共同作業所

ないしは集会所とする解釈がなされてきた。しかしながら、近年大形住居だけで榊成される集落や雪国以外

における発見事例が確認されてきていることから、大形住居を複数家族が入居する「複合居住家屋」とする

考え方も出てきている。本過跡はこれらの緒税を検証する貴砿な事例と考えられる。

②住居群が遺掴空白域を中心として求心的かつ整然と配置される様相が明らかとなった。

集落の中心を取り囲むようにして住居群や土坑群などが環状に配置される様子は、縄文時代前期～中期頃

の東H本、特に大木式土器|閏の集落においてほぼ一般的傾向として認識されており、今回の調査結果はこれ

を典付けるものとなった。本遺跡における遺櫛空白域はいわゆる「広場」であると推定してほぼ問題ないも

のと考えられるが、そのような機能を具体的に示す遺構や遺物等は確認されていない。

③縄文時代前期後葉の「大木5式」期にほぼ限定される集落である。

本逝跡はほぼ「大木5式」期に限定されることから、この時期の築落柵造に加えて住居内部や付随する遺

構、剛士遺物などについての特徴が明らかとなる可能性が考えられる。

④イチジク形土製品と燕尾形石製品に代表される稀少かつ多椴な遺物が出土している。

イチジク形土製品はこれまでに宮城県北部伊豆沼周辺の四つの過跡（瀦倉貝塚、糠塚貝坂、若林通跡、長

根貝塚）から、合計'4点のみ出土が確認きれているものである。岩手県においてはおそらく本過跡が初めて

の出土であり、宮城県北部（東北地方太平洋側）と何らかのかかわりを示すものとして注目される。また、

昨年庇の調査において秋田県上ノ山Ⅱ遺跡で大最かつ特徴的に出土した燕尾形石製品が出土しており、秋田

県（東北地方H本海側）と何らかのかかわりを示すものと考えられる。これらのことは当時の人々の交流範

囲や文化圏などを知る手掛かりとして、そしてこの集落の性格を考えていく上で貴重な資料になるものと思
われる。

今回の調査の結果、昨年度調査区から続く一連の遺栂群がほぼ明らかとなった。2ヵ年分の遺櫛数の合計

は竪穴住居祉約55棟、土坑・陥し穴約220基を数え、巡物量は大コンテナで土器．石器合わせてl50箱にのぼ

る。発掘調査は来年度以降も継続して行われる予定であり、更なる遺跡の解明が期待される。
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きただ

（7）北田Ⅱ遺跡

所
委

在
託

地
者

水沢市佐倉測字前川中4－3ほか

鱗
国土交通省東北地方繋備局

岩手工事班務所

水沢東バイパス建識l蝋

平成13年4月9日～5月7日

2,000㎡

9㈹㎡

NE17-2038 KDn－01

菅原嫡男・齋藤麻紀子
遺跡位置 1:50,000水沢

水沢市教育委員会

水沢市埋蔵文化財調森センター

碩 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面稠

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

1．遺跡の立地

北田Ⅱ遺跡はJR東北本線水沢駅の東北東約l.5kmに位置し､胆沢尉状地を東流する網状河川に浸食された

沖積地に立地する。標高は約38m前後で､現況は水田である。遺跡の東方約6㈹mを北上川が南流し、周辺に

は杉の蝋遺跡や常盤広町巡跡などがある。

2．鯛査の概要

調査区は市道慶徳杉の堂線の北側に位置し、昨年庇調査区の1区の東側に隣接する。検出された泄櫛は近

世以降と思われる櫛跡3条である。

＜潤跡＞調森区凹寄りの範囲で3条の柵跡を検洲した。1号柵は艇さ約7m、上端幅40cm～l.3m、深さ7

~13cmを測る。北側は礫咽によって切られるが、 2号溝とつながる可能性も考えられる。2号溝は長さ約26

m、上端幅60～90cm、深さ14～25cmを測る。澗査区のII'央付近で3号櫛と接近し、北東方向に向きを変える。

本遺桝からは漆鉱り木製椀1点と杣蕊の施されていない陶器片1点が川I:している。3号櫛は長さ約19m、

上端幅45～70cm、深さ17～28cmを測る。北端は礫層を掘り込んでいる。硴認された3条の淵跡は規模も類似

しており、 2号櫛の出土遺物から判断して全て近世以降の溝跡と思われる。

＜出土週物＞大コンテナl箱の土器と0.5箱の石器が出土しているが､全て遺柵外からの出土である。値か

に土師器片もあるが、ほとんどが縄文時代晩期後葉～弥生時代に属するものである。石器は石錐、石錐、打

製石斧、凹石等が出土している。

3．まとめ

今回の網査で確遡された過櫛は、近世以降と思われる比較的新しいものであったが、出土した避物の大部

分は縄文時代晩期～弥生時代に属するものである。これは昨年度調査で確認された旧河道の影響によるもの

と思われ、周辺に当該時期の築落跡の存在が予想される。今後の周辺地域の調従によって、本遺跡の性格・

全群が更に明らかになっていくものと思われる。

-21-



§| {|"!,: , , , ,|｡, ｡!., @ !f,:,g,!, , ､ , 」
B I C

|’,､,｡,･,',,, ",!,u,,|,,｡,｡ , ｡
八

１
－
咽
“
－
３
－
４
－
５
－
Ⅱ
一
寺
‐
－
８
－
割
一
Ｍ
－
１
－

１

▲
Ｘくり

、、Ｈ嘩
一

u亀 ：n尾81

－
３
－
１
－
５
－
６
一
コ
‐
一
Ｒ
－
ｕ
－
㈹
一
ｔ
一
昨
－
３
－

Ⅱ

の奄鞠

一・
I〉H’

D1h124度12

Y函泌.鯉0雀0Ⅸ｝Y28,㈱501N'

U 10【11
４

｜

北田Ⅱ遺跡検出遺構・出土遺物

嚢

津
遥

君塞 可もる

、』

壁ノ

調奈区全景(北から） 満跡(南端部）

遺物出土状況 遺物出土状況

北田Ⅱ遺跡検出遺構・出土遺物

22-



いのおかだてあと

（8）猪岡館跡第2次調査

平泉町長島字須崎76－2ほか

国土交通省東北地方整備局

岩手工事事務所

一関遊水地管理用道路整備事業

平成13年7月9H~ll月16H

9,皿㎡

9,咽㎡

NE76-2347･ IOT-01-2

濱田宏・吉川徹・飯坂一重

溜 iili二郎・杉沢昭太郎・ III村直美

原美津子・北田勲

平泉町教育委員会

在
託

地
者

所
委

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘鯛査面積

遺跡番号・略号

調査担当者
遺跡位置 1:50．000－関

協力機関

1．遺跡の立地

猪岡館跡は、JR東北本線平泉駅の東南東約2.8kmにある11!世城館で､北上川によって形成された河岸段丘

上に立地する。遺跡平坦部の榴商は42m前後、沖禰地との比商は24mほどである。澗査前の避跡の状況は、

山林・原野・水田・畑地で、周辺は宅地や道路が建設され地形改変が進んでいるが、土塁や空堀の痕跡が残

されている箇所も見受けられる。

2．調査の概要

今回の綱査によって確認された中世城節に関する遺構は、曲輪となる平坦部6箇所、堀跡6条、 4期の門

（櫓）跡を撒成する柱穴12基、通路跡1箇所、柵列5条、掘立桃建物跡1棟である。このほかに、縄文時代

の竪穴状適櫛1棟、近世の墓脳1基、時IUI不明の聯跡12条・土坑12"(繩文時代に属する可能性のあるもの

を含む）・柱穴状土坑132坐が検出されている。

＜曲輪を柵成する平坦部＞確認された遺梛の内容と標高値から、3号平坦部と4号平坦部で主郭が櫛成さ

れる。想定される主郭の規模は100m×110mほどで、楕円形を呈しているものと思われる。調査区北東端の

5号平坦部からは避柵が検出されなかった。

＜堀跡＞ 6条のうちの4条は、自然の沢跡を利用した空堀である。残りの2条も空堀であるが、人為的な

埋め戻しがなされておI)、それとともに巡る土塁の一部も調森区外に観察された。いずれも薬研堀で、堀輻

はおよそ5m、垂直高は3m前後である。

＜門（櫓）跡＞4号平坦部南側に礎石をもつ柱穴群が検出され、岐終的に12個の柱穴から4期の門（柵）

跡を想定した。柵列との関連から少なくとも2期、岐大で4期の変遷をもつものと思われる。

＜柵列＞ 3号・ 4号・・ 6号平出部の縁に5条検出されている。2条がほぼ平行して並ぶものがあるが、作

り替えと思われる。

＜掘ウ柱建物跡＞ 4号平坦部で北東側の一部が確認された。桁行6間に庇が付く大形の建物である。梁間
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は不明である。

＜竪穴状遺構＞平而形は不整の長方形で、規模は22m×3.7mを測る。炉を持たないことから竪穴状とし

た。形状から繩文時代前川のものと思われるが、出上世物が少なく詳細は不明である。

＜墓曠＞6号堀跡の南西側に検出された。平面形は桁｢11形で､大きさは90cm×1.5mである。底面から寛永

通寳8枚と漆膜が出土した。

＜満跡> 12条検IHされている。検出された地点から、柵になる'ij･能性があ為ものを数条含んでいる。それ

以外の所腐時期は不明である。

＜土坑＞形状などから縄文時代に属する可能性があるものは5蛙ほどである。他は時期が明らかでない。

＜柱穴状土坑> 132"{i雁認されており、そのうち,1 ･!号平坦部にあるほぼ南北方向に並ぶ数十個は、植生痕

（桑？）の可能性がある。これらは掘立枕建物跡や11'ﾘ跡などを柵成するに至らない。底而から鉄釘が出土し

た柱穴が1紫あるが、時期は不明である。

＜出土遺物＞陶磁器、鉄製品（釘)、縄文土器、石器類、銭貨（寛永通寳）が出土している。城館期に属す

る可能性のある遺物は、肥前産の志野lⅢ1点だけである。全体の出土最も極めて少ない。

3 まとめ

猪岡館は別称「東城」とも呼ばれ、城主は猪岡玄蕃とされる。また、猪岡氏は玄蕃の末蕎、隼人の代で豊

臘秀吉の奥州仕慨（天正18年）によって、4'1地の支配巷であった鞠西氏とともに滅びたとされている。この

ことから、猪岡館が存在した時期は16世紀代を主体としていた可能性が樹い･また、淵肌l氏が北上川を利用

した水運を掌握していたことも文献調査から推測され、この猪岡館は砦としての性格をもつだけでなく、交

通・交易という重要な機能をも果たしていたものと思われる。今後は、周辺にある城館や社寺との関連につ

いても検討していきたい。
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かわさき さくぎていち

（9）河lll奇の柵擬定地

川崎村門崎字銚子236-1ほか

同士交通省來北地方鞍MI"

嵩手工事馴務所

床上浸水対･紫特別対策那業

平成13|年8月1日～11月9日

5,774M

1,000nf

OEO9-1173・KSG-01

溜浩：郎・原美津了・

川崎村教育委員会

所
委

在
託

地
者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

1:50,000－関･千厩遺跡位置

1．遺跡の立地

本避跡は川崎村･役場の西北関約1kmに位置し、北上川左齢の河岸段丘上に立地している。調査前の遺跡の

状況は畑地である。

2鯛査の概要

検出された遺柵は、竪穴住居跡1棟、掘立柱建物跡1棟、蝦穴状遺櫛3J,L、二1:#t29基、柵状遺構4条、桃

穴状土坑180基である。

＜竪穴住居跡> 1棟検出きれている。近世の柵状避徽と亜複し、これに切られているため全体の規模は不

明であ為が､一辺約37mの方形状を黒すると惟測される。カマドは東側壁面に設けられ、芯材に礫や|師器

謹の破片を使用している。また煙道部は残存しない。時期は出土遺物から平安時代91吐紀代に属する。

＜竪穴状遺構＞3鵬検出きれている。形状はいずれも長栴円形を呈し、規模は長軸が3.6～3.8m、短軸が

22～2.3mで、避柵の性格は不明であるが、出土遡物から171ﾙ紀代の遺柵と考えられる。

＜掘立柱建物跡＞捌査区東側から1棟検出されている。規棋は梁行6.0×桁行9.5m、各桃穴には建て絆え

と思われる切り合いが1～3基確認された。時期は江戸時代前期～中期と思われる。

＜土坑＞29基検出されている。平面形は方形、円形、梢円形がある。規模は開口部径86cm～208m、底部

if72cm～1,96m，深さは14～60cmである。H細Iは巾1趾と思われるものがl坐で、他は近lll:である。

＜溝跡＞4条検出されている。内2条は片端が調査区外に延び、全長は不明である。確認できた長さは鹸

長でjl0m、上幅は80cm～2.30m、妓深で約70cmとなっている。時期は中世～近世に属すると思われる。

＜出土遺物＞出土遺物は純文二l器（後期晩川)、上師器、須恵器、かわらけ、陶磁器、石器古銭報で

繩文FI器・石器は泄榊外、他は逝榊内からの}H土が多い。

3．まとめ

今凹の柵交ではll世紀の河崎の柵に係わる鋤|#・遺物は見つからなかったが、古代～近世まで断続的に堆

満の場として利川されていたことが確認された。今後周辺の訓査が進むにつれ、今回未澗在の縄文時代をは
じめとする遺跡の全容が明らかになると思われる。
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Ⅱ、農林水産省関係



まいざわ

(10）米沢潰跡

戸市米沢字長瀬27－1ほか

農林水産省東北農政局

賜淵川沿ﾊ拙業水利事業所

馬淵川農業水利事業

平成13年4月16日～6月7R

6()Onf

600㎡

IE99-0390MZ-01

杉沢昭太郎

二戸市敬育委貝会

地
者

所
委

在
託

事 業 名

発掘調査期間

鯛査対象面澗

発掘調査面預

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

遺跡位置 1:50,000-戸

1 ．遺跡の立地

米沢遺跡はJR蝦北本線斗米駅の北方約400mに位世する｡I肘内を北流する馬淵川西岸に形成された河岸段

丘上に立地し、過跡の標高は10()～105mである。馬淵川と世跡がのる段丘伽との比高は約25mを測る。調査

区の現況は、道路・畑地である。隣接する適跡として長瀬遡跡群がある。

2．鯛査の概要

検出された遺柵は、縄文時代早期の竪穴住居跡1棟･焼土9基、縄文時代の陥し穴状遺柵2基、集石1基、

中lltと思われる堀跡1条、土坑l韮（近世以降)、瀧跡3条（近世以降）である。

＜竪穴住居跡＞純文時代早期の蝶穴住居跡が鯛森区の北端部からl蕪検出された。1･1据跡の規模は2.7x

2.1m,壁商は30cmを測る。平而形は不整な円形を呈し埋土及び遺榊の周辺からは縄文時代早期の土器が多数

出土した。

＜焼土＞南部浮石直下の暗褐色上面にて9坐の焼土を確認した。焼土は竪穴住居跡の周開に分布し、時期

は繩文時代早期に位世付けられる。

＜陥し穴状遺構＞調在区中央付近より2選検出した。規棋は幅!70cm､長さ3.1mほど､深さは1.25m前後を

測る。遺構検出而から縄文時代前期以降のものと思われる。

＜堀跡＞調恋区の北側で幅2.0m､深さ1.6mの堀跡を提さ33mほど検出した。堀は段丘線辺部を取りullむ

ように延びており、堀を巡らす'|!世の屋敷跡の;"在が想定される。堀埋上からの遺物川上は無い。

＜出土遺物＞純文時代早期の土器及び石器群を主体に、繩文時代前期 1I1期、時期不明の鉄器などが大コ

ンテナで17|箱出上した。

3．まとめ

今|''1の調査は、米沢遺跡の'|!を段丘縁辺部に沿って南北に刑ll長く調査したことになる。その結果、北側は

縄文時代早期の集落と中世頃の堀を巡らす屋敬跡に、中央部は縄文時代前期及びそれ以降の狩猟場として主

に利用されていたといえる。今後、隣接する長瀬泄跡群との関巡を終理し本遺跡の内容・性格を明らかに

していきたい。
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かまいし

(11）釜石遺跡

一戸1111．平糠字釜石29-35ほか

農林水雌省東北農政局

馬淵川沿岸水利事業所

大志、ダム建設

平成13年4月16日～7月31H

5,000㎡

5,000IYf

JE69-0265･KI-01

杉沢昭太郎・吉川徹

・ﾉ 11l｢教育霧員会

所
委

在
託

地
者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

遺跡位置 1:50,000葛巻

1．遺跡の立地

本逝跡は、JR東北本線奥'+1111駅の北東約25kmに位世し、平雌川の北媚の緩斜Miに立地している。梛間は

366.5～373mで、調査区の現況は畑地と休耕、で占められている。

2．調査の概要

検出された遺梛は掘立制挫物跡2棟、土坑l盤、柱穴状土坑8坐である。

＜掘立柱建物跡＞2棟検1l1されている。共伴避物がなく時期の将定は困難であるが、検出及び埋土の状況

から、いずれも近世あるいはそれ以降のものと考えられる。規模は東側の建物が桁行3Im(8.48m)×梁間

2IU (5.30m)、もう一棟が桁行5IIW (8.48m)で梁間は不明である。

＜土坑> 1坐検出きれている。検出而での規模は80×50cmで小判形を呈し、深さは60cmを測る。遺物はな

いが埋土及び周囲の状況から近世ないしそれ以降のものと思われる。

＜出土遺物＞縄文時代早期・11期・後期の．t器と石器、近世の煙神が出土している。早期の土器は泄跡'ド

央部やや剛東側と西側に分布し、前期の｡上器は泄跡中央部西側に、後期の土器は西端に分布する。出土総量

は大コンテナで2.5箱である。

3．まとめ

今同のW雌では、細文時代l1ﾘm・前期後1mをI+'心とする遺跡であることが脈認された。土器の出土lit、

礫石器や剥片類が少ないこと、住Ai;跡や焼土の痕跡等が認められないことから各時期とも短期間に利用され

た場所であったと思われる。また、掘立柱建物跡及び柱穴群の存在から近世及びそれ以降において、一定期

間利用されていたことも確臘された。
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Ⅲ、公団・公社関係



しまだ

(12）島田Ⅱ遺跡

宮古市大字八木沢第4地割ほか

岩手県住宅供給公社

宮古短大地区宅地造成事業

平成13年4月18日～12jl7日

21,867ITf

15,967M

LG'13-0388．SMDⅡ－01

小山内透・中田迪・鳥原弘征

小林弘卓・江藤敦・井上信介 遺跡位置
宮古市牧青委員会宮古市郁市計i'i'i課

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

1:50,000宮古

協力機関

1．遺跡の立地

島田Ⅱ遺跡はJR宮古駅の南方約2.5kmに位慨し､遺跡の北東部には島田泄跡として鯛査が行われた岩手

県立大学宮古短期大学部が隣接している。遺跡は北方向に木の枝状に延びる複数の尾根とそれに挟まれる谷

（沢）からなり、標高は16～84m、今回の調査区では40～67mとなっている。調張前は勾配の急な斜而で、

一部は伐採用道路となっていた。周辺遺跡には尾根続きで本来は本避跡の一部でああと考えられる周、泄跡

をはじめ、平安時代の塊落でもある磯鶏館III過跡、八木沢古館・新館、純文・弥生古代の複合遺跡である

上村貝塚など調査が行われた遺跡も多く分布している。

2．調査の概要

今年度の調恋で検出された遺僻は、縄文時代の竪穴住居跡1棟、陥し穴状遺柵2基、平安時代の竪穴住居

跡82棟、掘立柱建物跡3棟、竪穴状遺構18棟、工房跡38棟、鉄生産関連炉跡30選炉跡焼土遺構24基、炭

窯21基、土坑類99韮、柵跡6条、貝塚2基、廃ﾆヒ（樺）場6箇所となっている。

＜竪穴住居跡>ilu文時代の竪穴住居は西尾根西斜Ⅲiで1棟検出された。平安時代の竪穴住居等に削平され

ているため、残存状態は良くない。平面形は略円形を呈し、規模は直径3m前後と推定され、石組炉をもつ。

平安時代の竪穴住居は大半の58棟が調査区の東西の標高50m以上の尾根上に位世している。平面形は隅丸

方形､規模は一辺4～5m前後のものが多く、最小は一辺約2m、最大で一辺約6.5mを測る。大半の住居に

は貼床が施され、斜面上に位慨しているものは谷側に貼床が施されているものが多くみられる。周榔が確潔

された住居は多くないが、斜面上に位置しているものは山側に施されるものがみられる。また、上屋を支え

為縦穴が見つかった住居は多くないが、確認されたものでは4本の主柱穴が配世されていた。カマドは東西

南北いずれの方位にも澗趾されており規則Wliはあまりみられないものの、山側の商いほうに股|趾されている

傾向がみられる。煙道部はくり貫き式が大半を占め、本体は粘土で構築されているものと石を芯材としてい

るものがあるが、廃棄時に破壊されているのか残存状況は良くない。両尾根の南部、束尾根では1棟の竪穴

住居にカマドが複数股世されたものや、T房跡と1發穴住居が重複して検出されるなど、避榔の分布密度が適

跡内で最も高い。また、西尾根南部では尾根頂部東側に竪穴住居、西側に土坑類が検出される傾向があり、
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逆に西尾根北部では尾根頂部の西側に竪穴住居が、東側に土坑類が検出される傾向が見られ、遺櫛の分布密

度が最も高い西尾根頂部の土地利用に何らかの制約があった可能性が考えられる。

＜掘立柱建物跡＞東西の尾根から合わせて3棟検出している。西尾根北側の2棟は2間×l間の長方形建

物で平安時代の竪穴住居跡等を整地して建てられている。東尾根の1棟は’間×l間の建物で検出状況と出

土遺物から竪穴住居とほぼ平行する年代が想定される。

＜工房跡・竪穴状遺棡＞今回の澗森で検出された竪穴状逝柵のうち、床面に炉跡と考えられる焼土が検出

されたものがあり、埋土中から鉄樺や羽口などの遺物が多く出土していることから、鉄生産に関する何らか

の工房跡であると考えられる。その多くが斜面上に位置しており、地形的な理由からか、廃棄された竪穴住

居跡を利用して工房跡を作ったり、逆に廃棄された工房跡を利用して竪穴住居跡を作るなどの重複が見られ

た。重複が激しいことに加えて、谷側が崩れていることから、平面形・規模ははっきりしないが、平面形は

長方形状を呈し、長軸約3～4m、短軸約1～2mのものが多い。

竪穴状遺櫛は東西尾根を中心に18棟検出されている。平面形は隅丸長方形･長方形状ないし楕円形を呈し、

規模は長軸約3～5m，短軸約1～3mを測る。平面形・規模とも規則性はみられないものの、床面に掘り

込みがあるものや埋土下位に廃棄焼土が堆積する遺栂があることから、何らかの作業が行われたと思われる

がはっきりしない。また､西尾根南部では遺櫛の重複が激しい為に一部分しか検出されなかった遺構の中で、

性格が不明なものも竪穴状遺櫛として扱っている。

＜鉄生産関連炉跡＞工房跡の床而から検出された炉跡の中で、確実に鉄生産に関迎する炉跡であると考え

られる炉が30基検出されている。今回の調査では、原料鉄を梢錬するための糖錬鍛冶炉と糖錬鉄から鉄製品

を作る鍛錬鍛冶炉の2種類の炉が検出されている。前者は平面形は略楕円形を呈し、規模は長軸で約釦co～

1mを測り、炉壁の一部が残存し、炉底部には還元部が確腿され、埋土中からは鍛冶津が出土している。後

者は平面形は略梢円形を呈し、規模は長軸で約40cm以下のものが多く占め、炉の埋土からは2cm以下の炉内

津が多量に出土するものが多い。また、炉の肩部に輪の羽口の装着口と考えられる溝や、炉周辺には鉄砧石

や、その抜き取り穴と考えられる長軸約"cmのピットが検出された適櫛もあり、これらと鍛造剥片・鉄砧石

などの遺物出土状況から当時の鉄製品製作に関する人的な配置を推測させる工房跡も検出きれている。

＜炉跡･焼土遺摘＞炉跡は大きさがl～1.5m、深き約60cmほどの円形や楕円形の形をした穴の中で火をた

いたもので、調交区各地から検出している。焼土遺構は調査区各地から7基検出きれた。20～30cmの広がり

をもつもので、現段階で用途不明なものを指すが、周辺から鉄生産関連遡櫛・避物が出土していることから

鉄生産に関通するものも含まれると思われる。

＜土坑類＞土坑は調査区各地から99基検出きれている。平面形は円形と方形があり、方形のものは一辺が

約2m弱で西尾根北部に集中してみられる。円形のものは直径約2～3m、深さ約l～2mのものも見られ

る。底面はほとんどが平坦で、断面形が筒状のものが大半を占める。

＜炭窯＞炭窯は調査区各地から21基検出された。平面形は梢円形・長方形・円形を呈し、規模は長軸約2

~4m、短軸約1mを測るが、長軸2m前後のものが多くを占める。底面と壁面には一部熱を受けて赤く変

色したものが鯉められ、埋土中に多吐の炭が含まれることから、伏せ焼きの炭窯と考えられるものである。

多くは斜面上に作られているが、竪穴住居が完全に埋まりきる前の窪みを利用して柵築したものも見うけら

れる。

＜溺跡＞等高線に平行する櫛が西尾根からそれぞれ1条ずつ検出されている。両者は延長線上にあること

から一連の櫛跡と考えられる。規模はそれぞれ幅約lm､長さ約14m、深さ約14cmを測る、周辺の過柵との
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位世間係から昨年度検出された溝とI閲1棟に道路跡のIり．能性が高いものと考えられる。また、西尾根では尾根

の北側を区切るかのように幅約1.5m、跿さ約23m、深さ約20cmの撒跡が竪穴住居を壊して構築されている。

＜貝暦＞西尾根北部・東尾根で行l卿篭粟された竪穴住居・士坑が完余に埋まl)きるliiの鰯みに楡てられ

て形成された貝塚が検出された。純Ⅲは約1.3×1mの広がりがあI)､厚さは約1()cmを測る。総最は大コンテ

ナ4箱出土した。貝の種類はイガイが多く見られる。

＜陥し穴状週榴＞束尾根南西部と西尾根南部から各1蕪検出されている｡束尾根のものは開口部径約3.4m

X70cm､深さ約90cm～lmを測る。11V尾根南部のものは両端を竪穴|緋;に切られているため全奔は不lﾘjだが、

残存部分は開口部径約2m×30cm、深さ約60cmを測る。

＜廃土（津）場＞調査区西尾根南部と中央部西斜面と束斜面裾、束尾根先端部より6箇所検出された。束

両足根より検出された4簡所は理土中より過物が出土しないことから、ホ:}而上の竪穴住IJ;･1:房竿を柵築す

る際にでた掘削廃土の広がりと考えられる。その広がI）は約3.5～9m､厚さ約10～60cmを測る。西尾根中央

東斜1hiより検出された2筒所は埋土1I!より鋏樺需が多くIII土することから斜而|:の上房から廃棄された鉄津

が堆秋した聡燃場と考えられる。その広がりは約3.3～6m、厚さ12～40cmを測る。

＜出土遺物＞今Inlの調査で出土した泄物は繩文土器・石器、平安I1#代の｣:011i器・弧忠器・羽u・炉砿・鉄

製品．鉄塊系遺物・鉄津類、近世陶磁器などが出土している。

繩文時代の遺物は、縄文土器は小コンテナl繍、石器は石雛が数点のみと岐的には少なく、ともに斜面や

沢の表-tから出土している。

平淡時代の遺物は、土器類（土師器・弧忠器）が大コンテナ12箱、石器頬（鉄床石・砥石．磨石等）が大

コンテナ17箱、羽口が大コンテナ6箱、炉砿が火コンテナ2.5箱、鉄製品が約2M)点、鉄樺類（鉄塊系遺物．

鍛適剥片を含む）が大コンテナ26箱出I:している。過櫛数の多きに対して避物の出土品は少ないが、大半は

遺柵内からの出土である。羽口・炉砿・鉄樺類の多くは鉄生産関巡遊櫛や廃沸賜から川士しており、遺柵と

関述した出土状況を示している。

鉄製品は鋤先、鉄雛、紡錘申、斧、ノJ子、獺具、釘、釣針等が出土している‘,残存状況は比較的良好で遺

柵内を中心に出土している。聯に鋤先3点とほぼ完形ないし大洲ﾘのﾉJ子は、いずれも1轆穴住居の床面から出

土している。

3．まとめ

今年度調査区では前年までの調査結果と|叫様、14安時代の竪穴住AI;群と鉄生旅IMI巡避櫛が検出された。昨

年度と比較して尾根部では竪穴住}‘\を中心に工房．土坑等が密集して検出されていることから集落における

中心居住域的性格をうかがわせる結果となった。谷部では昨年度と同様に輔錬鍛冶炉・鍛錬鍛冶炉が検出き

れていることから、鉄製品の生産加工を中心とした工房域的性格をもつことが想定されている。平成11年度

澗査区では、製鉄関連の炉跡が検川されていることから本遺跡は製鉄から鉄製品生雌までの一連の作業を行

う鉄生産に関連する古代の大集落で、特に今年度調査区は集落の中心域であることが明らかとなった。本遺

跡は、次年度澗査予定の東側調交区においても、試掘調査の結果から今年度と同程庇の遺櫛の分布密度を示

していることが明らかとなっており、今後の澗盗成果を含めた繋理の中で、当談地域における古代の鉄生産

の様相が明らかにできるものと思われる。
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ひらしみず

(13)平清水Ⅱ遺跡

野田村大字野田第22地割弱番地ほか

久慈地方振興局

久慈農村整備事称所

ふるさと農道野田地区

平成13年8月20日～11月9日

1,1㈹㎡

3印㎡

JG60-02型・HSMⅡ－01

金子昭彦・坂部恵造

野田村教育委員会

地
者

在
託

所
委

事 業 名

発掘調査期間

溺査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

遺跡位圃 1:50,000陸中野田

1．遺跡の立地

平滑水Ⅱ遺跡は、三陸鉄道陸中野田駅の南西約2.5kmにある。明内川右岸の河岸段丘上にあり、段丘上は東

流する沢に開析されなだらかな丘陵状を呈す。遺跡は、このなだらかな丘陵の北端にある。今回の調査範囲

は遺跡の北限に沿い、明内川に下る崖際に位置し、川との比高は約20m、標高は65m前後で、現況は山林と

水田である。

2．鯛査の概要

今回の調査では予想以上に多くの遺構が検出されたため、検出作業は調査範囲全体に行ったが、精査は今

年度の工事（水路変更）にかかる部分を中心に350㎡を調査するにとどまった。

今年度糟査した遡櫛は、竪穴住居跡2棟、土坑33基、陥し穴状遺柵5坐、炉跡2基、焼土15基、配石遺櫛

1基である。竪穴住居跡と土坑2基は古代（平安時代）で、陥し穴状遺櫛は縄文時代中期の可能性があり、

その他はほとんどが縄文時代前期後半になるものと思われる。

＜竪穴住居跡＞2棟鯛査した。いずれも古代で、1棟は鯛査範囲中央付近にあり、3×3.5mほどの規模で

カマドを東壁に持つ。掘り込み式のようでカマド本体は石組みの比較的立派なものである。もう1棟は西端

にあり、一辺が約5mで比較的規模が大きく南側の調査範囲外に続く。北壁にカマドを持つが、壊されてい

るようで残りは悪い。2棟とも出土土器が少ないので時期を特定しにくいが、平安時代のようである。

この他、炉跡としたものは、縄文時代前期後半～中期初頭の竪穴住居跡であった可能性が高い。また、来

年の調査範囲中央付近には該期の大型住居跡らしいものが検出されている。

＜土坑＞33基輔査し、覆土・検出状況、出土遺物から、 2基が古代、その他は縄文時代、中でも前期後半

のものが多い。縄文時代の土坑のほとんどは、フラスコ状土坑であるが、本遺跡の特徴は、口が非常に細く

断面形が三角形に近いものが多いことで、中には、口の直径が約30～40cm，深き約1.4m、底の直径約1.5m

というものもある。深さは1.5m前後に集中するが規模は様々で、底径が1.5m程度のものが多いが、中には

3m近いものもある。調査範囲全体に腹がるが、迎綿と続くというより数基ずつ幾つかの地点に群在する。

検出面では亜複しているものは少ないが、前述の特徴的な形態のため底は重複している場合が多い。
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古代の土坑のうち1基は､調査区中央の竪穴住居跡の埋土途中から掘りこまれたもので、1.5×1m程度の

隅丸長方形の土坑である。底に一抱えもある礫が出土した以外週物は出土しなかった。もう’蕊は、調査区

西側の竪穴住居跡の東側に隣接し、一辺2mの隅丸方形、埋土が一部埋めもどしたような土で、下部には炭

化物が見られ焼土粒が多く見られた。形からは物置などの施設の可能性がある。

＜陥し穴状遺櫛＞溝状で底が極端に狭く陥し穴と考えられている土坑である。5基調査したが、調査灰西

側の古代の竪穴住居跡と重複するものは不明な点が多く、陥し穴状避柵ではないかも知れない。その他は、

いずれも埋土上部にクロボク土が見られ､縄文時代の土坑を切り古代の土坑に切られるものがあることから、

縄文時代中期～古代のものと推測される。さらに、村が途絶えた後は森にもどるまで草食動物のえさになる

低い草が生え､動物が寄ってくることが多いという民俗学の知識などから、縄文時代中期の可能性があろう。

基本的には鯛査範囲内に点在しているが、来年度の澗森予定地には検出されなかった。

＜炉跡・焼土＞土器埋設炉が2韮、西側の古代の竪穴住居跡の北西隅に検出されたが、その後の調査で床

らしいものが確認きれたので、竪穴住居の炉であった可能性が高い。縄文時代前期後半～中期初頭のようで

ある。焼土は､15選鞘査し来年の澗査予定地にも検出されている。幾つかの築中地点が見られ､特に中央より

やや西の部分では10基集中する。形成された層からいずれも縄文時代前期後半の可能性が高い。

＜配石遺構＞配石遺構は、楕円形に石を組んだもので、規模がlm未満(60×40cm) と小さく通常は炉跡

とされるものである。しかし、石は全く火を受けておらず焼けた土も発見されなかったので、配石遺柵とし

た。調査範囲中央付近の土坑上にl坐検出している。

＜出土遺物＞土器は、縄文土器が大コンテナ17箱、土師器が20点ほど出土している。縄文土器は、前～中

期のもので（ほとんど全て円筒下層a式～円筒上層b式)、前期末～中期初頭が主体を占める。石器類は、中

コンテナ6箱lll土し、石器製作時の剥片が約半分を占める。その他、琉珀が4点出土しているが、壊れてし

まったので加工品かどうかは不明である。石製垂飾品等も出土している。

3．まとめ

今回の調査では、縄文時代前期後半～中期初頭の村の跡、繩文時代中期（以降）の狩りの場、古代（平安

時代）の村の跡が発見された。後二者については来年の澗査区には広がらないようである。

縄文時代前期後半～中期初頭の村の跡は、竪穴住居跡（未糖査)、炉跡、焼土、土坑、配石遺栂などが発見

された。調査範囲が狭く細長いため村全体の様子は分からなかったが、土坑、焼土には幾つかの集中地点が

見られ、竪穴住居跡は調査範囲の西端と中央付近に偏るようである。野田村での本格的な発掘鯛森は、岩手

大学の草間俊一氏の調査以来32年ぶりである。調査は来年も続き、その成果が期待される。
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うめ きざわ

(14)梅の木沢遺跡

軽米町大字小軽米第17地制字

玉川向平85－1ほか

ﾃ:戸地方振興局土木部

荒廃砂防事業

平成13年8月1日～11月9日

2,600rf

4叩㎡

JFl5-344・UKS-01

村木敬・星幸文
遺跡位極 1:50,OOO陸中大野

軽米町教育委員会

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

鯛査対象面積

発掘鯛査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

1．週跡の立地

梅の木沢通跡は、軽米町役珊より南東約20km、山形村との境に位i趾している‘'遺跡はウチナイ沢と山から

東流する沢とが合流した上流、標高350m前後の河岸段丘上に立地している。現況は山林．原野である°

2．調査概要

今回は、澗査区北半部分の遺櫛検出及び排津場の掘り下げを行っている。検出された避櫛は、商殿と鍛冶

炉、排緤場である。ただし、排津場以外の遺櫛は、来年度に主体部の調査を行うため遺櫛名や遮櫛数に変更

があるものと思われる。

＜高殿＞遡跡の北西部に位侭し､最も標商の高い平坦な面を利用し建てられている。その内部では製鉄炉、

押立柱1基、用途不明の炉跡1基、炭世き場などを確認した。また、粘土で貼り床や配石により間取りが行

われていると考えられる部分、高殿の壁と考えられる盛土が施されている部分などが確認され、高殿の内部

配圃が明らかとなる。

＜鍛冶炉＞高殿の南側に位慨し、級斜面に存在する平坦部で検出した。検出状況としては焼土と炭化物の

広がりを見せている状況である。この周辺で羽口と椀形鍛冶津が表採されているため、現段階ではこのよう

な扱いをしている。

＜排津場＞高殿の北東から南東にかけての広範囲に位慨している。肢も厚いところで約l.8mあり、鉄津や

炉壁などが交互に堆積していることを確認した。

＜出土遺物＞出土遺物は近世陶磁器、寛永通宝、釘や鑓などの鉄器、鉄津・炉壁である。近世陶磁器は肥

前や大堀相馬､小久慈産のものが出土した。排津場からの鉄津と炉壁の出土通は土納袋で約31000袋、その重

鎧は45～60トンである。

3．まとめ

今回の鯛査は、遺櫛検出と排漂場の掘り下げにとどまったが、本遺跡内の高殿・鍛冶炉．排津場などの位

樋関係が明らかとなった。来年庇の本調査で、鉄山内の建物配慨や製鉄炉の下部柵造が明らかにされるもの

と思われる。
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かどまつ

(15)門松遺跡

二戸市下斗米字門松55ほか

三戸地方振興局

二戸農村整備事務所

中山IH1地域総合轆備事業斗米地区第

5号埋蔵文化財発掘調査委託事業

平成13年7月16日～10月31日

4,900M

4,900㎡

IE98-1271・KM-01

佐々木信一・木村ひかり

二)号i市敬育委員会

所
委

在
託

地
者

恵 業 名

発掘鯛査期間

調査対象面稠

発掘鯛査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

遺跡位置 1:50,000浄法寺･一戸

1 ．遺跡の立地

門松過跡は、 JR東北本線斗米駅の西約5kmに位置し、馬淵川の支流である十文字川北岸の河岸段丘上に

立地している。標商は150～151m、十文字川との比高は5～6mである。遺跡の現況は水田である。

2．調壷の概要

検出された遺柵は、竪穴住居跡13棟（縄文時代3棟、奈良時代3棟、平安時代7棟)、照穴住居跡状遺櫛2

棟、掘立柱建物跡3棟、土坑24基、柱穴状小土坑270基、陥し穴状遺構6柴、櫛跡1条、櫛状過櫛15条であ

る。川土した過物は、大コンテナ8箱分で、内訳は縄文土器、土師器、弧忠器、石器、土製品、鉄製船であ

る。

＜竪穴住居跡＞

（縄文時代の竪穴性届跡） 3棟とも調査区城南東部から検出された。そのうち2棟はi侮径約5mの円形で、

検出面から約60cm棚り込まれている。時期は出土巡物から後期初頭と考えられる。残りの1棟は、炉と柱穴

のみの検出である。出土遺物がなく時期は特定できない。

（奈良時代の竪穴住居跡）調査区域北東部、南東部、中央部からそれぞれ1棟ずつ検出された。特に中央部

のものは大形住居跡で、平而形は隅丸方形で、規模は8×7.7mある。カマドは、3棟とも北壁または北西壁

に設世されている。

（平安時代の竪穴住居跡） 7棟検出された。大きさ・形状は、一辺が5m前後の隅丸方形のものがほとんど

であるが、中には一辺が約8mの隅丸方形をした大形住居跡もある。また、焼失住居跡も1棟ある。カマド

の股瞳場所の方角は特に定まっておらず、南壁や東壁に設悩されるなど棟々でありカマドの作り件えをして

いる住居跡もある。

7棟のうち5棟の埋土には十和田a降下火山灰が含まれていることから、これらの住居跡は平安時代前半

のものと考えられる。

＜竪穴住居跡状遺綱＞調森区域中央部から北部にかけて2棟検出された。それぞれの規模（平而形）は、
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3.5×3.3m(隅丸方形)､4.2×2.8m(隅丸長方形）である。埋土には、十和田a降下火山灰が含まれている。

埋土中の出土遺物から奈良時代と考えられる。

＜掘立柱建物跡＞調森区域東部、南部、北西部からそれぞれ1棟ずつ計3棟検出きれた。大きさは東部が

2間×2間、南部が2間×l1川である。また、北西部の建物跡は寄棟造と考えられるが、西側の一部は削平

されており、柱穴は検出できなかった。3棟とも時期は特定できない。

＜土坑＞24基検出された。平面形は円形、隅丸方形、隅丸長方形など様々である。出土遺物はなく、時期

や性格については不明である。

＜柱穴状小土坑＞270基検出され､調査区域東部と中央部に集中している。時期や性格については不明であ

る。

＜陥し穴状遺構＞櫛状の陥し穴状避柳が6基検出された。長軸方向は南西一北東が5基､南一北が1基で、

最大のものは幅1.75m、長さ5.85m、深さ95cmである。

＜溝跡＞ 1条検出された。調査区域南西部から東に向かって延び、途中から北東に向きを変えている。途

中には土橋が設けられている。全是は約60m、幅は帥cm～1.85m、深さは60～95cmである。掘り方は、箱薬

研堀りで、一部片箱薬研堀りの部分がある。埋土上部には、十和田a降下火山灰が含まれている。奈良時代

と考えられる。

＜溝状週構＞鯛査区域北東部から13条、耐東部から2条検出きれた。北東部から検出きれた13条のうち12

条は、幅20～60cm、長さ2.1～1l.7m、深さ2.6～22.8cmで､1.5～1.8mの間隔でいずれも南西一北東の方向に

延びている。残り1条は一部が住居跡に切られている。規模は幅53～60cm、長き8.5m、深さ6～15cmであ

り、南東一北西の方向に延びている。南東部から検出された2条は幅17～25cm、深さ5.8～13cm，長さ6～

7.4mであり、南南東一北北西の方向に延びている。これらの柵状遺櫛は時期や性格については不明である。

＜出士遺物＞大コンテナで8箱出土し、ほとんどが遺栂内からの出土である。内訳は縄文土器、石器、土

師器、須恵器、土製品、鉄製品で、そのうち土師器が大部分を占める。縄文土器は後期初頭の深鉢、石器は

石鐡、磨製石斧、磨石などである。土師器・須恵器は、坏や蕊である。特に土師器では、墨書された坏や、

体部下半部を粗い敲き目調整をし、底部を丸底風にする北陸地方の特徴を持つ長胴翌が出土している。土製

品は紡錘車と勾玉、鉄製品は刀子である。また、輸の羽口も出土している。

3．まとめ

鯛査の結果、本遺跡は、縄文時代、奈良時代、平安時代の複合遺跡であることが判明した。陥し穴状避櫛

や竪穴住居跡が検出されたことから、縄文時代には狩場として使われた時期もあったが、縄文時代、奈良時

代、そして平安時代へと集落が営まれてきたことがわかった。

また、平安時代の住居跡から墨杏された坏が出土したが、これは岩手県北地方における墨醤土器の出土例

が少ないことから、同地方における狸瞥土器の研究の良い資料になると考える。さらに紡錘車や羽口が出土

したことや北陸地方の土師器喪の特色を持つ長胴翌が出土したことは、当時の人々の生業や他地域との交流

を考える上で貴璽な資料が得られたといえる。
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あさいし

(16）浅石遺跡

遺跡位置 1:50,“o浄法寺･－戸

二戸市似田鳥字嘔ノ坂19-1

二戸市地方振興局土木部

緊急地方道路整備

平成13年4月12日～7月6日

2,030㎡

2,030ITf

JE18-0396･AI-01

菊池貴広・小松則也

二戸市教育委員会

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査機関

調査対象面識

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

1 ．遺跡の立地

本遺跡は、 JR東日本二戸駅から南西方向約4kmに位世し、安比川右岸に形成された河岸段丘上に立地す

る標高は約140mである。

2． 調査の概要

今回の調査は、平成12年度からの継続調査である。検出した遺構は、竪穴住居跡3棟・土坑15基・焼士遺

櫛4基・柱穴状ピット57選である。その他に縄文時代後期I1嘩～後莱・弥生時代中期～後期の遺物包含屑を

確認した。

本遺跡の出土遺物は、大コンテナで約20箱である。時代は縄文土器（後期中葉～後葉･晩期前葉～中葉）・

弥生土器（中期～後期）である。土製品は土偶・スタンプ形土製品・円盤状土製品等が出土し、石器は、石

雛・石匙錦の剥片石器と石錘・lul石・磨石・打斧の礫石器が出土した。石器の'l!でも石錘が半数以上の割合

を占める。また､剥片石器の石材として、黒曜石を使用しているものも数点出土している。石製品としては、

ヒスイ製の勾玉が出土した。遠隔地との交易を窺わせるものである。他に近世の遺物として瀬戸・美濃産陶

器片（いわゆる志野）が1点出土している。

＜竪穴住居跡＞ 3棟が検出した。3棟は繩文時代後期中葉～後葉と思われる。壁際に柱穴を持ち、出入り

口が確認されたものもある。

＜掘立柱建物跡＞ 1棟が検出した。4本柱で構成されるもので、時代時期は縄文時代後期中葉～後葉の可

能性がある。

＜土坑>15基検出された。うち縄文時代後期中葉～後葉と推測されるものが8基である。

＜焼土＞4基検出された。焼成は良好ではないが、このうち弥生時代の面で2埜検冊きれた。

＜柱穴状ピット＞57基検出きれた。検出状況から縄文時代後期中葉～後葉のものと思われる。

3．まとめ

2箇年に亘って継続調査が行われた結果、竪穴住居6棟と土器大コンテナ31箱・石器9箱の大量の遺物資

料を得ることが出来た。特にも縄文時代後期中葉～後葉の竪穴住居跡と本県で出土例が比較的少ない弥生時

代中期～後期の遺物は貴亜な成果賓料と首えよう。東北地方に類例をもとめ、膜い視野で多角的に比較・検

証し、遺跡の性格を明らかにしたいと考えている。
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(17)早坂平遺跡

山形村大字川井第4地荊37番地

5ほか

久慈地方振興局士木部

地方特定道路整附（代行）

平成13年5月11日～12月12H

1.895nf

785㎡

JF[16-0039･HST-01

北村忠昭・艮村･克稔

山形村救育委貝会

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面識

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

遺跡位置 1:50,00o陸中関

1 ．遺跡の立地

早坂平避跡は、lll形村役j〃の.|上東約3kmに位慨し、沿岸北部を流れる久慈川の支流で山形村内を南西から

北東に流れる川井川と､l'il村Iﾉｻをほぼ南北に流れる遠別川の合流地点の河岸段丘上に立地する。蝋澗は229~

234mである。現況はIlll地である。なお､今IIlの調査区は平成元年に東京大学の安齋正人氏を中心に行われた

調査区の西側にあたる。

2．遺跡の概要

検出された泄榊は純文時代竪穴ｲ1掘跡21i棟、住居状遺椛3棟（縄文時代前期前葉1棟、繩文時代に属する

もの2棟)、縄文時代前期の陥し穴状遺柵9基、中期末以降の陥し穴状遺構88基、フラスコ状土坑4基、用途

不明の土坑類（縦穴状土坑含む）43韮、焼土遺柵7韮、集石3基、磨製石斧集中箇所1箇所前期前菜～中

葉の土器を中心とする遺物包含脳1箇所､旧石器の集中区7箇所､旧石器時代の炭化物集中区2筒所である。

<竪穴住居跡>竪穴住居跡の時期毎の内訳は､縄文時代前期前葉～中葉の住居跡6棟（方形3棟､卵形1

棟、円形1棟、不明1棟)、中期後葉～末葉の住居跡4棟（円形3棟、不整円形1棟)、前期に属すると思わ

れる住居跡5棟（円形2棟、桁円形2棟、長椛円形1棟)、中期に属すると思われる住居跡6棟（円形4棟、

不明2棟）である。

＜出土遺物＞出土した遺物は大コンテナで土器が18箱、石器が13箱である。土器はすべて縄文土器（早期

～晩川）であり、前"j前菜～中莱のものが中心である。石器は縄文時代の石錐や石匙などの剥片滴器が多い

が､他に後期旧石器時代の石器（掻器、削器、石刃、細石刃等）が800点以上出土している。この他に土製品

（土製円盤）や石製品（瑛状耳飾)、炭化種実（クルミ等）などが出土している。

3．まとめ

今回の澗恋で検出された逝1Wや泄物から、細文時代前期前菜および中期後葉は集落として、繩文時代I|ﾘﾘl

末以降は大規模な狩猟の場として利用されていたことが明らかになった。また、今年度の成果のみならず、

来年度の調査によって、後期旧石器時代の石材産地遺跡の様相を解明する上で貴重な資料を提供できると思

われる。
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(18)和野I遺跡

m好畑村和野10'lほか

宮古地方振興局岩泉土木事務所

公共ド水道雛附(代行)ﾘ城

平成13年7月6日～11月1日

2,635㎡

2,479㎡

KG23-1()'l7WNI-01

赤石登・商瀬克範

田野畑村教育委員会

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関
遺跡位置 1:50,000岩泉

1．遺跡の立地

本遺跡は、三陸海岸北部の高位段丘面l:、現在の和野地区から平jI:側と鳥越のあいだに流れ出る竹平沢の

頂部付近に位慨している。現征の海岸線からの1k線距離は約2km、標高は約180mである。本遺跡の範囲は、

西和野と平井賀をむすぶ村道に沿って東西に長く括られているが、今Inlの調査区は段丘の縁に近い遺跡の周

縁部にあたる。

2遺跡の概要

調森区は、大きく二つに区分される。下水処理場本体の川地であるI*i側の広い部分を南側調査区と呼び、

村道から処理場への進入路となる細長い部分を.|上側洲在区と呼ぶ。検出した遺椎および出土遺物は、次のと

おりである。

＜竪穴住居跡＞繩文時代の照穴住居跡を3棟、扇I談期の隈穴住居跡を9棟検川した。繩文時代の住)‘州;は

いずれも南側調査区に位潰している。|珊丸便方形のプランをもつものが1棟、約1/2が調査区外に延びて

いるが円形もしくは桁円形になると考えられるものが2棟検出された。出上悩物は少ないが縄文前～巾期

に属するものと瀞えられる。

平安期の鵬穴住居跡は、南側洲秀区で8棟、．|LI11ﾘ洲裾区で1棟を検出した。遺榊内からの出二I遺物はやは

り少ないが、土師器、コハク原石、鉄製品鉄樺が出土した。住居跡はいずれも上面が耕作による削平を受

けているが、llillll1洲在区のⅡﾘﾙ跡の磯存状況はとくに悪く、床liliの部のみが賎ｲし金体のプランが把握で

きないものもある。多くの住居で刷平な砂涛・泥涛がカマド袖の,k材に使用され蝿道は束から北東方向を

向いている。

＜掘立柱建物跡＞南側洲交lさで1 1111×21111の州立柱遮物跡1棟を検出した。出|遺物はなく上而が耕作

による削平を受けており残存状況は良くない。

＜捨て場＞北側調盗区で2箇所の捨て場を検出した。北部の捨て場は、大部分が調査区外に存在している

が、十和田中抑火山灰(To-Cu) と巷えられるテフラの上位から繩文時代前lⅢ～中期初頭の遺物が出土して

いる。南部捨て場ではテフラの|:下に桧て場が形成されているが､j世物のほとんどはその上位から出土する。

時期は、やはり繩文時代前IUj～中期初頭のIIJにほぼおさまる。
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＜焼土＞調査区全体で7基の焼土が検出された。堅果類をはじめとする植物遺体、および焼骨が含まれて

いるものがある。

＜土坑＞調在区全体で89錐の土渡が検MIされた。北側澗森区北端部および南側澗森区西部・東部の3箇所

に土坑の集中域がある。出土遺物は少ないが、北側鯛査区北端の土坑群には縄文時代中期の遺物を含むもの

があり、フラスコ状貯蔵穴と考えられるものも1基ある。南側調査区の土坑も時期比定の材料に乏しいが、

出土通物から近世の墓坑と考えられるものや､検出而から繩文時代の土坑と考えられるものも存在している。

＜築石遺構＞北側調査区および南側鯛査区からそれぞれl錐ずつ集石過柵を検出した。.卜而に焼土を伴う

ものと周辺から鉄津が出土したものがある。

＜埋鉛士器＞南側調査区で1基の土器埋設避櫛を検出した。

＜出土遺物＞土器は、大コンテナで250箱が出土し、この大半が南部捨て場から出土した縄文時代前期後半

～中期初頭の土器によって占められている。梢製土器の組成率が比較的低く、県北半～三陸沿岸のローカル

な組成をもった土器群である可能性が高い。大多数は大木5～7a式および円筒下届c･d式であるが、調

査区全体では大木8a･8b式、円筒上届a～c式および縄文後．晩期の土器、平安期の土師器もわずかな

がら見られる。

石器は中コンテナで10箱出土しており、石錐、石匙、石錐、スクレイパー、石核、剥片、異形石器、磨製

石斧、磨石、敲石、カツオブシ形石器、石皿、台石などが出土している。

このほか、決状耳飾をはじめとする石製品、ホホジロザメおよびアオザメの歯、鉄製品、鉄津、コハク原

石、寛永通宝などが出土し、フローテーションによって各遺構から中型哺乳類や魚類などの動物遺体、およ

び雑穀類や堅果類をはじめとする植物遺体も得られている。

3．まとめ

和野I遺跡の調査により、縄文時代の集落・捨て場、および平安時代の集落跡の内容が明らかとなった。

捨て場の時期は縄文時代前期後半～中期初頭を中心とするが、これまで田野畑村内ではまとまった資料がな

かった当該期の土器・石器群としては、質・澱ともにもっとも充実した資料体と評価きれる。捨て場の遺物

出土趾に比して住居数が少ないことから、縄文時代前・中期の集落の中心部は北側潤査区の東部もしくは北

部に存在しているものと予測きれる。平安時代の集落跡については、出土土器や床・カマドの栂築法が隣接

地域との比較の手がかりとなる。また、組織的なフローテーシヨンによってえられた動・植物遺体もヤマセ

地帯における食性復元のための貴重な資料となるため、今後基礎的なデータの提示をおこなってゆきたい。
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いいおかはやしざき

(19）飯岡林lll奇Ⅱ遺跡第1次調査

遺跡位置 1:50,000盛岡･日詰

在
託
業

地
者
名

盛岡市下飯岡4地割248稀ほか

朧岡地方振興局-t木部

緊急地方道路盤術4蝶

主要地ﾉj道搬岡和賀線改良|:事

平成13年"1月13H-ll月30H

5,602㎡

3,532㎡

LE26-10051HKⅡ－01-1

村|之拓・中村絵美

盛岡市教育委貝会

所
委
事

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面澗

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

1．遺跡の立地

飯岡林崎Ⅱ泄跡は、盛岡市の南西部、JR東北本線仙北町駅から南IIW3.5kmに位世し、遺跡の北方を流れる

雫石川によって形成された沖稚地に立地する。現況は水田で、削平・盛上によって|口地形は改変を受けてい

るが、本来は頻繁に流路を変える雫石川旧河道と、それに伴う自然堤防及び後背湿地が入組み、複雑な小起

伏をもった地形であったとみられる。

2．調査の概要

調査区は盛岡和賀線の東西両側に沿った細長い区域で、さらにそれぞれの調査区内を艇業用水路が南北に

縦断している。そのため調査できない区域があり．当初5,191㎡の範朋を対象としていたが､今年庇はそのう

ち3,121㎡を鯛査した｡また､南端の旧河道において繩文時代晩期末～弥唯時代中期の世物が検川されたため、

調査区を南側に411㎡拡張して、合計3,532mの調査を行った。

検出された遺構は、竪穴住居跡24棟、上坑11蕪、柵謎条、柱穴状ピット約30()坐、堀削痕多数、総て場l筒

所である。

＜竪穴住居跡＞竪穴住居跡は、遺跡の中でも高い区域に分布している。いずれの住｝‘{;跡も埋土のド層には

十和田a降下火山灰を含まないため､少なくとも火ill灰降下時点にはすでに廃絶していた。平面形は方形で、

一辺が6.7mから2.3mと大小あり、4lm前後のものが多い。カマドの向きは概ねlIW側と東側に分かれ、ノミ部

分がくり貫き式の煙道をもつ。カマドの袖は地111の上で櫛築されている例が多く、芯材として礫や土師器蕊

片などが使用される。

焼失した痕跡を残している住"跡も多く検出ぎれた。このうちC2区の南端部の焼失住居跡は、住居に使

用されたと思われる板状・棒状・カヤ状の炭化材が床面全体に広がって検I11された。佼居Iﾉ1北西部の主柱穴

には断面形が長方形の柱材が残存しており、西壁付近では多量の炭化米がブロック状に問結した状態で出土

した。

＜溝跡＞櫛跡は、埋土における十和山a降ド火lll灰のあり方からその降下前後に分かれる。降下前の櫛は

東西方向に走り、遺跡の中でも低い灰域に何条も平行して検州された。B1区とB2区のものは連続すると
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思われるが、道路東側のD2区では検出されなかった。瀞の幅は約20～30cm、櫛と櫛のI川隔はl.6～2,0mほ

どで、削平されてしまっているため本来の深さは不明だが、残りの良いところで25cm穏度である。櫛の側面

に沿った工具痕や、逆ハの字状に棚WIIされた狼跡が確聰でき、一･定の幅に規制しようとする癒図がくみ取れ

る。幅、間隔、方向、埋土とも共通することから|可じ性格を持つ遺柵と考えられるが、水が流れた棟子は観

察できず、瀞の機能については検討を要する。

＜掘削痕＞掘削痕には、広範囲に広がりを持つものと、櫛状にいくつも交叢するものとがある。前者は|・

和田a降下火山灰を含み住居跡を切っているため平安時代集落の形成時期よりも新しい遺柵である。底而に

は下位の屑をかき混ぜたような乱れが見られ、水田耕作の痕跡に釧似する。後者は遺跡のなかでも若干低い

区域に広がる。数条が平行し、束一西・南一北方lfﾘに直交、あるいはこれと若干傾いて交差する。底面には

掘削の際の工具狼が確麗され、被削平部では底面の工具痕のみ残存している。幅は20～30cm穐度であるが、

削平を受けており本来の幅・深さ等は不明である。遺物が出土しておらず明確な時期は不明だが、埋土の性

状から集落形成時期とあまり差はないと考えている。

＜柱穴状ピット＞竪穴住居跡と同様に遺跡の中でも藩干商いIX域に多く分布しておI)、礎石や礎板・根間

め石が用いられる例も複数検出されている。埋土に十和田a降下火lll灰を含むものと、含まないものとが混

在するが、今後掘立柱建物跡を構成するかについて検討していきたい。

＜旧河道・捨て場＞南北両端の旧河道は、典落形成時期にはすでに埋没し一段低い湿地になっていたと思

われる。旧地表面を覆うように十和旧a降下火山灰廟が水平に堆禰しており、北端旧河道ではこの火lll灰屑

の下位層から大量の須恵器・土師器が出土した。これらの土器片は住居跡群が広がる南西側（居住域）から

北西側低位面の湿地へ投棄されたものと解釈される。一方、南端旧河道では、縄文時代晩期末～弥生時代中

期の土器が河道底面にはI)つくように出土している。復元可能な個体が複数あることから、付近に繊期の集

落の存在が想定されるが、調査区内では検出されなかった。

＜出土遺物＞遺物は大コンテナで20箱出土し、大部分が平安時代の土器である。遺物の種類は、土師器、

須恵器、羽口、紡錘叩、小刀、銭貨、木製品（椀･下駄)、炭化米、炭化材、'汁片、縄文時代晩期末～弥生時

代中期の土器、石匙等である。

3．まとめ

今回の調査で本遺跡は、平安時代の集落跡であることが明らかになった。南北両端の旧河道の内側に沿っ

た区域は遺跡の中でも若干高くなっており、竪穴住居跡がまとまって分布する居住域となっている。この1W

北の居住域に挟まれる調査区中央部分は低くなっていて､掘削行為の痕跡や平行する溝跡が検出されている。

調査区西隣の区域では過去の調査で円而硯が出土しており、集落の範囲は調査区よりも広がっていると思わ

れる。性格不明な適櫛の機能及び集落内孵造の詳細について、次年庇以降の澗査成果とあわせて検討を行っ

ていきたい。
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だいたろう

(20）台太郎遺跡第35次調査

盛岡市向中野字Ifil'l!野37-2ほか

盛岡市都市整備部盛南開発課

"lii1南新都市計両幣備事業

平成13年4ﾉjl7p～8J12n

11.320rYf

4.394㎡

LE16-2296・ODT Ol

l呵部眞澄・西澤正II#

盛岡市教育秀員会

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関
1 50,000盛岡･日詰遺跡位置

1 ．遺跡の立地

台太郎遺跡は、 JR東北本線仙北町駅の南11ﾘ約900mに位inし、雫石川/f岸の河ﾊ鍛丘|:の標高120mに立

地している今次調褒区は3つに分かれている（北からC･A･B隆と呼称）が、いずれもほぼ平jqな地形

である。A区は北側に第18次調査区、東側に第36次調査区に. C区は両と南側を18次鯛需区と隣接する調

査前の状況は住宅地と畑地であった。

2調査の概要

今回の調森は、住宅地の間の3つの調径区からなり、いずれの調企区も現況の建物の些礎、排水管などの

影響を受け、残存状態はよくなかった。その中で、竪穴住居跡16棟、住居状遺櫛1棟、 I:坑5坐、瀧跡11条、

住穴群等が検出された。

＜竪穴住居跡＞奈良時代の竪穴住居跡5棟､平安時代の竪穴伽片跡12棟のn1･16抑が検川きれたA区では、

奈良時代の竪穴住居跡が3棟検出されたが、調査区全体が後世の撹乱を受けているのに対し残存状態は比較

的良好であった3棟いずれも北壁中央部にカマドをもち、僻築方法にはくり抜き式( 1棟)、掘l)込み式

（2棟）がある住旙内に貯蔵施股と鯵えられる|:坑や棚状施投と推定きれる施設が付閥する例もある。こ

れらの竪穴住鵬は、カマドの軸線方向や出土遺物から奈良時代に偶するものと考えられる。B･C区でも奈

良時代の竪穴住居跡が1棟ずつ検出されたが、後世による撹乱や他住居との萌複が著しい

平安時代に属する竪穴住居跡は11棟あl) 、すべてC区から検1l1されている 3棟を除き9柳はすべて捌査

区北西隅に竃複して存在する。この場所は調在前には住居として使")きれていた建物の基礎や排水櫛などに

より遺構上部の大半が削平きれていた。カマドは撹乱や重複により壊きれているため判然としないがいずれ

も掘り込み式であると推定されるカマドの方位は東を向く例が多い

く住居状遺構>C区南西部に単独で位世する平而形は2.5mの正方形状を呈し､深さは約20cmである埋

土から土師器杯が出土しており、それから判断すると平安時代に属するものと考えられる

く土坑＞土坑はA区南部に位置する。遺物の出土が無く時期を決定するのは困難である。

＜溝状遺描＞3つの棚盗区あわせて11条検川された。A区中央やや西にはしる櫛は、旧河道を利川したも

のであり、南北に続く。出土遺物もないことから時期が不明であるが、これまでの洲査結果を参照すると平
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安時代に属する可能性が高い。その他の瀧についてもその性格や時期は不明である。

＜柱穴状土坑群>A･B訓盗区の全域でみられるがとくにA区中央付近にやや多く存在する。このすぐ

北側では第18次洲盗の結果、中世の雌物群の存在が判|ﾘjしているため、これらもそれに付随する建物跡であ

ると推定される。しかし、撹乱や未調査の区域があるため建物跡と認定するまでに至らなかった。

＜その他の遺構＞焼土や性格不明の土坑がある。後者はC区北西角にあり、住居に伴う土坑の可能性があ

るが周辺が削平され壁が一辺も存在しないなど判然としない。

＜出土遺物＞大コンテナで、6縮の泄物が川l:している。火半が土師器であり、約8割を11Tめる。独りは

須恵器で、縄文土器も若干出土している。また、鉄製鮎（刀子片）や玉類（勾玉)．土製品（紡錘車）も少量

ながら出土している。州士土器の大半を占める土師器は、奈良時代（古戦時代末を含む）と平安時代のもの

とに大別される。

3まとめ

今回の調査では、後世による撹乱のため遺構・遺物ともに多大な影響を受けていたが、上記のような成果

をのこすことが可能となった。奈良時代の竪穴住居跡は、比較的散在し砿複がなく、平安ll#代に属する竪穴

住ji!鋤は密集し重複がはげしいという状況が漏取でき、これまでの澗充結果とも矛盾することはない。淵llか

な時期については今後の課題であるがこれまでのところ奈良時代の集落と平安時代の集落はスムーズに移

行せずいくらかの時期差が存在することが判明している。つまり、 9世紀初期の段階には築落の形成が途切

れている状況が窺えるのである。この点は志波城とのIM1係も含めて今後の械討桃魍となろう。

● ■
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奈良時代の竪穴住居跡 調秀反全景

台太郎遺跡第35次調査検出遺構
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(21）熊堂B遺跡第13次調査

朧岡市向中野字千刈m2-23ほか

盛岡市都市整伽部礁南開発課・地域

振興幣淵公団岩手総合開発那務所

盛岡南新都市IM発雛附事業

平成13年8月1R～11月2R

11,009M

3,751Ivf

LE16-2118・OKO-01-13

阿部眞澄弼木晃
遺跡位置 1:50,00o盛岡

盛岡市教育携捌会

所
委

在
託

地
者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面禰

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

1．遺跡の立地

熊堂B遺跡は．JR東北本線仙北II1｢駅の凹約1.5km,平石川右l;&の微高地l.に位世する。今次調喪区は南側

が畑地と宅地跡、北側が道路でI!rめられ、過年度におこなわれた第1 ･ 4 10次調査区に隣接している。標

高は123m前後と概ね平坦であるが､その中でも若干の間低兼がみられ北側から東側にかけては微高地の縁

辺部にあたっている。

2．調査の概要

今次調査で検出した主な週榊は、1羅穴住居跡9棟（奈良時代4棟平安時代5棟)、掘立柱建物跡8棟（古

代2棟近世6棟)、..l:M;l1坐、竪穴状避IWl鵬、洲跡6条である。

避跡の屑序については、 I舸灰黄褐色士、 HI箇灰|'I色火ll1灰ガラス粒｣"含黒色土、 ⅢlW無色土、Ⅳ肘！j,"

色士、 V層暗褐色土、Ⅵ噛褐色地山シルト脳であり、Ⅵ屑上miとV層上面に於て占代の遺構を検出した。

なお、調査区北側では削平により段l茄巌の一部が削られているとともに、NTTケーブルの埋殻のため遺

柵の全容について把搬できない部分もああ。

＜竪穴住居跡＞調交陞令体から『lf代の竪穴惟居跡9棟を検出した。そのうち調査区南側標高123.10~

123.20mの微高地で検出した4棟の曝穴住居跡の規模は､約3～3.5m四方､床面獄10㎡前後である。カマド

煙道は柵状で検出きれ、天jI:部は硯存しない。煙道がｲ《Iﾘjな1棟を除き、いずれも北11W砿中央部分に徽築さ

れている。これら4柳はロクロ未使用の鋸1I!心の出i遺物とカマドの向きにより、奈良時代の竪穴住居跡と

考えられる。

一方．調侮区北側で検出した4棟の暖穴住居跡と南側の1棟は、ロクロ使用の坏とあかやき上器を中心に

した出土逝物、、itびに南側のl練について蝿1北刷にみられる灰I'l色火1I1灰により、平安時代の竪穴住居跡

とみられる。規模は約3.5～5m四〃､床而荊12～25㎡と南側の住居跡に比べやや大きい。カマドは北側の重

複する住活以外は南東砿に櫛築きれ、掘り込み式とくり撒き式で付近には貯蔵穴等の施設もある。南側の1

棟は約3.5m四〃、カマド煙道は北向きの棚I）込み式である壁、に沿って均質な照色土が残存しており、雌

化粧-tのIり．能性がある。
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＜掘立柱延物跡＞調査区南側で7棟、北側で1棟検出した。南側の7棟のうち、1棟は2間×2間の規模

である。埋土に灰白色火山灰ブロックを含む柱穴があることから重複する竪穴住居跡と同時代の建物跡と考

えられるが、うちl韮がカマド煙道をきっており時期差をもつとみられる。他の6棟は南東部標高l22.”～

123.lOmに位世し、表土付近からの近仙陶磁器類と柱穴埋土中の寛永通寶出土により、近世の掘立柱建物跡

と考えられる。うち4棟については、 2棟ずつの主軸方向の一致と柱穴の重複状況により建て替えが想定さ

れる。調査IX北側の建物跡は2間×l間の規模、時期を決定できる遺物はないが、付近の竪穴住居跡群と同

じ平安時代の可能性が高い。

＜土坑＞調査区南側から3基、北側から8基検出した。規模は直径50cm～3m、深さ30cm～lm、平面形

はl'l形・楕I'1形・溝状・不慾形等である。このうち、南側の1基は狭い溝状で断面はV字形を呈する陥し穴

状土坑である。また北側には完形の内黒の坏が出土した土坑や、一部が焼成をうけ蕊が半分に削れ伏せられ

た状態で出土した土坑がある。これらの土坑については平安時代の土坑と考えられるが、他については時期

や性格は不明である。

＜竪穴状遺棡＞澗査区北側でl韮検出した。規模2.l×3.5m、平面形は不雛形、重複ずる堅穴住居跡より

新しい。地山砂刷を底面としており、竪穴住居跡にみられる粘土による貼床は施されていない。

＜溝跡＞調査区南側で4条、北側で2条検出した。規模は、長き10～75m、幅30cm～2.5m、深さ30cm～1

mと棟々で、lll士遺物も多くなく、時代を特定することは難しい。北側の1条は調査区を南北に縦断する浅

い柵跡であるが、 3棟の照穴住居跡とl韮の土坑を切ることから、これらの遺櫛より新しい。

また、南側の1条に関しては、長さ75m、鮫大幅2.5m、深さlm、調査区南側の北西と南東を分けるよう

にL字に曲がっている。埋士上廟に灰白色火lll灰粒子を含むこと、埋土下層から須患器蕊（体部）が出土す

ることにより、古代の築落を区画する性格を右する櫛の可能性もある。

＜出十遺物＞逝物は大コンテナで4.5箱出土した。種類は、土器（土師器・須恵器・あかやき土器)、石器

（砥石)、土製品（土錘)、鉄製品（刀子･鎌)、古銭である。土器については、調査区南側でロクロ未使用の

翌の荊合が高く、略完形の甑や片口土器が出土、調在区北側ではあかやき土器が多く、拠書が認められる坏

も出土している。

3．まとめ

今次調査は、過年度の調査結果より古代集落の広がりを予想して行った。その結果、古代に属すると推定

される逝柵は、潤森区南側の段氏へり微高地から奈良時代を中心にした竪穴住居跡、土坑、櫛等を、調査区

北側の微高地からは重複した形で平安時代（10世紀代）を中心にした竪穴住居跡、竪穴状遺櫛、土坑、櫛等

を検出した。これは過年度の調査から導き出きれた、古代熊堂集落の主体が今次調査区を含む北～東側に向

かって展開するという予想を裏づけるものであろう。一方で、調恋区南側で奈良時代の竪穴住居跡が認めら

れたことから、古代災落はある時期には南側の微高地沿いにも展開していた可能性がある。また、澗査区南

側は、近世の掘立柱建物跡の検出と少数ではあるが近世の陶磁器類の出土により、近世以降の住居や作業小

屋等が存在し、人々の生活の場として使われていたとも考えられる。

今次鯛査のまとめと来年皮以降の澗森を総合することで、古代熊堂集落の全容がより明確にされていくこ

とが期待される。
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(22）飯岡沢田遺跡第3次調査

所 在 地 盛岡Tli飯岡新川第1地割－61-l

ほか

盛岡IIj都市幣愉部盛南開発課

盛岡南新都市計画整備ﾘﾘ業

平成13年4月16日～ll月12H

ll,585ITf

10,670m

LE16-2169・ ISD-01-3

半澤武彦・吉田里和

盛岡市敬育委貝会

委 既 者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘鯛査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

1:50,000盛岡追跡位置

1 ．遺跡の立地

本遺跡は、 JR東北本線盛岡駅の南約2kmに位i趾し、2W.i川南岸のi!ﾘ岸段丘lhi.上に立地している。標高は

l型～125mで、調査前の土地利用状況は畑地・果樹隙I・休耕地となっていた。概ね全体は平胆な地形である

が、調査区の東端は段丘の縁となりl～2m前後の高低差がある。北側では幅約5mの鹿斐農梁川水服を隔

て、今年庇調査を行った野古A迩跡第12次捌森区（奈良～平安時代の築落跡）と隣接している。

2．調査の概要

今回の調査で検出された遺構は、奈良～平安時代を中心とした、古墳および円形・方形周瀧が45遮、中世

のものと思われる、大形の方形周瀧がl蛙、古代の竪穴Iflil;跡が13棟（古墹時代末期1棟・奈良時代9棟、

平安時代3棟)、土坑70基、櫛跡9条、暖穴状避櫛2棟、および縄文時代の陥し穴状土坑3坐となっている。

＜古墳及び円形・方形周満群＞調査区のほぼ全域から、古墳や円形・方形の周孵群が合わせて45基検出き

れた。古墳は円墳であったものと想像されるが、中心部分から埋葬部と思われるl藍坑が見つかったものは5

坐にすぎず、後年に墳丘部分が削平、もしくは士坑を投けずにHl!非した可能慨などが考えられる。埋弊部は

いずれも土坑墓で、木棺や石敷きなどの痕跡もなく、 2基から副罪品と思われる刀子や土器片が値かに出土

したのみで、遺物が全く出土しないものも存在する。古墳および円形周櫛の平面形は、南東側の一部が途切

れて賜蹄形を呈するものが蝦も多く、次いで柵が途切れず完全な円形を呈するもの、いくつか途切れて不鞍

な円形を呈するものなどがある。方形の周櫛は平mi形が長方形で櫛が途切れずに巡I)、周櫛内から底部に回

転へラ切り痕が残る坏や、在地産とは考えにくいような須恵器の壷などが出土している。

いずれの遺柵も、周瀧同I:が互いに接することはあっても完全に砿複するものは一切存ｲI§せず、おそらく

これらは「終末期古墳」に閥するものも含んだ、脚櫛蕊としての性格をもったものと考えられる。

＜大形方形周溝＞調査区の東端から、豆:重の堀を巡らせた大形の方形周櫛が検出された。この遺櫛は完全

に四方を巡る内側の堀と、北側の一辺がない外側の堀とで櫛成され、内側の棚の外経は18×15m、帆がl～

2.2m、深さは65～80cmである。外側の堀の外径は、残存部分を31･測した値で25m、帆が2～2.5m，深さは

30～70cmとなっている。内側の堀の中心部分には、僅かに小さなピット類が検川されてはいるものの、柵造
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物の支柱穴を形成するような配置は見られないことから、検出面よりも上部に盛り土等がなされていた可能

性が考えられる。この周櫛は6基の古墳・周瀧（いずれも古代）を壊す形で存在しており、本遺跡で検出さ

れている他の方形周櫛群とは、規模や形態に大きな差異があり、外側の櫛からかわらけが出土していること

などからも、中世の祭祀的な施般の遺構と推察している。

＜竪穴住居跡＞古墳時代末期のものと考えられる竪穴住居跡1棟からは、この時期の土器の特徴を示す丸

底で内･外面に段差がある大型の坏が出土している。住居跡の平面形は約3.7m四方の隅丸方形で、本通跡の

奈良・平安時代の住居跡と比較して、規模が小さい部類に入る。奈良時代の住居跡9棟は、出土道物から7

世紀末～8世紀の遺構と考えられる。平面形は約3.2～7.5mの隅丸方形で、規模に大小の差が顕著に見られ

るものの、カマドは全て北西方向の壁面中央に位世している。平安時代の住居跡3棟は、出土辿物から9世

紀代中心の避栂と考えられるが、カマドについては方位による設侭位価の規則性は見られなくなる。

本遡跡における竪穴住居跡の分布について、奈良時代までのものは古墳や円形・方形周櫛群の狭間を純う

ように立地し、偏った状況もあまり見られないが、平安時代のものになるとこれらの周櫛群を意図的に避け

るような離れた位置に立地している梯子がうかがえる。また、検出された全ての住居跡は、いずれの古墳・

周溝群と一切重複していないことも特徴として挙げられる。

＜土坑＞調査区のほぼ全域から70基の土坑が検出された。大小の差はあるものの、そのほとんどが隅丸の

長方形を呈しており、いずれも古代の墓職と推測される。出土遺物のないものが多いが、一部からは刀子・

鉄製紡錘車をはじめとする鉄製品や土師器・須忠器の壷などが出土している。また、澗森区東側の大形方形

周溝と重複する土坑からは、黒色処理された土玉が約170個、刀子とともに見つかっている。

＜溝跡＞大小合わせて9条検出しており、調査区中央で交差し南北・東西方向へ十字に延びる2条の櫛跡

は、出土通物等から古代のものと推定され、古墳・周溝群を避けて櫛築された槻子がうかがえる個所もいく

つか見られることから、人為的な区画溝である可能性が考えられる。それ以外のものについては、上部を削

平されたり出土遺物が乏しいなど、時期や性格が不明なものが多い。

＜出土遺物＞ 7世紀末頃～9世紀の土師器･須恵器が大部分を占め、大コンテナで16箱出土している。

奈良時代の竪穴住居跡から土師器の坏・翌が、平安時代の住居跡からは、土師器の坏の出土が多くなって

いる。古墳および円形・方形周溝群においては、須恵器の大喪・長頚瓶の出土が多く、特に長頚瓶について

は在地産とは思われないようなものもあり、今後胎土分析を含めた検討を進めていく予定である。

また、墓曠と推測される土坑から、副葬品と思われる刀子・鉄製紡錘単・多数の土玉などが出土したのを

はじめ、土坑を伴わないものとしては、古代以前に形成されたものと考えられる旧河道の黒色埋土・上層部

から、須恵器製長頚瓶の頚部を打ち欠いて、土師器の坏でブタをした火葬骨入りの骨蔵器が出土した。

3．まとめ

本遺跡は、奈良～平安時代を中心とした大規模な古代の塾域であったと思われる。古墳および周櫛群の狭

間からは竪穴住居跡が見つかっているが、出土した遺物をそれぞれ比較してみたところ、奈良時代の一部の

住居跡について古墳･周櫛群とほぼ同時期に存在していた可能性が考えられるものがあった。「生と死」の領

域については、畏怖と崇敬の念から区別されることが一般的と思われるが、おそらくこの地では、「生と死」

の領域が混在していた時期があった可能性も、強ち否定することができないのではないかと思われる。

今後出土した遺物についての更なる検討作業とともに、本遺跡と同形態および時期が唾なる近隣の遺跡群

や、北西2k画の位腿にある志波城跡の成果等も合わせて踏まえながら、考察を深めていきたい。
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埋葬部が残る古嫡 埋葬部の掘り下げ
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復元された古填と住居跡周満底部の工具痕と出十遺物

調杏区全景(北から）

飯岡沢田遺跡第3次調査検出遺構・全景
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(23）野古A遺跡第12次調査

盛I淵市下腿変宇北40番1ほか

携岡市都市整備部盛南開発課

朧岡南新都市計画雛備事業

平成13年5月811~11jjl2n

5,351IYf

6,224㎡

LE16-2155･ONK-01-12

菅原靖男・阿部徹・齋藤麻紀子

驍岡市教育委員会

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関
遺跡位置 1 :50,000盛間

1．遺跡の立地

野古A遺跡はJR東北本線盛岡駅の南約2kmに位置し、雫石川右岸の河ﾊ殺侃縁上に立地している。段丘

緑は調椛区の北側～東側にかけて巡っている。澗査IXの標商は段丘縁下側で123m、段丘のi闘いj勘所で125m

である。現況は畑地、果樹畑である。段丘縁下から北50mの位世には熊堂B遺跡が、本遺跡の南側を流れる

「鹿妻農業用水堰」の対岸には飯岡沢田遡跡が隣接している。両遺跡とも盛岡南新都市計画雛伽事業にl則連

した発掘調査が本年庇実施され、占代の災落跡・古墳群が硴認されている。

2．調査の概要

今回の調査区は市道を挟んで2箇所になるため東側をA区、両側をB区とした。些本層序はA･BIXとも

ほぼ同様で、表1以下Ⅱ掴黒色士、Ⅲ屑購褐色士、IV瞬黄褐色土となり、Ⅱ刷上1mが避柵検出而であるた

だし、近現代の造成や耕作等によってⅡ層が削平されたA区東側～!''央付近では、Ⅳ屑上1WiがjMi櫛検出mと

なる。

今回の調査で検出きれた遺構は、奈良時代のI蚤穴住肘跡11M(A区)、、F安時代の竪穴住居跡l6tli (AIX)、

繩文時代の陥し穴状土坑54(AR1&･BR4l&)、墓職84(A区)、士坑34l"(AIX29"･B区5韮)、

瀞跡9条(A区)、柱穴状小土坑44基(A区30基･B区14*)である

く竪穴住居跡＞竪穴住謄跡はA区のほぼ全域にわたって分布しているが、BIXにおいては1棟も検出され

ていない。検出状況はⅡ層k面において灰Ifl世火III灰の小ブロックがほぼﾉj形に硴認できるもの、同じく11

聯上面において黒褐色上の広がりとして確浬できるもの、Ⅱ～Ⅲ掴が削平を受けたため、Ⅳ明上面で黒掛色

土の広がりとして確認できるものの3通りに大別できる。重複関係は2棟のみと少なく、調炎区中央～11W側

にかけて検出されたものは比較的良好な状態で残っている。平面形はいずれも隅丸方形で、規棋は6～8m

四方の大形、4m四方の中形、2－3m四ﾉjの小形に分類できる。カマドの般i趾位縦は奈良時代の竪穴住）I';

跡では北西向き平安時代の竪穴住居跡では南東向きという傾向がうかがえる。例外はI柳hjき1棟、北向き

1棟である。煙道はくり貫き式のものが圧倒的に多く、削､Izや徽乱によって詳細が不明なものは5棟のみで

ある。カマドの袖部についても時期的な将徴がうかがえ、奈良時代のものは、IV踊を主体に褐色tや崎禍色

土等によって概築されているのに対して、12安時代のものは礫を芯,|1･に川いているものが多いカマド自体

~胃
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の作り替えは少なく平安時代の竪穴住居跡で2棟確認されただけである。

＜土坑>A区、B区あわせて47基検出している。A区で検出した櫛状のもの1蕪とB区で検出した長楕Iリ

のもの4埜の計5蕪は縄文時代の陥し穴と思われるが週物聯が出土していないため詳細については不明であ

る。また、A区で検出した小判形や長方形のもの8基については出土した逝物やその形状から古代の墓戦と

思われる。これらのうち小判形のものからは完形の須恵器の坏が出土している。骨や土器以外の副葬品等は

確認されなかった。残りの34基のうち、A区に位世し土師器片の川土したものと、石錐1点が出土したB区

のもの以外は過物が出土していないため詳細は不明である。

＜溝跡>A区において9条検出した。これらのうちもっとも規模の大きなものは調査区東側～北側にかけ

て、段丘縁と並行する形で調査区際に位置している。この櫛跡の東側からは土師器片、須恵器片が出土して

いるが、平安時代に属すると思われる竪穴住居跡を切っており、これらの過物が櫛跡に伴うものか現在検討

中である。

＜柱穴状小土坑>A区で30基、B区で14基検冊した。規模は径約15～20cm前後のものが多く、時期を確定

できるものはない。埋土の様相から判断するとB区で検川されたものの方が古いと思われる。A区で検出さ

れたものの大部分は段丘の下側に位置しているが、建物跡や柵列を櫛成しそうなものは見られない。

＜出士遺物＞大コンテナで13箱分の遺物が出土している。大部分は土器でそのうち約9割が土師器、残り

1割が須恵器である。器種は土師器が甕・坏・高坏・商台付坏・耳皿・小型壷であるのに対し、須恵器は坏・

壷・翌と樋類が少なくなる。また、土師器と|可質の粘土で作られたと思われる、手握ねの小形土器状のもの

も出土しているが詳細は不明であり、今後の検討課題である。この他、少数ではあるが土製品（紡錘車、円

盤状の士製品)、石製品（砥石、硯)、鉄製品（刀子)、陶磁器も出土している。

3．まとめ

今回の澗査では竪穴住居跡が多数検出されており、本過跡が段｣f縁上に立地した奈良時代～平安時代を中

心とした集落跡であることが確認きれた。住居跡については、同時代に属すると考えられるものであっても

規模にかなりの差が認められるほか、カマドの股慨位慨や作りに時代による明確な通いが見られることが大

きな特徴である。出土遺物については土師器の割合が圧倒的に多い。

調査の結果、竪穴住居跡等遺構は調査区全域に広がっており、鹿妻堰沿いから西側にかけて更に広がるこ

とが予想される。来年度も調査が継続きれることから、その全容がより一屑明らかになるものと思われる。

また、鹿斐堰を挟んで南側に隣接する飯岡沢田通跡や段丘の下側に位悩する熊堂B遺跡との関係が大変興味

深い点であり、遺櫛・遺物等の比較検討によって遺跡の性格や関連性を明らかにしていきたい。

－78－
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遺物出土状況(住居内）竪穴住居跡(奈良）

竪穴住居跡(奈良） 遺物出土状況(壺）

焼失住居跡(平安） 焼失住居跡のカマド
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竪穴住居跡(平安） 平安時代の竪穴住居跡のカマド

野古A遺跡第12次調査検出遺構
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ほそやち

(24）細谷地遺跡第5次調査

礁側市飯岡新田2地割67ほか

嘘岡市都市整鮒部盛南開発課

嘘間南新都市計両幣備覗難

平成13年4月16日へ7月31H

5,805㎡

5,8()5m

LE26-0214 ,OIIY-01-5

満木晃八木勝技

盛岡市教育霧員会

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面讃

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関
1:50,000盛岡･日詰遺跡位置

1 遺跡の立地

ボ|||谷地避跡は朧岡市の耐凹部、JR東北水線仙北ll11.駅から南1町約15kmに位世し、雫石川右雌の河岸段丘上

にf地している。'聡,Li川は遺跡の北東約21<mの地点で北上川・中津川と合流する。鮒5次柵盗陞の樅禰は約

122mで、現況は鋪4次洲海区の両側571㎡が畑地である以外は水田である。北側は一段低い谷地形が東西に

のび、対岸の微高地には古代の災淵跡を検川した飯岡才川遺跡が立地する。

2調査の概要

遺跡の層序は表上以下ⅡI鱒黙色上、Ⅲ)御黒色上、Ⅳ屑黒褐色土に区分される。Ⅱ層上面は近世過柵の検1I1

面、Ⅲ層は灰白色火山灰粒子を含む屑で、上1mが古代の遺構検出面となっている。Ⅳ層上面は縄文時代の遺

僻検出imとなる。

検出泄柵は、平安勝代の竪穴(}括跡‘1棟、竪穴状遺撒5坐、掘立柱建物跡3擁土坑31蛙、陥し穴状遡柵

25基、撒跡13条、井戸跡l茶、カマド状遺櫛2基畝間状並列溝1箇所、小ピット約100基、風倒木痕1箇所

である。第4次鯛査区の北側と両側に隣接する区域は連の段丘面が広がり、主に古代の竪穴住居跡、掘砿

椎建物跡、1掻穴状遺櫛等が分布する。中央から両の区域には、東西に延びる細い低地状のlu河道部分とそれ

に挟まれる微高地が2列ずつW『しており、縄文時代・近世の遺構が分布する。

＜竪穴住居跡＞竪穴住居跡は、第'1次調査区の西側に隣接する調査区に2棟、北側に2棟の合計4棟検出

された。北側の澗在区は水、耕作による削;Izを受け、通櫛の残存状況は良くない。蝿l:中には灰白色火山灰

がブロック状に混入するものがある。I経穴の.|4IM形はいずれも方形で、規模は約5～6m四〃ほどのもの2

棟、約3m四方ほどのもの2棟があり、第4次調査区における大形、中形にそれぞれ該当する。大形の住居

跡はカマドを2 ．3難持ち、作り伴えがなされている状況である。カマド袖は概ね地山褐色士を職み上げて

柵築されるが芯材･に河原fiを川いた例もある。煙道はくり聞き式である。各住居跡におけるカマドの股世〃

位は-‐定の方向に偏る剛向はみられない。時期は出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と考えられるが、榊

flllな区分は分析巾である。

＜竪穴状遺柵＞5坐検出きれている。平安llf代の蝶穴1:l:l,'+跡に|樵接する位価に3韮検出きれた。うちlJI!

は平安時代の棚､X柱雄物跡の桃穴をI〃っていることや、占代の逝物が出上していないことから、時期が降為

8］



可能性がある。平面形態は楕円形・長方形を基調とする。底面に酸化鉄層が形成されているものがあり、水

浸けの状態が考えられることから性格は溜め池が想定きれる。

＜掘立柱建物跡＞掘立柱建物跡は調査区北で1棟、澗査区中央～西に2棟検出されている。調査区北の掘

立柱建物跡は、2間×3間（規模5×6m)の長方形建物で、棟方向はおよそ東西を向く。柱穴掘り方は径

45cm、深さ35cm、柱痕跡の径は約20cmである。柱穴埋土中に灰白色火山灰が混入しており、古代のものであ

ると考えられる。鯛査区西の掘立柱建物跡2棟は近世の可能性が高い。この掘立柱建物跡の柱穴から、柱根

が1点出土している。

＜土坑＞遺跡全体に31基が散在する。形状には特に傾向がみられず、性格・時期は不明のものが多い。旧

河道に落ち込む斜面に位置し、溝と連続しているものが複数あり、近世の溜め池の可能性がある。

＜陥し穴状遺摘＞澗森区北東部隅に4基、中央～西の区域の平行する2列の微高地に21基検出された。平

面形は櫛状､断而形はV字状のいわゆる陥し穴状遺栂で､下半は垂直に深く掘り込まれる。長軸2.5～3.5m、

検出面の幅60cm～lm、深さ60cm～1mが多い。配列は旧河道と直交して2～3基が等間隔で並ぶパターン

が見られる。縄文時代の陥し穴状遺櫛である可能性が高い。遺物は底面から剥片が出土したものが1藩ある

が土器の出土はない。

＜カマド状遺柵＞調査区西に2基検出されている。いずれも長梢円形の掘り込みに対して、焼成部分が一

方に偏る。焼成部は側壁から底面が等しく焼成を受けている。 l韮から焼粘土塊が出土している他に遺物は

なく、時期は不明である。カマド状遺栂は性格が不明で、詳細な検討が待たれる。

＜潤跡＞調恋区西に13条検出された。南北方向と東西方向があり、途中に溜め池と考えられる土坑に接す

るものもある。近世後半の陶磁器の出土、検出面から近世に属するものと考えられる。

＜井戸跡＞澗在区西の旧河道と微間地が接する地点に1恭検出された。河原石を利用した石組みで柵成さ

れ､底而に径50cmの曲物が設置されている。石組み内側の径は80cmで､深度は約l.6mである。内側の礫は30

cm程度のものを骨格として放射状に組み上げられ、その外側の隙間に小礫がはめ込まれている。石組み上位

の掘り方は広く、礫との間に粘土が埋められている。喪込め粘土の範囲は直径2.7m、最大厚30cmである。井

戸の榔造と検出面から近世のものと考えられる。

＜小ピット＞調査区北側に多い。径約20～30cmが多い。週物等の時期判断材料に乏しく、帰属時期は不明

である。建物跡や棡列を形成するかどうかについては検討中である。

＜畝間状並列溝＞鯛査区西端に1箇所検出された。9条の櫛が雌列しており畠の畝間と考えられる。通物

が出土していないため鼎属時期が不明だが、一部南北の櫛に壊されている部分があるため、近世以前と考え

られる。

＜出土遺物＞土師器・須恵器、陶磁器、鉄製品、土製紡錘車、剥片石器、木製品が出土している。西側旧

河道からの古代過物の出土はごく僅かである。

3． まとめ

今回の澗森では、第4次調査で検出された古代集落の広がりと、集落外の部分が明らかとなった。古代築

落の時期は第4次調査同棟9世紀後半～10世紀前半である｡中央～西側の澗査区には古代の遺柵は見られず、

縄文時代の陥し穴状遺櫛や近世の遺構に限られる。旧河道内は水が絶えず湧き、当時も居住域に適さない場

所であることが考えられ、古代における土地利用をうかがう資料である。現在、盛南開発に伴う緊急発掘調

盗で近隣の同時期の過跡が多数調査されており、時期毎の様相がより具体的になるものと期待される。
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しまおか

(25）島岡Ⅱ遺跡

石鳥谷町字八幡ほか

盛岡地方振興局

盛岡農村繋備ﾘ務所

ほ場整伽八幡東部地区

平成13年4月lOH～6月18日

2,8(X)M

2,8㈹㎡

LE96-2343・SO-01

村木敬・星幸文

ｲi鳥谷1I1教育委貝会

在
託

地
者

所
委

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘鯛査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

1:50,000花巻退跡位置

1．週跡の立地

島岡Ⅱ過跡は、 JR東北本線石鳥谷駅南東約3kmに位世し、北上川西岸に存在する南へ級やかに傾斜する

河岸段丘縁に立地している。遺跡の標高は82m前後で、現況は水川及び畑地である。

2．調査概要

検出された遺柵は、平安時代の竪穴住居跡8棟、水路1条、瀧跡1条、土坑10終、近iltの掘立柱巡物跡3

棟、水路2条、土坑2進、時期不明の柱穴状ビット30基である。

＜竪穴住居跡＞調査区西側で7棟、調査区東側で1棟の計8棟が検出されている。全て9～10IM記に属す

ると考えられる。住"}上部は垪作時に削平され､床間のみの検出であった。規模は3～5mの範囲内にあり、

平而形は方形や隅丸方形を呈するものである。カマドを有するものは5棟、他の3棟は調査区外に延びてい

くためカマドは確認されていない。

＜掘立柱延物跡＞綱森凶|』火で3棟検出され、すべて近世に属するものである。これらの住居は調森区外

に延びていくため、全容は不明である。それら柱穴の中には1世篠l5～20cmの柱根を蝿しているものもある。

また、周辺で述物跡が存在するかどうかは検討中である。

＜水路＞調査区西側で平安時代に属するものを1条、調査区中央で近世に属するものを2条検出した。前

者は全長12m･'H2m･深さl.5m、底面より若干上で樋状に水が敬かれている。後考のうち1条は全催5

m･WM30cm･深さ20cm、断面をV字形に合わせた木製の樋が検出された。

＜溺跡＞調査区東側、住居の北側に全長5.3m･幅30cm･深き40cmの規模を持つものを検出した。

＜出土週物＞平安時代の土師器と猟悪器が大コンテナ2箱出土した。この他に近世陶磁器や木製品の椀と

槌などが小コンテナl箱出土している。

3．まとめ

今回の澗査により平安時代と近世の両時代において住居跡と水路跡がセットで確裡され、土地利用につい

ての検討材料を押られた°今後、渕査結果の終理･分析を基に本遺跡の利水について考えていく必要がある。
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いなり

(26）稲荷遺跡

石卿谷町八並畑76ほか

花巻地方振興局

花巻艇村雛傭耶務所

ほ場整附八敢畑地区

平成13年6月181･1～7j131日

2,0卯㎡

2,090㎡

MEO7-2078･ IN-01

星幸文・村木敬

石’卿谷町牧育委員会

地
者

所
委

在
託

恵 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

1:50,000花巻過跡位置

1．遺跡の立地

稲荷遺跡は、JR東北本線花巻空港駅から西へ3km､北上川によって形成された河岸段丘左岸上に位i趾し、

標高は約80mである。調森前の状況は北東側が畑地、南側は水田として利用され耕作のため南側は削平され

ていた。

2．調査の概要

検出した遮撫は、平安時代の竪穴住A1;跡4棟、縄文時代の陥し穴状遺櫛1基、時期不明の土坑2基である。

＜竪穴住居跡＞住居跡は調査区中央から南側にかけて4棟検出されている。平面形はすべて隅丸方形を呈

し、規模は3mほどのもの2棟、 5m前後が2柳である。カマドと煉道が確認されたものが3棟、削平のた

めはっきりとは確認できなかったものl棟である。各住ﾊI}とも住居内の土坑から土師器の坏・饗が出土して

おり、時期は平安時代と思われる。また、中央東側住居の埋土には十和田a降下火山灰が含まれており、こ

れらの住居跡は10世紀前後のものと思われる。

＜土坑＞中央部および北側で2些検川された。避物が伴わないため、性格と時期については不明である。

＜陥し穴状遺柵> l基検出した。平面形は櫛状で、断面はV字状である。規模は長軸3m、短軸40cm、深

さ60cmほどである。

＜出土遺物＞中コンテナで2箱出土している。多くはカマド及び土坑から出土した土師器の坏・蕊である。

ロクロ使用のものが多く、坏の大半は内面に黒色処理が施されている。また、 2点の坏には外側に線刻で文

字（刻書）が記きれていた。また、外面に叩き目のある鉢の破片、底部に木葉痕のある蕊も出土している。

3．まとめ

今回の網査で平安時代の住喘跡が確偲された。今回綱在した範I川は、中央部がl花状で南北に傾斜した地形

となっており、調査区外の東西にも延びていることから周辺部にさらに住居跡が存在する可能性があると考

えられる。出土した遺物と類似の土器群の出土例が周辺遺跡でも確認されており、今後周辺遺跡との関係を

検討したい。
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みやのめほうはっちよう

(27）宮野目方八丁遺跡

花巻市葛第1地割68fl

花巻地方振興局土木部

東宮野同完枚橋線整備

平成13年5月7日～6月4H

850㎡

850nf

ME06-2269.MNH-01

千紫正彦・菊池畷

花巻市教育委員会

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力撒関
遺跡位画 1:50,0"花巻

1．遺跡の立地

避跡は、JR東北本線花巻空港駅の束約l.3km､北上川右岸の段丘上に立地する。遺跡の東側は北上川の洗

流によって形成された願である｡現在遺跡の大半が県立花巻農業高等学校及び花巻空港の微地となっている。

標高は約87mである。

2．鯛査の概要

検出された避櫛は、平安時代の櫛跡1条と時期不明の堀跡1条である。遺物は土師器・須迦器を中心に、

大コンテナ約1箱出土した。

＜溝跡＞調査区北側において検出された。上幅は約4m、深さは約50cmを測る。上部が削平を受けている

ため、本来は上幡・深さ共にこれより大きいものであった。土器の大半がこの櫛跡から出土したもので、 9

世紀前葉の年代観が与えられる。器樋は土師器坏・翌、緬恵器翌・壷などである。

＜堀跡＞調査区中央部を横切って、北西から南東方向に走っている。上幅が約6.5m、深さl.8mを測る。

溺跡と同棟に上部を削平されており、本来の規模のものではない。時期を特定し得る遺物を欠く。調査区外

南東方向の林内において、:1:塁状の高まりと埋没しきらずある堀状の藩ち込みとが現況で剛慨できる。これ

は今次訓査で検出された堀跡と－.速のものの可能性が考慮される。

3．まとめ

これまでに当遺跡の性格を巡って諦税が提起されてきた。律令国家の城柵類似施股であるとする説、古代

駅家説、弘仁二年股個になる稗貫郡の郡衙説、あるいは前九年合職における源氏の陣j蜥説などである。かつ

て当遺跡は岩手大学学芸学部板橋源教授を中心とした調査団によって昭和31年と|可41年とに発掘調査が行わ

れ、古代の竪穴住居跡などが確認されており、考古学的にも古代の遺跡であることは知られていた。今次調

森では古代の避栂の存在は明らかとなったが、残念ながら遺跡の性格を決するような避僻・避物は認められ

なかった。岩手県立図瞥館蔵「稗貫郡宮野目村方八]･全図」によれば、当遺跡は耐北700m、東西3側mに至

る規模のものと認識されている。今後調査が行われる際、今回検出された堀が如何様に延長していくもので

あるか把握が可能となれば、遺跡の全体的規模や性格も明らかなものとなるであろう。
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さわだ

(28）沢田2遺跡

釜石市栗林町11地割l番地lほか

釜石地方振興局土木部

主要地方道釜石遠野線沢ul地Ⅸ

慾備りI業

平成13年8月6日～ll月14日

2,112ITf

2,112M

MG31-2270・ SD2-01

隠居連人・勉大二郎

釜石市教育委貝会

地
者
名

在
託
業

所
委
事

発掘調査期間

鯛査対象面積

発掘鯛査面菰

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

1:50,000大槌遺跡位置

1 ．遺跡の立地

沢}H2遺跡は釜石.ili役所から北IIM方向にあり、 JR釜石線鵜M括駅の北ilW約6km地点に位世する。巡跡の

西側には、遠野市･大迫町と接する1,"Om級の山々を水源として大槌湾に流れ出る鵜住居川があり、遺跡は

その河岸段丘の南緑に当たる。標尚は約50mで、現況は水田や宅地である。

2．鯛査の概要

検出きれた避櫛は、縄文時代前期初頭から前期中葉にかけての竪穴住居跡22棟、同時代の土坑37基、遺物

包含届1カ所と、近世の鍛冶に伴う焼土遺構7基、士坑9基である。その他では、時期不明の掘立柱建物跡

l進が検出されている。

＜竪穴住居跡＞内訳は前期初頭から前葉に属すると考えているもの12棟、前期中葉に属するもの4棟、lil

葉から中葉に属するもの6棟である。前期初頭～前葉の住居跡には、平面形が方形もしくは長方形を呈する

ものと梢円形のものがある。前期中葉の竪穴住居跡の1棟は、平面形が略長方形で長軸が9mあり、 2韮の

地床炉を検川した。

＜土坑＞竪穴住居跡の周洲や床面ドから検出されるものが多い｡2基の土坑が重なI)ひょうたん型を呈し、

規則的に並ぶものや、埋士上位に築石を伴った前期初頭に属する土坑も検出された。

＜その他＞近世の鍛冶に伴う焼土遺櫛が、 l区域にまとまって検出された。また、鉄津を埋めたものや粘

土で固めた土坑も確認された。掘立柱遡物跡は時期不明であるが、縄文時代の可能性も考えられる。

＜出土遺物＞縄文土器が大コンテナで16箱、石器は大コンテナ3箱、石製品が少逓出土している。いずれ

も北部の遺物包含屑からの出土趾が多い。縄文土器では、大木2b式から4式に属するもの、石器では石匙

がそれぞれ卓越し、軽石製のアクセサリーも川土している。また、近世の過榊に伴う釘などの鉄製舳や相蝿

大堀産などの陶磁器、泥めんこなど中コンテナl箱出土した。

3．まとめ

平成ll年庇鯛在では検出しなかった繩文時代前期中葉の竪穴住居跡や士坑が確測できたことは、前期初頭

から中莱にかけてのムラの変遷を知る手がかりになるであろう。
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ほうしようじあと

(29）宝性寺跡

遺跡位置 1:500000北上

江刺市宇根ﾊ423－6ほか

水沢地方掘興局

水沢臘村整備耶務所

ふるさと農道根峠地Iえ

平成13年8月21日~12月12H

1.5㈹㎡

750㎡

ME97-1018･HSJ-01

岩渕計・丸III浩治

金野進・川又晋

江刺巾牧育委貝会

在
託

地
者

所
委

車 業 名

発掘調査期間

調査対象面菰

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

1．遺跡の立地

宝性寺跡は江刺市街地､市役所から北西に1.9kmの距離に位値し、北上川東岸を南北に延びる丘陵地の西端

部分となる段丘の縁に立地している。遺跡のIIW側を広瀬川が南西方向に流れ、北上川へと注いでいる。遺跡

の標高は別～63m、綱従前の状況は腿道及び畑地、水田である。

2．調査の概要

検出された遺榔は、竪穴住鵬跡7棟、竪穴住居状遺櫛2棟、土坑8基、焼土遺構7基、満跡8条、墓曠10

基、集石1基、柱穴状小土坑ll5基である。また、調査区の南東部分に遺物包含層が形成されていた。

＜竪穴住居跡＞北部から2棟、西部から2棟、南部から3棟検出した。調査した範囲が狭いため、全容は

明らかではないが、北部から検出した1棟は、長方形に巡る周溝を検出したことから「大形住居（ロングハ

ウス)」の可能性が高い。その他の住居跡は径が4m前後の円形と推測きれ、検出した炉は地床炉であった。

時期は州土した遺物から、繩文時代前期後葉から中期前莱と考えられる。

＜竪穴住居状週櫛＞西部から検出した1棟は方形で、土師器・須恵器が出土している。

＜溝跡＞時期を明確に特定できないが、古代以降の溝跡と考えられる。

＜墓壌＞北部から4基、南部から6雅検lllした。快状耳飾や蒻翠製の装飾品が出土している。

＜柱穴状小土坑＞北部から多数検出されている。周孵状の遺柵も確認できることから、亜複している住居

跡の可能性がある。出土している過物から縄文時代と考えられる。

＜遺物包含屑＞南東部分の約460㎡が遺物包含屑となっている｡南西向きの斜面に遺物を廃棄したものと考

えられ、眼大脳厚は約90cmであった。長さ約lOm、幅約5mの帯状に広がる焼土屑を確認している。

＜出土遺物＞大コンテナ算で土器が約l()O箱、剥片石器・剥片が6.5箱、礫石器類が21箱、土製IW$、石製IW!

が出土している。繩文土器は前期から中期の土器が出土しているが、大木5～7式土器が中心である。

3．まとめ

今回の調査区域は、繩文時代lil期後葉から中期前菜の居住域と「総て場」であることが硴認された。来年

庇も継続して制査の予定であることから、ざらに集落全体の櫛造が明らかになることが期待される。
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しんでん

(30）新田遺跡

江刺市伊手宇御蝋33番地4ほか

水沢地方振興局上木部

河川改良事業伊手川

平成13年4月19日～9)13日

1.660If

1,660㎡

NEO9-1252SD-01

金子IIB彦坂部恵造

江刺11j教育委員会

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面菰

過跡番号・略号

鯛査担当者

協力機関
1:50,000人首・陸中大原潰跡付署

1 ．遺跡の立地

新、過跡は､ JR東北新稗線水沢江刺駅の西北西約9km、丘陵尾根状の地形に立地する。調森範囲は、伊

手川に北iniする尾根先端部分に》Mたり、中央は大きく削平されており西側も地形の改変を受けている。

2．調査の概要

今回の調査では、住居状遺構1基、士坑・墓壌46基、焼土6基、溝跡1条、捨て場が検出された。溝跡は

近世～近代の可能性があり、その他のほとんどは縄文時代前期（緋に後葉）と思われる。

また、鯛森範囲の南側にあったらしい近世～近代の民家に伴うと推測される地形の改変が見られた。調査

範囲南側から両側の谷に続く水路や、谷の南側に東西に広がる人工的な平場が検出されている。

＜住居状遺構＞竪穴住居跡に似ているが炉を持たない。r1坑群西の澗交範囲のほぼL|』火に1基検出した。

平而形は長梢円形で規模は3×2mと小さく、床面にはri!央と長軸方向のI'i'i端に小さな穴がある（柱穴か)。

＜土坑・墓堀＞46韮検出され、大きく三つに分けられる。いわゆるフラスコ状土坑が大部分を占め、調査

純皿東側の斜而に著しく集巾する。小判形の浅いものは、 2茶だけだがフラスコ状-t坑群の西端にあり、フ

ラスコ状土坑に切られる。桁III形をj,剛Iとし深く規脱も大きいものは、さらにその凹側のﾉ&根臘部付近に点

在する。‐'一数韮あり、臘土II'やその周辺に焼土が見られるものが多い。小判形ものは、検出状況・出土遺物

から純文時代前川前葉の可能性があるが、その他は前期後葉のlﾘ能性が高い。

＜出土遺物＞土器は、純文時代前期後葉（大木5～6式）が大部分を占め、:iﾐに総て場から火コンテナ92

箱出土し、その他前期前菜の土器片､土師器坏(平安時代)がある。石器は非'肘に少なく204点(剥片336点)、

土偶が9点(1点は完形なら30c皿以上)、土製耳飾4点、石剣が10点出土している。

3．まとめ

縄文時代前期（後葉中心）の村の跡、近世～近代の屋倣の一部が発見された。澗査範囲が狭く細長いため

村全体の様子は分からなかったが、調査範囲の北西隅～北端の伊手川に而した斜面にものを捨て、東端にフ

ラスコ状土坑を集中して作っていた様子が窺われる。竪穴住居跡は、今1111の調迩範朋の南側にあるものと推

測され、おびただしい肚の士器が発見されたことから、本遺跡は地域の拠点的な付であったと推測される。
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きゅうでん

(31)久田遺跡

江刺市伊手字沢田23稀地ほか

水沢地方振興局

水沢農村雛備事務所

土地改良総合雛側事業伊手西部地区

平成13年6月8日～12月5日

3,㈹0㎡

3,㈹0㎡

NEO9-1329・KD-01

千葉正彦・菊池賢

江刺市教育委員会

在
託

地
者

所
委

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面稠

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

1:50,000人首・陸中大原遺跡位迩

1．遺跡の立地

久旧遺跡は、東北新幹線水沢江刺駅の東約9kmに位世する。調査区は伊手川左岸に形成された氾濫原にあ

る残丘の北西部分である。調査区付近は現況では棚田となっているが、北～北阿向きの級斜而を造成して開

田したものであった。調査区の標高は132～134mである。なお、低位部分（逓櫛配慨図参照）については盛

土保存されることとなり、遺柵検出および部分的掘削のみを行った‘》当設部分の検IH過柵については詳細不

明で不確実な点があることから、ここでは記較を割愛しており、検出遺柵数にも含めていない。

2．調査の概要

検出された遺櫛は、竪穴住)II;跡24棟、住居跡状遺柵3棟、掘立柱建物跡4棟、-t坑類150雄、配石通櫛l

蕊、焼土遺構1基である。遺物は土器、土製ﾑﾑ、石器頬、石製IH!等が川土している。

＜竪穴住居跡＞縄文時代の竪穴住居跡は20棟検出された。全形を把撮できた4棟は円形ないしは梢円形を

基調とする平面形態であり、他のl6棟についても残存部分から推測して概ね|可様な形態と推測される。床而

械では餓大32㎡、峨小10㎡であり、規模の大小が見られる。柱穴の形態は一徹ではない‘,壁際に小径の柱穴

が巡るものが多いが､深い主柱穴を伴うものや柱穴を欠くものも見られる。炉はすべて地床炉である。また、

斜面下方側に出入り口状の施設（小土坑）が検出された。住居の形態および出土遺物から判断すると、その

大部分が後期中莱に属するものと推測される。 .力、平安時代の竪穴住}片跡は4棟検川されている。 .辺3

~4mほどの方形基調で、いずれも斜面上方にカマドが設世されている。残存部分から判断すると、カマド

本体は礫・土器片を芯材として黒色シルトを貼り付けて櫛築している。煙道はいずれも上部が崩落していた

が、くり貫き（地下式）櫛造と推測される。2棟の燃焼部には支脚と思われる礫が直立状態で据えられ、土

師器が伏せて被せられていた。主柱穴と思われるものは確遡できず、柱穴配慨は明確ではない。うち2棟の

覆土では、十和田a降下火山灰の混入層がレンズ状に堆祇する様相が見られた。出土した土師器の様相およ

び覆土中の火山灰の在り方から推測して、 9世紀末～10世紀初頭に属するものと思われる。

＜住居跡状遺栂＞竪穴住居跡に類似するが炉．柱穴を欠くものl棟、性穴のみ検lllしたもの2棟である。

形態および川土遺物から縄文時代後期に閥するものと推測される。
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＜掘立柱建物跡＞円形を呈する大形のもの1棟、六角形（亀甲形）を呈するもの3棟である。うち1棟は

円形の大形建物であl)、大径の主柱穴4基を小柱穴（壁柱穴）列が円形に取I)囲むものである。さらに壁柱

穴llは北側で大径の柱穴2雌に連結して「出入り、」状に開く。壁柱穴ﾘの形成するIII弧の径は約10m、主

柱穴4坐および出入りl]部柱穴2基の掘り方は径lm以上である｡柱痕跡の平而プランは不明瞭であったが、

断面および掘り方底面の観察では、径30～40c軸程度の丸太材を据えていたものと考えられる。建て替えの痕

跡はない。竪穴住居跡との間に璽複関係があることから住居跡より古いものと思われるが、柱穴からの出土

週物が寡少であり具体の所属時期は不明である。一方、他の3棟は柱穴6～8坐を岨甲形に配慨しておI)、

竪穴住居跡との亜複関係からそれに先行するものと推測される。

＜土坑類＞土坑約50紫及び柱穴状小土坑lOO基以上を検出した。上坑は円形･梢円形を埜調とするものが多

く、澗査区上段東側に主に配世されている。出土巡物から縄文時代後期に閥すると思われる。これらの士坑

群には、澱土に人頭大の礫が入るものや、赤色塗彩の土偶や腕輪などの土製品が出土したものなどがある。

人骨等は出土しておらず確証を欠くものの、墓曠である可能性が考えられる。一方、柱穴状小土坑は柱穴配

列をlﾘj砿には把掴できていないものの、本来は建物を櫛成する柱穴が含まれているものと思われる。

＜配石遺櫛＞調森区中段部で列石1基、上段部で組石1基・立石1韮を検出した。列石は縄文時代の生活

面と推測される黒色士綴斜面において検出きれた。斜面下側に膨らんだ長さ約lOmの弧状を呈している。付

随施設は確遡されていない。斜面上方では確認できなかったが、本来は環状を黒するもの（環状列石）だっ

た可能性もある。

＜焼士遺構>A区で1基検出されている。竪穴住居跡の炉跡だった可能性もあるが、それに伴う柱穴等は

検出されなかった。

＜出土遺物＞遺物総最は大コンテナ15箱分であるが、大部分を占めるのは縄文土器である。川土した縄文

土器は破片資料が多いうえ、器形全体が復原できた資料は多くない。復原個体および文猟のわかる破片資料

で見る限りでは、器形・文様が加曾利B式併行の特徴を示すものが多い。一部前葉や後葉の特徴をもつ破片

資料も見られるものの、出土資料の主体は後期中葉に位侭付けられるものと推測される。土製品は土製円盤

や土偶、腕輪、耳飾り、スタンプ形、振り子形の各種が出土している。石器熱は石雛、石錐、石匙、石箆、

削掻器、磨製石斧、磨石、石製品では石剣が出土しているが、極端に戯が少ない。一方土師器と須恵器は主

に住居跡覆土及びその周辺から出土しており、器種では土師器坏・蕊、須恵器壷・認がある。

3．まとめ

今回の澗査の結果、縄文時代後期と平安時代の集落跡が確認された。縄文時代後期の集落は竪穴住居・掘

立柱建物･土坑（慕城）・配石で櫛成されている。集落は北～北西向きの斜面地に立地し必ずしも良好な環境

とはいい難いにもかかわらず、検出住居数が20棟を数えること（但し時期差はあると推測される)、大形建

物・配石遺櫛といった祭祀にIMI連すると思われる遺栂が検出されたこと、などの点から該期としては比較的

規模の大きい特殊な集落だった可能性が考えられる。なお、竪穴住居（＝居住施設）と建物・墓壊・配石

（＝祭祀施設？）には時期差がある可能性があるが、相互の関係については今後の検討課題である。また、

逝柵数に比して遺物股が少ないこと、貯蔵穴と推測される土坑を欠くこと等から、調査区外に桧て場域や貯

蔵域が存在している可能性がある。
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調査区今雪

L~
論

竪穴住居跡(縄文） 竪穴住居跡(平安）

配石遺柵 大形建物跡

久田遺跡検出遺構
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たて

(32）館遺跡

住冊町世椚米半小股

大船渡地〃振興局土木部

側道3973･道路雛伽事推

平成13ｲドd1月12日～8jl23n

2.500㎡

2.500㎡

NFMO159、′I､T Ol

丸山浩治・吉IH光・朧朧あき子

川又習

(･tl}I町敬青委同会

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面禰

遺跡番号・略号

調査担当者

1:50,000陸中大原・盛遺跡位置

協力機関

1．遺跡の立地

館避跡は住IMIIIJ.の北両部、凶道107号と397号･の合流点の南西lllll約300mに位樅し、大股川及び小股川に挟ま

れた舌状河岸段丘の東向き緩斜IWikに立地している。標高は185～190mで現況は水田である。

2．調査の概要

検1IIされた世柵は、蝦穴l･li),＃跡27桃醗穴住居状遡柵7棟、上器塊設遺柵l雑、上坑20雌、柱火状小上坑

50韮である。待避剛とも水田造成I聯の地形改変によって大きく破壊されており、残存状態は悪い。

＜竪穴住居跡＞撹乱の激しい部分を除くほぼ洲海区令域で検出された。北端部は重複が著しい。27棟巾3

棟は地床炉を排つロングハウスで、火木3～5式土器が遊干出土した。他は概ねfliii形が直従4m前後の円

形蕊鯛で、炉には地床炉･石ⅢI炉･上器埋股石凹炉の3{11がある。柵築時期はロングハウスが前期中～後菜、

|ﾘ形基調のものは大半が繩文I↑1期の純購に納まるものと考えられる。

＜竪穴住居状遺構＞竪穴↑i据跡に頬するが炉のないもので、炉の欠損した住居跡も含む。主に北部で検出

きれた。撹乱及び並襖が藩し<、ノ<半は､FIM形が不明である。柵築時期は住居跡とlnl時期と考えられる。

＜土器埋設遺構＞北西隅で検1I1されている｡遺柵|部は破壊され消失しており､本来どのような施設であっ

たかは不明である。土器から繩文時代前期の遺柵と考えられる。

＜土坑＞全域で検出されている。①直従5mを超す大形､②民軸2m前後の艮楠Iﾘ形､③直径l～1.5m前

後のI1j形の3種に大別される。①は蝿上にTo.Cu (十和田中撫火111灰）を含むため縄文前期中葉以前と考え

られるが、遺構ではなく陥没坑の可能性もある。②は形態から陥し穴の可能性があり、半数が住居跡の床面

以ドから検出されているため前期と思われる③は出|泄物から中期に属すると思われる。

＜柱穴状小土坑＞南西部でまとまって検出されている。磁径30cm前後で､深ざは1Ocm～1.5m程度と徹々で

ある。遺物が出土しておらず、柵築時期は不明である。

＜出土遺物＞総竝は火コンテナ-17箱で、内訳は繩文土器7箱、石器10箱、石製品数点である。土器は前期

中紫～後期初奴まであるが、主体は中lﾘlである行器は大半が牒行器で、聯石が多い。

I()1



3．まとめ

調査の結果、繩文時代前期中葉～中期の集落跡が確認され、本県では出土例の少ない大木3－5式土器を

伴う住居跡も検出された。また、遺柵分布が澗壷区北南端に密で、泄跡範囲がさらに南北へ広がることが

判明している。|剛部分も事業区域内であるため、次年度も継続調査の予定である。
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こまつ

(33）小松I遺跡

気仙郡住田町上有住字小松28-1ほか

大船渡地方振興局土木部

一般県道釜石住田線改良工馴

平成13年5J122I]～ll月30n

4,345㎡

2,394㎡

NFO7-0030･KMI－01

吉田充・西澤正晴・高瀬克範

佐藤あき子

住田町教育委貝会 週跡位置 1:50,“o遠野

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

1．遺跡の立地

小松I遡跡はJR釜石線上有住駅の南西約8.5kmに位i趾する｡本過跡を含む上有住地域には古生代の石灰岩

が分布し、滝観洞をはじめとする洞穴が点在する。遺跡の数百m上流付近には小松洞穴が、約3km下流には

蔵王洞穴が気仙川に隣接して分布している。本遺跡周辺には小松洞穴付近で気仙川が狭窄し下流側に広がる

ため、多湿の河川性堆柵物が、また、北側の山体から供給された雌雄堆欲物や局所的な刷状地性堆柵物が厚

く堆積している。調査以前は水川及び畑地であった。

2．調査の概要

昨年度未了部分745㎡と新規調査区3,6㈹㎡の合計4,345㎡が調在対象となった。昨年度綱査で地山検出面

が約3mと予想されたため調査開始前の3月下旬に我土を除去する予定であったが、調査区を含む道路建投

予定地はイヌワシの生息が確認され、環境保護調査のために約2箇月遅れの5月下旬開始となった。

新規調査区の地山（礫府）は旧河道跡で深さ3mを超え、重機粗掘・人力検出梢査を3回行なった。蕪本

土層は黒色土層、崖錐性砂礫質粘土塒、十和IIIII'揮火山灰屑(2次･ l次堆欄屑)、褐色粘土咽、縄文早期末

～前期とみられる包含層、粘土質砂層、礫層（地山）である。継続調査区では埋め戻した土を除去後に3面

（早期末）の人力検出精査を行なった。また、調査区中央に位置する生活用道路（昨年度未新手）の表土1

mを除去し、1面・ 2面の検出輔査を行なった。今年度は雨天の日が多いため常時溺水があり、 8月・9月

の台風では調査区が浸水するとともに山体側法面が崩落した｡このためにおよそ1箇月間調森不能となった。

本区は縄文早期末、前期初頭、晩期末～弥生時代初の3面が検出され、早期末はさらに数面検出された。華

本土層は黒色土届、崖錐性砂礫質粘土府、黒色土屑、十和田中揮火山灰層、砂礫質粘土・砂礫土・包含隅

（捨て場、妓低3枚）の互層、砂層、礫層（地lll)である。山慨に位悩し、旧河道の影靭もあるため、東西

南北両方向に層相変化が激しく、地山検出面は2～5mと深い。検出された遺櫛は、竪穴住居跡・竪穴状過

構25棟、土坑18基、柱穴状土坑22基、焼土遺櫛16埜、櫛跡1条及び捨て場である。遺柵の時期は、検出晒位

や出土遺物から判断して繩文時代早川末業、前期前菜、晩期末菜～弥生時代削葉と考えられる。

＜竪穴住居跡・竪穴状遺構＞ともにl可様の規模・遺物出土状況をもち、炉のあるものを住居跡、無いもの
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を竪穴状遺構とした。構築された時期は、縄文時代早期末葉が2棟、前期初頭が3棟、早期末葉～前期前葉

が20棟である。新規調査区の住居跡は旧河道跡からほとんど検出され、形状が円形～梢円形で、長軸規模は

2.5～4.5m(単純平均値3.5m)である。後述する継続調森区の住肘跡と比較すると早期末の住居跡と規模，

形状が似ているが、出土遺物に表裏縄文を含まず、やや厚めで胎土に繊維を含む非結束羽縄文の土器片を含

む点で、継続調査区の住居跡とは異なる。継続調査区で検出されたものは、早期末葉と前期初頭の住居跡で

ある。前期初頭のものは昨年度検出されたものと同様規模が大きく、 6m以上である。花積下層式に対比き

れる土器片が出土する。早期末葉の住居跡は規模3.8mの円形状で､表裏縄文の土器片が出土する。これら2

時期の住居跡の検出面は明らかに異なり、近接する位置で検出された住居跡は約50cmの比高がある。

＜土坑＞構築された時期は、縄文時代早期末葉が1基、前期初頭が4基、早期末葉～前期前葉が13基であ

る。早期末葉のものは円形で、規模はlm，深さ16cmである。前期初頭のものは円形～楕円形で、規模は80

cm～1.7m(平均l.28m)、深さは10～20cm、早期末葉～前期前葉のものは楕円形のものが多く、規模は60cm

~2.1m、深さは5～27cmである。

＜柱穴状土坑＞新規調査区の旧自然堤防上と継続調査区内生活用道路下で22埜検出された。継続調森区の

ものは北東方向に並ぶものがあり、埋土状況から近現代の遺構と考えられる。新規調査区のものは規模が40

cm前後である。

＜焼土遺構＞新規調交区の旧河道上と継続調査区で16蕪検出された。継続調査区のものは円形～楕円形を

呈し、長軸の規模は45cm～l.6mである。周辺から過物が出土する場合がある。2つの面で検出され､時期は

早期末葉と前期初頭である。新規調査区のものは不整な楕円形を呈し､規模は60cm～l.3mである。土器片が

まとまって出土することがある。時期は早期末葉～前期前葉と考えている。

＜溝跡＞新規澗壷区旧自然堤防上で1条検出された。長さ12m･幅20cmで、崖錐性砂礫質粘土層下位の火

山灰質土を掘り込むと判断したが、その後検出した旧河道跡の中揮火山灰下位柱穴列に関係する可能性があ

り、検討中である。

＜炭化物集積区＞新規調査区旧河道上の中揮火山灰下位褐色粘土届上で2箇所検出された。不整形～櫛リ

形状を呈し、規模はl.2～1.5mで、厚さは数cmである。最大数cmの炭化物片が密集する。早期末葉～前期前

葉と考えられる。

＜捨て場＞新規・継続両調査区の主に山体側に沿って複数枚検出きれる。土器片・石器・剥片・獣骨歯・

炭化物などが含まれる。層位関係など整理中である。

＜出土遺物＞大コンテナで12箱の土器片・石器が出土した。土器片は、ほとんどが住居跡と捨て場から出

土し、貝殻文・撚糸文・条痕文・圧痕文・沈線文・縄文の文様を持つ。継続調査区のものは出土層位と施文

の特徴から、早期末葉・前期初頭・晩期末葉～弥生時代前葉に属する。新規澗査区のものには継続調在区の

前期初頭の系統をもつものがあるが、その位置付けは検討中である。石器は剥片石器が多く、石雛や石匙な

どが出土している。この他、新規調査区では片面に自然面を残す打製石斧が出土する。

3．まとめ

昨年度調森区西側約2"ml川に新たな調査区が設定され､昨年度未了分とあわせて調森が行なわれた。新規

調査区においても旧河道跡が検州きれ、旧自然堤防上と旧河道跡から住居跡等の遺構が検出された。出土遺

物から両調査区で多少の時期差が推定された。出土する石器の種類・剥片の量および獣の骨・歯から、狩猟

も生活の粗としていた集落が主に縄文時代早期末莱～前期初頭にかけて営まれていたと推測された。昨年度

に引き続き貴重な情報をえることができ、今後の整理でさらに明らかにしていきたい。

-l(M-



AI-AI-An

▲
凡 例

○住“
0 住居状

0 土坑

● 柱穴状

、溝跡

塗墜

Oと 炭化物集中区

警
露
胃
嵐
雪
嵐
蕊
罰
闘
図

ひごひご

.．..".．"･････捨て場.．..".．"･････捨て場

農噌｡

屋
覇

…《ツ､、
、｡‐●

や●｡‐
●
●｡‐

鮮雲鮮雲

Ｑ●

●誕欝迄差
BIBIBIBIBIBI-B-B Ⅱ

羽････－羽････－羽････－凸■e■◆凸

一
戸
一

タ
グ
０
ｑ
心
、難

■

○

一
〈
一
畔

ク
リ

～句

’0

￥
０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

６
８
８
８

９
４
４
８

１
２
２
２

■
■
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
０

９
９
９
９

－
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

ｌ
２
１
２

器
濫
補
補

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

８
０
０
０

１
１
７
９

８
９
８
９

９
９
９
■

７
７
７
７

６
６
６
６

Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ

0 1:lOOO 20m



鐵 塞亟塞
毒 意
畦

垂

奎

b 貴

一
角‐

誰≦
‐

｡

つ

h私

一

面
や一

一

篭
1

1
，

N

割

一
》
一
、
】

一
【

一
●

》

I
迂舎司画、

L《

麺

叱

ーF

111 1
I 側

弊 謹自蕊
ー■

優も芋
､\闘

四

齢､：

侭

”刃

睡凸

、
唖
酷

◆一一一一一一込司

調杏区全景(北西より）

蓉威障一奪坤
Uニョ ，
鋲埠 一輻ﾏ･ヘ壷寓 、ア J”

U 一
二a 、

‘暗いご
頓

←唖 鍔．，，･･蕊“
戸

噌9歩劃・ ‐デ ．‐､ ‐■■ 噛

…

＆h吋

諏j土一国＝＆
少 ＝

由離纒

昏
鈩
Ｌ

Ｄ
Ｆ
４
凹

○
再
１

漕癖癖舞
･刃裁戸

--- 一

、

■‐

楢

桑

h全

一企

堺

ヴ

拳

‐雲霧 燭､霊
劉 考

奉玲亘

一 薯口？

謹蕊空 〆舎
竪穴住居跡(BI区縄文時代早期末）

一

曼感錘一一．
●~←

…~婆．“

一

一

錘
、

GQ

鋤
一

① －

竪穴住居跡(BI区繩文時代前期初頭）

蕊
竪穴住居跡(-AI区繩文時代早期末～前期） 土器出土状況(-AI区縄文時代早期末～前期）

小松I遺跡道検出遺構・遺物出土状況

－1()6－



みようごさわ

(34）明後沢遺跡群第13次調査

所
委

在
託

地
者

前沢町古城字幅123-1ほか

水沢地方振興局

水沢農村轆伽班務所

ほ場鞍術姥沢上野地区

平成13年4月ll日～8月6日

4,720㎡

4，720㎡

NE36-2175･MGS-01

鳥居達人・心大二郎

前沢町教育委員会

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

遺跡位囲 1:50p"水沢

1．遺跡の立地

遺跡は水沢市の市街地と前沢町の中IⅢにある明後沢台地に立地している。北を松の木沢川、南を明後沢川

が流れており、東側の斜面下を台地に沿って4号線が通っている。今回の調査範囲はそのほぼ中央に位置す

る。

2．鯛査の概要

明後沢遺跡群は古瓦が出土する過跡として知られているが、今I｡'の調査区はその地域からはずれている。

縄文時代の陥し穴状遺櫛、平安時代の住居跡、多くの櫛跡や柱穴状士坑が検出きれた。

＜竪穴住居跡＞竪穴住居跡は5棟砿秘されており､そのうちの2棟の住居跡はほぼ完全な形で検出された。

大きさは南北3.5m、東西約5mほどで、形状は隅丸長方形状をしている。また、カマドを複数持つものや、

テラス状の高まりがあるものも検出されている。

＜土坑と柱穴状土坑＞土坑と柱穴状土坑を検出したが、平安時代の土師器を出土した5基を除きほとんど

が時代不明である。柱穴状士坑の中には柱穴列もあるが、鯛炎範囲が狭く掘立柱述物跡は確認できない。

＜陥し穴状遺構＞ 7基の陥し穴状遺櫛を検出した。すべて柵状のもので、長さは2m、深さが80cmほどで

ある。この区域は縄文時代は狩猟の場で、平安時代には居住区に利用していたと考えられる。

＜溺跡＞鯛査区域全体では現代のものも含めて、 60条以I:の柵跡が検出された。埋土から平安時代と推定

されるものは平面の形状がJ字状もしくはU半状をしており、澗森区で6条ほど確剛された。また、南側で

検出された幅約2m、深さが簸大lmもある堀のような大きな柵から古瓦片が出土した。

＜出土遺物＞出土した土器は大コンテナ2網で、住居跡から出旦|:した'川i器や須恵器が大部分を占めてい

る。土師器はほとんどがロクロ使用のもので、その他に12世紀頃のものと‘思われるかわらけなども出土して

いる。また前述の古瓦や、縄文時代の石箆、掻削器も数点出土している。

3．まとめ

今回の綱査により明後沢避跡群の北側区域は、平安時代には典落であったことが分かった。また、 J ･U

字状に延びる櫛跡が検出されたが、今回澗迩範囲が狭いため全体像を明らかにできなかった。
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もとまち

(35）本町Ⅱ遺跡第2次調査

平泉町長島字本町3－2ほか

一関地方振興局

一関胤村雅伽事務所

ほ場終伽一間第2地区

平成13年4月12H～12月25I」

26,157M

26,157ITf

NE66-2179･MMⅡ－01-2

小笠原健一郎・本多準一郎

飯森秀文・佐々木慌一・佐灘あき子

吉田真由美・木村ひかり

平泉町教育委員会

所
委

在
託

地
者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調盃面積

遺跡番号・略号

調査担当者 1:50,OOO水沢・一関遺跡位腫

協力機関

1．追跡の立地

本町Ⅱ遺跡はJR平泉駅の北東方約2km､柳之御所遺跡の北東約l.5kmに位世し、北上川左岸の自然堤防上

に立地している。標高は約21～23m、現況は水田・畑地である。

2．調査の概要

検H1された遺櫛は、竪穴住居跡26棟（工房跡・住居状含)、建物跡27棟（礎石建物跡1棟含む)、焼土遺柵

10基、墓曠56基（茶毘所含)、土坑135基、堀跡1条、瀧跡17韮、土器埋設遺碑2鶏、周櫛2条、道路状遺柵

l蝶、井戸跡2雄、竃状遺櫛6基、畠跡約l.2減、配打l雌、炭潔6雄、柱穴状小1坑2,462蝶である。

＜墓壊（墓域）＞周溝に区画され、中央の1基をII'心に東・南･ llq側に離職が並ぶ。北側からは六道銭・

火葬骨が出土した1基のみを検出した。墓曠、祭毘所（2基）からはかわらけ、白磁、常滑藤蕊片、渥美産

鉢ﾊ･や古瀬戸の壷片が検出されている。遺物から12世紀後半～151阯紀頃の逮域と琴えられる。

＜畠跡＞調炎区の南側から約12,356㎡にわたI)十和Ⅲa降下火山"〈に脳われた品跡が検出された。畠跡は

調査区北側からも数-'一㎡が確認されている。道等はなく、東西方Ihlと南北方lhjの2棚の畝方向を持つ。

＜建物跡＞27棟を確認した。近世初頭のきもいりの屋敷跡と付随施設や中世の建物跡と考えられる。

＜竪穴住居跡＞26棟を検出し、内2棟はl:腸跡、3棟が住届状j世柵である。 911t紀期後半～10世紀初頭が

3棟。他は10世紀前半～lll吐紀初頭頃と考えられる。工房跡と考・えられる1棟からは"〈釉陶器の耳皿が検出

された。

＜道路状遺摘＞南側水路の東部からl鵬が検出された。石敬きあるいは柵築材としてのｲiを確遡した。理

士から14～15仙紀頃の青磁片が出土している。

＜堀跡＞道路状遺構の東側で道路に並行して1条を検出した｡埋士上部からは常滑派蕊片が出土している。

＜土坑>139蛙を検出した。時期は近'世を求体に10～l5世紀である。

＜配石＞近世の建物跡に付随するものと考えられる。

＜遺物＞中国産白磁・青磁、常滑・握美産陶器、古瀬戸のⅢ・噸、かわらけ、土師器・須恵器・近世陶磁

-1(M)-



器等がコンテナ18箱が出土している。

特に渥美産の阿耳壷は突帯文・縦耳・袈裟襟文の三種の装飾が施された希有な遺物である。このほか黒色

処理された12世紀後半のかわらけ1311上紀後半の口禿の白磁(llll) Ra14世紀後半の古瀬戸直縁大皿等の貨正

な遺物が検出されている。

3．まとめ

今年度の調企により､消衡が平泉に入部する200年前にはすでに大規模な農業生産基撚がこの北上川東岸に

成立し、10世紀後半頃には灰釉陶器の耳Ⅲを持ち得るような何らかの権力を持つ築団が存在していた事が明

らかとなった。清衡もこの生産基盤等の定着を背景に平泉に移ってきたものと推定される。また、検出され

剛が存在していた事が明

される。また、検出され

た墓域は遺物から12世紀

後半～1511t紀頃まで何ら

かの形で存続していたも

のと考えられ、藤原氏滅

亡後もこの生産韮樅を背

景に有力者が威勢を振

るっていたものと考えら

れる。近世初頭の大型掘

立柱建物跡が標高の問い

墓域を避けて低地に造ら

れていることは近世初頭

まで蕊域は聖域あるいは

禁忌的場として認識され

ていたことを暗示してい

るものと思われる。平泉

II1J.において藤原氏時代に

係わる遺跡は北上川東岸

では一昨年まで硴認され

ておらず、里逝跡に続き

今年度の本遺跡の調査に

よ91阯紀後半から17世紀

頃までの大よその北上川

左岸の様子が明らかにな

り始めたこと。特にも対

岸の柳之御所関連遺跡と

ﾅ,t的には劣るもののほぼ

同様の遺物が検出された

ことは、藤原氏時代の平

泉の様相を知る上で大き

な成果といえる。

調査区南側で検出された畠跡(北↑）

本町Ⅱ遺跡第2次調査写真図版1

l1()-



遺跡近景(東から）

鯛査区北側の墓域(直上北→）

本町Ⅱ遺跡第2次調査写真図版2
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やざき

(36）矢崎I遺跡第2次調査

平泉町任島字122-4ほか

一関地方振興局

一関農村慾備聯務所

ほ場整側一･関鋪2地区

平成13年4月1lH～10月5日

4,5㈹㎡

4,5卯㎡

NE76-0283・YZI-01-02

岩渕計・金野進

平泉町教育貝会

在
託

地
者

所
委

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面澗

発掘調査面菰

遺跡番号・略号

調査担当者

協力槻関

1:50,"O-関遺跡位置

1 ．遺跡の立地

矢崎I遺跡はJR東北本綴I猟駅から東北東約2km、北上川の左雌に位世している。遺跡は北上川東部の

舌状の台地を形成する丘陵地と氾濫平野の境界付近に立地しており、遺跡の標高は21m～23mである。周囲

が水田として開発されているため、過跡は微高地状に残されている区域となる。調査前の状況は主として畑

地である。

2．調査の概要

昨年度の第1次調査では今年庇澗盗区の東側に隣接する2,150㎡の区域の調査を行い､9世紀前半から中頃

の竪穴住居跡2棟・繩文時代の竪穴状過柵1棟・士坑5坐・柵跡1条・焼土遺櫛2紫が検出されている。今

年庇の鋪2次調森では繩文時代lii期・後期、14安の巡栂・遺物が検出された。縄文時代では前期の竪穴性居

跡1棟・士坑2韮・陥し穴4雌・後期の竪穴状遺柵3棟・焼土遺構3基が検出された。平安時代では竪穴状

遺柵4棟・土坑30"･洲跡6条・焼土適柵2鵬が検出され、出土通物から9世紀から10世紀が想定される。

また時期が不明の柱穴状小I:坑を介叶5()坐検川した。

＜竪穴住居跡＞縄文時代前期のものは小形の方形を呈しており、規模は一辺が約2.3m･検出面からの深さ

約30cmである。壁外付近から柱穴状の小ピットを検出した。炉は離認されていない。

＜竪穴住居状退棡＞縄文時代後期のものは篠5.5×'1.5mの規槙で梢III形を泉している。炉跡や柱穴は確認

されていない。また平安時代のものはいずれも徒3～4mで､焼土が検出されている遺椴もあるが、カマド・

煙道は検出されていない。

＜焼土遺櫛＞縄文後期の焼1:遺櫛が3坐検出されているが、焼成はあまり見られない。平安時代の焼土適

椴のうち、 l蝦は鉄関巡のin物が出土した土坑の周辺で検出されている。

＜土坑＞縄文時代のフラスコ状の上坑を2基検出している。また、平安時代の士坑は規模が大きいもので

径l.2～l.8mの深さがあり、形状は不整ではあるが方形を基調としている。規模が小さいものは60～80cmで、

形状は円形のものが多い。そのうち3蝦からは、焼土と羽口片・鉄樺・鍛造剥片が出土している。周辺から

焼土過柵・柱穴状小土坑を数薙検出したことから、工房跡の可能性が考えられる。
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＜陥し穴＞径が約1.5m前後の円形で、深ざは1m～1.2mである。底面から逆茂木と思われる痕跡を検出

している。

＜潤跡＞測査区をほぼ1判北に走る櫛跡は、鵬1.1～1.2m、深さが1O～a)cm、長き25mにl冨蜘検出された。

調盗区の中央付近から北では、どの様に延びているのか確認できなかったが、調査区中央付近で検出した南

東から北東に延びる|可規模の櫛とつながっていた可能性がある。遺構がこの溝跡の西側に集中しており、区

画する機能を持つものと考えられる。また、 L字状に屈IIIIする撒跡を1条検出した。

＜焼土遺棡＞ 1蕪は鉄側巡の遺物が川上した土坑の周辺で検出している。住居跡のカマドなどに伴うもの

ではないと考えられる。

＜出土退物＞繩文士器片が大コンテナで約1箱出土し、前期前葉と後期後葉のものが多い。石器は石雛、

石匙、打製石斧、イj箆、膳凋、厳ｲi、凹石簿が約3㈹点出土した。そのほかに石器剥片が大コンテナで約2箱

出土している。これら石器類は、主に地山lliの上層に堆柑していた黙褐色土屑からの出土である。平安時代

の遺物については土師器・鎖忠器が中心で、大コンテナで4箱出土している。ロクロ使用の土師器が殿も多

く、器械は坏、Ⅲ1，鍵である。坏の中には内而が肌色処瑚されているもの、内外而黒色処到1されたものが見

られ、坏・Ⅲ1類の中には高台をｲjするものも多い。またロクロ不使用の土師器、赤焼き土器も出土している。

その他には少量であるが士錘、鉄製IW!、羽1 1,鉄津、鍛造剥片、陶磁器片なども出土している。

＜その他＞柱穴状小上坑を50韮検出したが､時期は不明で建物になるものはない。また、水Ⅱ1面から約1.6

mほど磯り上がった従約15～20mの塚状の区域も澗森の対象となっていたが、梢査の結果岩盤状の自然石が

取り残されたものであった。

3．まとめ

/Hulの調從では繩文時代前lil ･後"1，1If代の三時)Ujの遺柵・遮物を砿認した。繩文時代前期には居住域と

して使用されていたことが明らかとなった。また、前期の而から多減の石器類が出土しており、製品よりも

剥片や石核の品が多いことから､洲喪区域で生産していた可能性がある。平安時代では住居跡は検出されず、

上坑がLI'心である｡鉄製品の川I:が行われた痕跡を示す避榊や遺物と区画する機能を持つらしい櫛跡や照穴

状の過柵が検出されている。今後隣接する本町Ⅱ遺跡や泄ケ坂遺跡との比較もふまえ性格を検討していきた

い。
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きよただい

(37）清田台遺跡

千厩町消山宇台5-4ほか

ふるさと農道緊急雅附

千厩地方振興局

T慨隣村雛術事務所

平成13年4月11口～7j16n

797㎡

797㎡

NF91-1291 ･ KTD-01

小原眞一・赤灯登・高瀬克範

千厩町教育委員会

所
事
委

在
業
託

地
名
者

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

遺跡位置 1t50.000千厩

1．遺跡の立地

遺跡は、JR大船渡線T慨駅の東北東約13kmに位世し、T･厩川の支流金II1川左ｷの級斜面から尾根にかけ

て立地する。標高は110～120mである。世跡内をIH沢が北流し、調森区を束11Wに分ける。遺櫛が検出された

のは、東側の地区で、 2段の平jn面で拙成される。問い面は、尾根の途中に位澄し、幅5～10mの狭い平坦

面である。繩文住居跡とIIJ気仙街辿が検H1された。検出された過柵のほとんどは、その下位の扇形をした緩

斜IHiで検出された。

2調査の概要

3年|Ⅱlの洲森で検出された遺柵は、｜膿穴住)古跡53桃、炉跡11雌、住居状j吐孵3棟、焼土避柵15蕪、埋般土

器遺柵3韮、石斧埋納泄柵l坐、配石避柵l韮、上坑36韮（含フラスコ形9坐)、柱穴状上坑341基である。

今年度は、集落のI呵側の沢に面した斜而で、繩文'1*代中期中葉期の捨て場が検出された。広さは約160㎡、厚

さは約1～1．8mでああ．

3ｲ|柵で出上した遡物は、＃11文|I#代i)1川末蛎から晩Njにかけての上勝を中心にﾉ<コンテナ約350箱にのぼ

る。特に中期の土器が全体の95％以上を11Tめ.石器では約2,500点以上の石雛が出土している。そのほかに土

偶、線刻石、有孔石製品、渦巻文様の彫}j込みがある石llll.催石に穿孔した浮了、アスフ7'ルト、炉の焼土

内からはイノシシ』E、イタチ、キツネ、キジ、雌及び鮭利．、蛇、雌、アイナメ、海たなど、マグロ穴子？

の焼墹．、鮫の歯などが出上している。

3まとめ

滴Ⅲ台j職跡は、出土した過物や世榊の将微から、純文時代前川M<から晩lUlにかけて築落が営まれていたこ

とがわかった。また、災落のllli側に形成された捨て場は、出土した土器から↓lJIUjil!紫期に限定され利叶』され

ていたこともわかった。調査は、集落の西端の部（約|800㎡）だけであったが、遺物の散布状況や地形か

ら、築落は平坦而全体（約5000㎡）に広がっている可能性がある。今後ざらに詳細な分析考察を進め、本

泄跡の性格・内容を明らかにしていきたい。

117



-●薊‘
朋査区周辺地形図

６
１
１

１

１
１

１

１
１

ノ

ー
、

１
１

I

O(2)化勝跡・上坑

彦-鈴， 'i､,(
拾てﾒル､

晟
一～

' 1

1 ダ
ニ一一

沢
一、

『 j
､＝

心
、
割 蕊イ

勘

薑調

１
２
１
２
３
１
５

上
恥
伽
伽
朋
冊
柵

X-119,0()0.000

X= 119,000.000

X-118,980.000

X 118,980｡OOO

X=-118,960.000

X－119,O32･OOO

X -119'{)!18,0()0

Y '16,100.000

Y=J16.080.000

Y 46,080.000

Y-'16.060･OOO

Y=46,060.000

Y 46,120.000

Y '16.12().000

0 20Ⅱ】
ロ

清田台遺跡遺構配置図

-118-



V.本報告



だいたろう

(38）台太郎遺跡第36次調査

朧岡ili向中野字向II!野37-3ほか所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面稲

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

地域振興整備公団岩手総合|淵発事務所

盛l剛南新都市計画諮鮒耶業

平成13年5月22n～6月5日

370㎡

290㎡

LE16-2296･ODT-01

ini澤正晴

盛岡市教育委員会

1‘調査に至る経過

盛岡新都市開発計画は、蝋岡市が来るべき21 1it紀に向けて、経済・文化などに刈・する各機能を兼ね剛えた

北東北の拠点都市を目術して現在の既成市街地の他に、市域の南部地域を新ili街地として開発し、両者が

有機的に結びついた軸状都心を形成するために簸定された土地区画整理事業である。

この事業は、平成2ｲI§9月に、岩手県盛岡Ili、都南村（現盛岡市）の三者が、地域振興整備公剛に対し

1:50,000盛岡・日詰遺跡位置
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て事業要請を行い、これを受けて公団は実施計仙iを作成した。平成3年12月に建設大臣と国土庁長宮から事

業の実施認可が下り、平成3年度から平成17年歴までの15年間を事業予定期IⅢとし、面積313haを対象とし

た土地区画轆理4蝶が実施されることになった。この冊、事業対象地域に係わる埋蔵文化財取り扱いについ

ても協議が重ねられ、その結果、盛岡市教育委貝会が試掘調査を行い、本潤査を必要とする範囲を確定し、

本調査は財団法人岩手県文化振興事業団の受諾事業とすることとなった。

当遺跡については、濡手県教育委員会が地域振興鞍術事業団と協識の結果、平成13年度の事業として確定

した。これを受けて平成13年4月3日にIM･団法人岩手県文化振興事業団理事長と地域振興整愉公団所長との

I剛で委託契約を締結し発掘調査を実施することになった。台太郎遺跡第36次澗査は平成13年5月22日に|州始

され、同年6月5Hに終了する。 地域振興砿傭公団岩手総合開発事務所

2．遺跡の立地

台太郎遺跡は、JR東北本線仙北町駅の南西約9㈹mに位置し、雫石川によって形成された河岸段丘上に立

地し、標高は120m前後である。調査区は第35次調査区に隣接し、ほぼ平坦な地形である。調査前の状況は住

宅地であった。

3．遺跡の基本圃序

本調査区の基本屑序は、既知の調査と同様の堆積状況を示し、以下の通りであるが、撹乱を受けているこ

とが多いため、Ⅱ 。Ⅲ聯を欠いている場合がある。

I 黒褐色士（現代緋作土)、Ⅱ褐色粘土咽（旧水旧而床土)、Ⅲ黒褐色シルト（中～下位古代過柵検lll

面）Ⅳ層褐色砂質シルト層（上位～中位古代避栂検出面)、v層褐色砂礫刷（段丘の基盤をなす層）

4．調査の概要と検出遺棡

調査区は、第35次澗森区と隣接し、第15次澗査と道路を挟み向かい合っている。集合住宅の跡地であるた

め建物の基礎や排水管が地下深く入り込み、また近年の塵芥廃棄用の穴も多数発見された。そのため、過櫛

確認面は、ひどく荒らされており検出は困難を極めたが、柱穴状土坑を4基検出した(P1～P4)。

＜柱穴状土坑＞いずれも円形を基調とする平面形で筒状に掘り込まれている。規模は、直径20～40cmの間

で深さは23～50cm前後であり，均一なものはない。また、調査区内に点礎することから建物跡とは考えにく

い。埋土はすべて単廟であり、柱根跡等は確認されなかった。Plは調森区北側の道路下に一部入り込んで

いることから､北側に向けてさらなる広がりが予想される。

5．出土遺物

今次調査では出土遺物は発見されなかった。

6・まとめ

今回の調査では、柱穴状土坑4基が検出された。これは並行して進められた第35次調査で検出された柱穴

状土坑群に続くものであり、また北側に隣接する第15次調査で判明した中世の掘立柱建物跡に関連するもの

と予想される。しかし、遺物が出土せず、後世による撹乱のため時期や性格を確認するには至らなかった。

しかし、今後周辺の澗在が進めば今次調査のような結果も、台太郎遺跡を考える上では貴璽な資料となり得

るであろう。

なお、台太郎遺跡第36次調査に関わる報告は、これをもって全てとする。
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岩手県埋蔵文化財発掘洲在略報

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財柵盗報告書

第397典

西藤正購

l1ｲ･団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

〒020-0853岩手県盛岡市下飯岡11-185 TEL (019) 638-9001

11W\2002ff3jl29U

符 名

シ リ －ズ瑞

シリーズ番号

糧 著 者 名

絹 集 機 関

所 在 地

発行 イド 月 I]

ゴー|、ふI)がな

所収遺跡名

ふりがな

所在地
北綿

｡ ' 抑

東経
0 F 〃’

調査期間 洲森而柵 調査原因
IIjll『村 遺跡番号

盛岡南新都市

IM発事業に{'ド

う緊急発掘調

査

bO伽て』↑人101】〃か‐

岩手県盛岡市
0恥令寺の ウサb合4

向中野字向中
の

野37－3ほか

度
分
秒

９
０
６

３
４
４

度
分
秒

１
８
１

４
０
４

LE16

－2296

届も 命ら 6，守3

台太郎遺跡
20010522~

20010605
()3201 290m

所収遺跡名 棚別 臘な|聯代 主なi剛I tな泄物 !|*記ﾘ噸

台太郎遺跡 染落跡 Il1llt？ 柱穴状小土坑 なし
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(39）細谷地遺跡第6次調査

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

朧IMIIIj飯岡新田2地割67ほか

地域振興整備公団岩手総合開発事務所

盛南区画整理盛岡耐新都市制･画整備事業

､|4成13年5月22u～6月5u

19()rf

190nf

LE26-02140HY-01-6

八木勝枝

盛岡市教育委員会

1 調査に至る経過

盛岡南新都市Ⅲ発刷･画は、現在の既成市街地の他に市域の南部地域を新市街地として開発し、両者がｲj機

的に締びついた軸状郁心を形成するために漿定きれた十:地区両整理事業である。、I城3年度から平成17年度

までの15年間を事業予定期間とし、面積31311aを対象とした整理事業が継続'l'である。

事業対象地域に係わる埋蔵文化財の取り扱いについては、盛岡市教育委員会が試掘調査を行い本調査の必

要範囲を確定し、水柵炎は財･'寸1法人岩手県文化振興耶雛団の受託4礫として実施している。

ボlll谷地遺跡については平成12年度に行った第4次洲従の結果から、当初の世跡1Ⅲ凶の北側に遺柵の存在が

確認され、市教育委員会との協議により本調張必要範囲が拡大されることとなった。これを受けて、盛岡市

盛南開発課委託分の5,805㎡については平成13年'i月16日～7月31日にかけて第5次調森､南西側に隣接する

郁市計画道路南仙北滝沢線とIHI巡橋飯岡線の交差点用地190㎡については､地域振興雛備公団委託分として|剛

年5月22日～6月5Rにかけてここに報告する第6次調査を実施した。

綱交の結果、過椛・泄物ともに侮少であったことから同年冬期間に雛皿を行い、』1埋蔵文化財センターの

､l"13'年度洲査略報に本#|浩として掲'|Rした｡ 地域振興盤mli公団岩手総合開発副蛎所

1:50,000盛岡・日詰遺跡位置
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2．遺跡の立地

細谷地過跡はJR東北本線仙北町駅から南西約l.5kmに位世し､雫石川右岸の河岸段丘上に位置する。今匝l

の調査区の標高は122m前後で、現況は水山である。

3．基本層序

本遺跡の基本府序は以下のとおりである。

I胴7．5YR3/3階褐色シルト 粘＃|弱締まり密表土（現代耕作土）

Ⅱ屑 lOYR2/2黒褐色シルト 粘性弱締まり疎（上面近世逝櫛検出面）

Ⅲ層 10YR2/1黒色シルト粘性やや中締まり密（灰白色火山灰粒子含む、古代遺物包含層）

Ⅳ肘 10YR3/l黒褐色シルト 粘性やや中締まり密（漸移層、上面古代～縄文遺椛検出面）

V咽褐色土（地山シルト卿) V層の下位は砂質シルト層、礫層となっている。

4．調査の概要と検出遺櫛

第6次調盗区は全域が第4次調査区より一段低い旧河道部分である。そのため遺柵密度が低く、 RI吃井

戸状過櫛が1基検州されたのみである。遡櫛検出面は､韮本土肘のⅣ層上面である。平im形は径約2.7mの円

形で、断面形は底面から検出面にかけて広がる逆台形を呈する。南側の部分は、現用水路保護のため法面と

して残した。井戸状遺構上位の側壁に沿って径約10～20cm程度の礫がまとまり、礫の崩落を止める横板と、

横板を支える木杭が4本検出された。底而には約40×25cmの礫が2点敷かれている。上下の礫は階段状に配

世される。礫は大・小ともに断面にほとんど見られず、北側に偏ることが推定される。

5．まとめ

第6次調査区の遺櫛の時期は検出面から近世と考えられ、細谷地遺跡の他調査区で確認された古代の巡栂

は認められない。

なお、細谷地遺跡第6次調査に関わる報告は、これをもって全てとする。
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(40）新井田Ⅱ遺跡第1次調査
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盛岡地方振興局-上木部

緊急地〃道路整備事業

殖要地〃道礁岡和盤線改良［＃｛

平成13年10月1日-11月1日
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発掘調査面稲

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関
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1． 調査に至る経過

新井田Ⅱ遺跡は、「主要地方盛岡和賀線緊急地方道路整備事業」の実施に伴い、その事業区域内にすること

から、発掘鯛壷を実施することになったものである。

本事業は、交通量の増大に伴い交通の安全と円滑な流れを確保するため、現状の2耶線を4車線とするも

のであり、平成5年度から事業執行中である。(H5～Hll道路改築事業、H12から緊急地方道路整備事業）

本地区は、平成12年度に岩手県教育委員会の要鮒により試掘調査をした結果、発掘澗盗が必要になったこ

とから岩手県教育委員会と盛岡地方振興局が協議を行い、発掘調売を財団法人文化振興蛎業団埋蔵文化財セ

ンターの受託事業とすることとした。 （盛岡地方振興局土木部）

2．遺跡の立地

新井田ll巡跡はJR東北本線飯岡駅より西へ約2.7km，雫石川右岸の河岸段丘上に位慨する。標高は121~

122m前後で、現況は宅地、荒地、畑地である。

3．基本土厨

I闇表土

IIMlOYR2/2黒褐色シルト 粘性なし締まり密（縄文前期、弥生、土師器出土）

Ⅲ層 10YR3/4暗褐色シルト粘性弱締まり密（縄文土器出土）

Ⅳ屑 lOYR4/6褐色シルト粘性弱締まり密（地lllローム）

4．畑査の概要と検出遺構

数箇所に試掘トレンチを入れ、各地点の遺物出土状況や土壌の府序を確認しながら爪機による表土除去を

行い、検出作業を行った。その結果、土坑1埜、柱穴状ピット21基を検出した。

<RDO1土坑>WB2b区で検出した。規模は開口部径l.23×l.21m、底部径60×59cm、深さ20cmであ

る。平面形は円形である。埋土は崩落した地山を含む。磁器の極小破片と硯の破片が出土した。出土遺物か

ら時期は近代のものと推測される。

＜柱穴状ピット＞調査区南側から3基(ppl～3)、北側から18*(pp4～21)、肘21鵜検出した。開口部

径は、 6～44cm、深さ6～82cmを測る。埋土は、粘性や締まりに多少遮いはあるが、いずれも単層の黒色シ

ルトである。ppllとppl4からは、塵減した縄文が施された小破片が出土している。

5．出土遺物

繩文前期から弥生中期に至る土器が、小コンテナでl箱ほど出土した。すべてⅡ脳からの出土で、 4の篭

は変形工字文が変異した弥生中期前葉の流水文である。石器はn吋中位から出土した。10は磨製石斧であ

る。11の石錐は剥離調整が粗い。遺構外から陶磁器が出土している。12は染付の蓋で、見込みは火炎文であ

る。13は瀬戸産の碗である。

6．まとめ

遺物集中区からは、弥生中期の土器をはじめとし縄文土器（前期）・石錐・石核・陶磁器なども出土した。

この地域は自然地形の落ち込み部分にあたり、遺物は流れ込んだものと推測される。また、弥生時代の遺物

が出土したことから、周辺に何時期の集落が存在したことを裏付けるものでもある。

なお、新井田Ⅱ遺跡第1次調査に関する報告は、これをもって全てとする。
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ゆご

(41)遊子Ⅱ遺跡

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面識

調査終了面積

遺跡番号・略号

鯛査担当者

協力機関

花巻市西宮野目2榊地51-2ほか

花巻地方振興局士木部

一般県道東和花巻温泉線

平成l3年4月9日～5jj7H

l,700rTf

l,7叩㎡

MEl5-1368･YG-()l

千蕊正彦・菊池賢

花巻市教育委員会 遺跡位置 1:50,000花巻

1．調査に至る経過

遊子1l通跡は、一般県道東和花巻温泉線西宮野目地区通路改築工事の施工に伴って、その斗喋区域内に存

することから発掘調査が実施されることとなった。本珊業は交通縦の期川Iに伴う交通の安全とIIj淵な流れを

確保するために平成9年度より執行中である。本地区については平成12年度に試掘調査を実施した結果、事

業施行に先立って発掘調在が必要となることが判明した。そこで岩手県教育委員会と花巻地方振興局とが協

畿を行い、当遮跡の発捌澗査を財団法人岩手県文化振興ﾘ雌団埋蔵文化財センターの受託事業とすることと

した。 （花巻地方振興局土木部）

2．遺跡の立地

遊子Ⅱ遺跡は、花巻巾北西部の宮野目地区に所在する。jil跡はJR花巻駅の北約3km、北上川支流の瀬川

左岸に形成された河岸段丘伽に救っている。調査区付近の標尚は海抜88～89mで、現況は水川である。

3．基本土層

調在区の土層は調査区の地点により械相が異なり、南端では表土直下で粘土質士層、北端では褐灰色砂礫

崎となる。一方、中央付近では地山が藩ち込んで凹地状となり、一部に肌色～照褐色の泥炭肘、その直下に

グライ化粘土府・砂屑が存在している。この落ち込み部分は沢跡ないしは低湿地跡と思われる。遺櫛は地山

がやや高い南北両端部分でのみ検出されている。以上を踏まえて、次のような暦序を設定した。

Ia肘水田耕作土・床土殿大岡厚40cm -ド部に破化鋏集柵墹

lbW lOYR2/l黒色粘土質シルト 股大層llf35cm小礫が1%程度況入水成堆硫層

Ⅱ崎 10YR6/4にぶい黄褐色粘土質土層厚不明南側遺櫛検出面調査区中央ではグライ化

Ⅲ聯 10YR6/2灰黄褐色砂礫土舸厚不明北側遡柵検出面綱盗区中央付近ではグライ化

伏流水の影卿なのか、部分的（3号炉跡ﾙﾘ辺など）には全く締まりがない

4．調査の概要と検出遺棡

検出されたのは、炉跡2基、土坑4基、掘立柱建物跡1棟、柱穴群、配石遺柵1基である（第1図)。

＜炉跡＞ 1号炉跡（第1 ．5図） 調査区北蝋付近9VグリッドⅡ府面で検出した。土器埋投部と前庭部か

らなる「複式炉」であるが、土器埋設部と前庭部とがやや離れ気味である。土器埋設部には深鉢形土器が据
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えられ、周辺には径50×45cmほどの梢円形状に焼土（最大噛厚5cm)が広がる。前庭部は浅い皿状の掘り込

みである。削平により壁が消失した竪穴住居跡である可能性が高い。炉埋土から縄文土器片および石器が出

土した。 1は炉に埋設されていた深鉢、 2は前庭部から趾|:した深鉢胴部片であるが、いずれも脆弱化して

表面剥落が著しく詳細不明である。3は埋土から出土した無茎の石鍼である。炉の形態から見て、所属時期

は縄文時代中期後葉と推測される。

2号炉跡（第l ･5IXI) 調査区北部lOUグリッドⅢ刷面で検出した。礫を円形に配しており、石で囲まれ

た内から蝋き詰めたような状態で土器片が出土している。焼土は確認されていないが、川土土器片が何れも

被熱により脆弱化しており、「土器片敷炉」であった可能性が考えられる。2号炉跡と同様、竪穴住居に付随

する炉だった可能性が高い。炉内および周辺から縄文土器片および石器が出土している。4～7は粗製深鉢

片､8は無茎石錐である。出土遺物から繩文時代に属すると推測されるが、典体の時期は不明である。

＜土坑＞ 1号土坑（第2図) 18LグリッドⅢ層面で検出した。平面形は1.lm×95cmの梢円形を呈する。

壁はやや外傾し台形状の断面形で、深さは約25cmである。埋士には多湿の焼士ブロック・炭化物粒が混入し

ている。遺物は出土していない。時期判断の資料を欠いており時期不明である。

2号土坑(第2図) 18MグリッドⅢ咽面で検出した。平面形は70×55cInの梢III形､断miは皿状で深さ約l5

cmである。埋土には1号土坑と同じく、焼土ブロック・炭化物粒が混入している。遺物は出土していない。

時期不明である。

3号土坑（第2 ．5IN) 12Wグリッドで検出した。平而形は長さ3.4m･幅70cmの櫛状である。埋土は単

層である。縄文土器片9および凹石10が出土しており、縄文時代に属するものと考えられる。

4号土坑（第2．5図) 11Wグリッドで検出した。平而形は不整であるが、やや弧を描く櫛状である。倒

木痕の可能性もある。畏さ2.9m・蝿50cmである。埋土は凧色土の単届である。繩文土器片11.12および凹石

13がlll土した。出土遺物から縄文時代に属するものと考えられる。

＜その他の遺構＞ 1号建物跡（第3．5凶） 調査区北部のⅢ層面で検出した柱穴群である。うち7基(P

l～7）については面線的配列であることから「建物跡」としたが、不硴爽である。東西方向に並ぶP2 ･

P5～7については柱浪跡が同一直線上にあるが、南北ﾉj向のPl～4では軸線がずれている。その他の周

辺に分布するものを含めて建物を榊成するものと思われるが､全体の配列を把握できなかった。径30～45cm、

深さ5～30cmで、 Plを除いて柱痕跡が確認された。P8の埋土から、陶磁器片2点(14･15) と寛永通寶

16が出|:している。近lll:に属するものと考えられる。

1号柱穴群（第2 ．5凶） 調査区北部のⅢ層面に散在する小径の柱穴群(P1～7)である。径15～25

cm、深さは13～43cmである。P3の埋土から縄文土器17が出土しているのみで、時期不明である。

2号柱穴群（第4図） 調企区南部Ⅱ墹面で検出した柱穴群(P51～73)である。径20～60cmの円形進洲

で、深さは17～64cmと比較的深いものもある。遺物はIIIrlLておらず、所腿時期は不明である。

1号配石遺構(第4図） 調査区北東側13WグリッドのⅢ層面で検出した。検出時点では住塒の炉と思われ

たが、椚盗の結果、炉ではなかった。約55cm四方の方形、深さ約lOCmの掘り込みの四辺に板材を組み、その

止に礫を隅丸方形状に帷べている。遮物は出土していない。時期・用途ともに不明である。

4．出土遺物

土器類、石器、石製品が中コンテナl箱分出土している（第5．6図)。遺櫛に伴うものは少逓で、多くは

表土(IaW)および泥炭層(IbM)からの遺物で原位慨を保っていないものである。土器類は縄文土器、

須恵器、陶磁器が州土した。縄文土器は小破片が多く時期を特定できないが、中期後半頃ではないかと恩わ
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れる･遺櫛外で18～22が出土しており、いずれも粗製深鉢である。時期を特定できないものの、 1号炉跡と

時期差がないとすれば中期後葉頃の資料と思われる。また、中世の中国産青磁片23が出土しているが、表採

資料であり遺柵との関係は不明である。なお、褐戦していないが表採で弧忠器片が11l土している。一方、石

器は24～27の削掻器、石製品は28．29の砥石が出土している。個々の詳細は、巡物観察表に記した。

5．まとめ

澗査の結果、縄文時代・近世の遺柵・遺物が少簸ながらも検出された。縄文時代では、炉跡・土坑が検出

された。炉跡は本来は住居に付随するものだった可能性が高く、調査区が該期集落の一部だったと推測され

る。古代の遺構は確認されず須恵器片が数点出土したのみであり、遺物散布地の域を出ない。また、近世に

おいては掘立柱建物が存在し、築落の一部をなしていた可能性がある。調査区の大部分は小河川跡ないしは

低湿地跡であり、各時代ともに遺跡の主体部分はより高位の段丘間に腱閲しているものと考えられる。

なお、遊子Ⅱ遺跡に関わる報告は、これをもって全てとする。

報
生
ロ 書抄録
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ふ り が な いわてけんまいぞうぷんかざいはつくつちようさりやくほう

普 名 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

シ リ 一ズ名 岩手県文化振興4燦団埋蔵文化財調査報告脊

シ リーズ番号 第397集

絹 著 者 名 千葉正彦・菊池問

細 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業側埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853岩手県盛岡市下飯岡11-185 TEL (()19)638-9m1

発行年月 日 西暦2002年3月29日
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2号土坑

A
岸

B1号土坑

1．IOYR6/1褐灰色銑l:R:l: 粘性独締まI)あり水田勝作土

2．lOYR3／4暗偶色シルト 粘性恥締まりあり含プロ･ソク状焼土40％

3．10YR4/2服柵色シルト 粘性澗締まりあり含炭化物粒微域

4．lOYR3／1曲褐色柚I:RI:粘性やや強締まりあり地111土である

5.IOYR4/2灰酋褐色シルト 粘性やや㈹締まりあり含焼土ブロック5％

6．lOYR4／2灰貿褐色シルト 粘性やや胴締まりあり合焼土ブロック5％微量炭化物粒

7.10YR4/3にぷい貿偶色シルト 粘性やや恥締まりあり含褐灰色の灰3％

8. 5YR3/4-3/6舗赤褐世壇土帖性弱締まりあり

9．7．5YR1.7／1肌色シルトと5YR3／6安赤褐色ブロック状焼土の混土粘性弱締まりあり

含炭化物粒微量

10． 5YR4／3にぷい赤間色焼土帖性恥的まりあり

11. 10YR5/6閃榔色粘土質土(地山土)とlOYR4/2灰阿褐色シルトの混土粘性やや弱
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地山砂としり質

3．lOYR2／】郷色シルト粘性ややあり締まりややあり

4．lOYR6／6暗闘褐色砂貿シルト 粘性ややあり緯まりややあり

禽瓜色シルト微景

4号土坑

1.10YR2/2肌褐色シルト 帖性ややあり総まりややあl）

禽地山砂5兜

第2図遊子Ⅱ遺跡1～4号土坑・ 1号柱穴群
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第6図遊子Ⅱ遺跡出土遺物2
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砧サ
駅鍬

勝り
出土地点 層位 淵仙 部位 文嫌・脇(体 偏苛

1 I 1号炉 炉内埋没 縄文槻鉢 脱卜‘半～座部 LR綴

2 2 1号炉・前庭部 埋土 縄文槻鉢 閥部 RL縦？ 摩滅。酸化鉄付肴。

‘1 3 2号炉 埋士 縄文深鉢 康郎 嘩減。底而ナデ？。

５ 5 2号炉 蝿士 縄文深鉢 明部 不明 摩滅。

6 15 2サ炉開園 地1l1imk 縄文澱鉢 n緑協 RL縦

７ 4 2号炉 蝿士 縄文澱鉢 明郎 叩柏R

9 6 3号上坑 理士 縄文深鉢 底部 底面ナデ。

1 ７ 4号土坑 埋土 縄文深鉢 底郁 唾血ナデ。

2 8 4号士坑 埋土 阿文深鉢 11緑部 RL嬢

７ 1 】号柱穴群・P3 埋士 縄文深鉢 胴郎 LR罐 スス媒の付着物。

8 ） 調査Ⅸ東・勝込部 泥炭層 蝿文深鉢 庇部 不明 小形．庇面ナデ．鹸化鉄付君。

9 0 閥食I4X･藩込郁 泥炭層 側文湶鉢 IMM LRM

鋤 6 調堂K北半 地山戒上 縄文派鉢 MMM RL鯉？ 摩践。スス棚の付肴物。

21 ２ 調丑区東・落込部 泥炭層 縄文深鉢 朋祁 RLR綴 22と同一個体？酸化飲付蒲。

鍵 3 調査区東・落込部 泥炭層 縄文漁鉢 朋祁 RLR碇 21と同一個体？敞化鉄付篇。

密\.
磯録

岱鼎.
出土地点 胴位 鮒仙 部位 伽妙

14 18 1号処物・P8 迎土 陶磁冊皿 底部 寛永通賓と典伴〈近肚)。

15 19 1号建物‘P8 埋土 陶磁器轍 吋郎 竃永迩宙と共{､ド（近世)。

23 ｰ 調査区北繭隅 我土層 青磁碗 1 1緑部 中にIE(14世紀後半～15世紀)。

勝号
騒録

勝号
lll-t地 層位 話値

!&さ

く函）

帆

(c団〉

厚き

(cﾛ）
而材

3 25 l\･炉 理上 fi鰹 2.2 1．5 0．4 珪質閲沿（奥羽1llm)

8 21 2\･炉 埋土 鰹 2.5
、
〆
》 0 9 面君 奥羽1l 腺〉

10 型 3号土坑 埋士 凹石 8.9 7.9 4
【
』 石英3 山岩 奥羽山賊）

13 詞 4号土坑 埋土 門伍 ７ 6 5.8 4 2 石英Z 111a 奥羽1IIM)

21 妬 岡壷Ⅸ北半部 盛土層 則掻罫 5 8 3 1
Ｐ
勅 閲岩 奥羽11 服）

25 27 不明 排土 削掻瀞 6 ‘I 3．7
ワ
』 閲溝 奥羽11 職）

泌 秘 閥葹IX北墹 淡土増 削掻鰐 5
釦
〃
■ 5.2 1.9 質岩 奥刈山腿）

27 鱒 間壷IX北矧 表土層 削掻器 5 5 4.3 0．9 赤色間岩〈奥羽IIIM)

錫 21 不明 排土 翫石 8 ２ 6.6 3．1 流紋岩（奥羽111脈）

鱒 釦 詞査区南半部 友土層 磯石 10．6 5.2 3．1 流紋岩（奥羽1IIM)

冊サ
職鍬

冊サ
IIM1地点 層位 罷仙 愉考

16 17 1号地物・P8 塊土 寛永通寅 いわゆる「古寛永｣。



…

…

14

22

ワ‘R
ｰB〃

I
戸
か
９
５

写真図版遊子Ⅱ遺跡出土遺物

-146-



ひらしみずたてあと

(42）平清水館跡

遠野市小友IIIJ字第22地削67Wflほか

遠野地方振興局林務部

林業地域総合撚術り蝶

平成13年4}l1011～5月24H

1.186If

1.186㎡

MF83-0053HSMT-01

丸山浩治・川又沓

遠野市教育委員会

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘鯛査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

1．調査に至る経過

平清水館跡は、平成13年膜普通林道草倉級|＃l股馴業の施行に伴い、その路線内に位世することから、発掘

澗侮を実施することになったものである。

1:50,000人首遺跡位置

-1417-



普通林道草倉線は、遠野市小友町鮎貝地内の県道小友･米里線を基点とし、小友町藤沢に至る、延長ll,Om

、幡員4mの普通林道である。この林道は、沿線の森林603ヘクタールの林業基盤整備を目的とし、平成1年

皮に諦手、平成l5年度の完了を目指して施行中のものである。

蛎業施行に係る埋蔵文化財の取り扱いについては、平成lO"ll月26日付け遠地林第1146号により遠野地方

振興局から岩手県教育委員会に対し分布調査を依頼し、平成10年12月9日付け教文第979号の回答をもって、

工事区域内に「平滑水館跡」がふくまれることが確誕されたことにはじまる。

この分布調査結果に基づき、遠野地方振興局では、県教育委貝会に対し、平成ll年ll月12日付け遠地林第

1192号で試掘調査を依頼した。依頼を受けた県教育委員会では、平成ll年12月15～17日に試掘調査を実施し

た結果、発掘調査の必要が判明し、平成ll年12月21日付け教文第946号でその旨回答があったものである。

（遠野地方振興局林務部）

2．遺跡の立地

平消水館跡は、JR釜石線鱒沢駅の南東約7.5km付近に位泄し、丸森山から続く丘陵の縁辺部東向き斜面地

に立地している。澗査区の標高は約408～418mで、現況はlll林である。

3．基本層序

lll林であることから木根による撹乱が非常に多い。また、急斜面地が多いため堆積は薄く、大半が二次堆

祇である。本遺跡では概ね次のような薙本層序が確認された。

IW7.5YR2/2黒褐色シルト 粘性弱・締まり弱表土

Ⅱ層 10YR3/3暗褐色シルト 粘性弱・締まり弱

Ⅲ層7．5YR3/3暗褐色シルト 粘性中・締まり弱 3cm以下の亜角礫2%混入

Ⅳ屑 5YR5/8明赤褐色粘土質シルト 粘性中・締まり中 5cm以下の角礫10%汎入

Ⅳ届以下には角礫が多量に混入し、基本的に下層になるほど多拡・大形となる。遺櫛はⅡ層以下から検出

され、その構築土及び覆土は各屑土が混在し礫の大きさも様々である。

4．鯛査の概要

先ず遺跡周辺地形の観察・踏査を行い、曲輪2箇所、堀1条の存在を確認。現況地形を記録するため光波

トランシットを使用した20cm間隔の地形測量図作成を行った。その後、地形傾斜に対して順方向の幅lmの

トレンチを調査区を横断するように8本設定し、土層の堆積状況把掘を行った。これにより土塁2箇所を検

出している。各トレンチ梢丑の結果、第5トレンチ以南は過柵表面までの履土除去を行うこととし、悩土除

去後各遺構平面形の把握と写典搬影、実測を適時進めた。この際、曲輪・土塁の盛り土遺櫛に関しては、盛

り土厚及び旧地表面確認のためトレンチをさらに掘り下げ、断面による確認調査を行っている。各遺櫛輔査

終了後、本遺跡構築時の地形を記録するため20cm間隔の地形測品図作成を再度行った。なお、第4トレンチ

以北は傾斜が約30度前後ときつく、股初に行った踏査でも、トレンチ測査によっても遺櫛が確遡されなかっ

たことから各トレンチの断面実測のみを行い、調査終了とした。

グリッド設定は第2 ．3図の通りである。地形・遺榊を考慮した結果、平面直角座標第X系を用いるのが

適当と判断し、これに合わせる形を取った。lグリッド5×5mで、韮点は北西である。

5．検出遺構

検出された遺構は、曲輪跡2箇所、堀跡1条、土塁跡2筒所である。下記の数値は全て現存値である。

＜曲績跡＞本遺跡の曲輪跡は鯛査区東西にさらに数段ずつ存在するものと推定され、実際に西側には2箇

所を確認した。このため本鋼査区の2箇所は館全体の中段付近にあたるものと思われる。 i～1－9グリッ
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ド付近のものを1号曲輪､その斜面下方7mにあたるi～、－9～12グリッド付近のものを2号曲輪とした。

2号曲輪は下半部が調査区外にあたり、上半部のみの調査である。1号曲輪の規模は長軸14.5m、短軸3m

以上で、三日月状を呈する。盛り土で普禰されており、その残存職I単部は43cmである。2号曲輪の規模は長

軸28.5m、短軸7m以上で、半月状を呈する。本館跡内で最も腹いⅢ輪と考えられる。普謂方法は測査区外

に及ぶため不明。中央部で礎石状の扁平礫(股大約60cm)が7点確認されたが､現地表面での確認である上、

木根による撹乱がひどく、その性格は不明である。柱穴等も確認されなかった。

＜堀跡>n～0－6グリッド以東で確棚され、東西方向に延びる蝦棚状を呈する。検出した長さは30m強

であるが、堀自体はさらに斜面下方へ続き、途中北方向へ折れて2号曲輪を巻くように調査区外へ続く。遺

構はⅢ層以下を掘り込んで櫛築されており､底而は箱堀状を呈する。2号土累までの実効法高は股大仙で4.4

m、法面角度58・前後、実効堀幅は5～6.8m程度、堀底面幅はl.7m前後である。

＜土塁跡＞ 2号曲轄南側外縁部のn-10グリッド以東で1号土塁を、 1号堀南側外縁部のo－8グリッド

以東で2号土塁を検出した。両者とも東側調査区外へ続く。1号士塁は残存状態が非常に悪く､棚は最大1.6

mを測るのみで上部は残存しない。2号土塁は些底柵2.1m前後、上帆約l.1m，1号堀からの垂腫累壁商は

60cm前後を測る。両者とも1号堀の掘削土で旧表土上に櫛築した敲き土塁である。

6．出土遺物

小コンテナl箱分の土器と礫石器、銭街9枚、礎石状礫が出土している。出土地点は銭貨1点のみ1号堀

付近、それ以外は全て2号ⅢI絵付近である。迩柵時期と同期の可能性があるものは熟祐通寶1枚と礎石のみ

であるが、両者とも現地表面上あるいはI屑出土のため原位世を留めておらず、当該期の遺物と明確に判断

できるものは皆無である。

＜土器＞弥生時代後期頃の土器がlll土している。全てI層（表土）からの川士で、斜面_l:方からの流れ込

みあるいは館櫛築時の撹乱によるものと思われる。小破片ばかりで詳細が不明なものが多い。

＜石器＞全て礫石器で、4点出土している。この他に礎石状の礫が十数点州土しており、 1点のみ図示し

た。明確な使用痕を有するものはなく、微弱な暇痕や敵打痕が観察きれるのみである。

＜銭貨＞初鋳年代1056年の北宋銭である嘉祐通寶が1点出土している。他6点が寛永通寶で、 1点はいわ

ゆる古寛永、 3点は新寛永で、 2点は不明。この他は摩滅や破損が著しく、判別不能である。

7．まとめ

今回の調査で明らかになった避櫛は上述の通りである。このうち、堀跡の斜面上方には平滑水氏が祀った

とされる稲荷神社の祠があり、館廃絶後、堀はこの祠への参道として使用されたものと考えられる。出土し

た銭貨もこの祠に関述するものである可能性が高い。なお、館範囲は調査区の上下に続いており、今回はご

く一部の調査であるため館の全容は明らかではない。

文献によれば、平消水館は阿曾沼氏家臣であった平澗水氏の居城とされている。初代平左衛門は阿曾沼孫

次郎広郷及び孫三郎広長に仕え、知行600石であった。平清水の名前が股も多く登場するのは慶長5年(1600

年冬）の阿曾沼孫三郎広長追放の前後である。これは平左衛門の嫡子平右術門駿河（当時侍大将）の時で、

鱒沢左馬之助広勝、上野右近広吉と共に主君広長を追放した主要人物の一人とぎれている。特に樺坂峠の戦

いで活躍し､南部氏から請功行賞として1,M石に加増され遠野城代､江戸南部屋敷詰めの家老となったが､そ

の後大阪夏の陣後に罪あって切腹し絶家になっている。正確な築城年代及び存続期間は不明であるが、以上

のことから16世紀中頃～17世紀初め頃までは存続していたものと推定される。

なお、平消水館跡にI卿わる報告は、これをもって全てとする。
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1．調査に至る経過

林崎I遺跡は、「ほ場整術事業（担い手育成区画整理型）猫川左岸地区」の施行に伴って、その事業区域に

位慨することから発掘調査することとなったものである。

当事業は､遠野市上郷町地内の受益面積91haの地区で､水田は昭和30年代に一部lOa区画に整理きれたが、

区画状況が小さく農道の幅員も狭い状況であった。

また、小ﾉⅡ水路は土水路で棡水し、用水不足を補うために小排水路は用排兼用で浅く、排水不良となって

湿旧化しているなど、営農の機械化、耕地の汎用化、さらには農地の流動化、生活環境の向上など、高生産

性農業を阻害していた。

これらの阻桝要因を除去し、効率的で安定的な繰営体に農地を築硝し、高生産性腱業の確立を図り、併せ

て農村環境水雌の向上に資するために、大区画ほ賜整伽を実施するものとして、平成10年皮新規採択された

地区であり、平成13年度で4年目である。

当事業の施行に係る埋蔵文化財の取り扱いについては、遠野地方振興局遠野農村整備事務所から平成ll年

3j19u付け遠腿整鋪539号「県営ほ腸整側事業実施に伴う避跡分布糊森について（依蛾)」の文章によって

岩手県教育委員会に対して分布澗査の依執をしたのが最初である。

依頼を受けた岩手県教育委貝会では､平成ll年5月17日～19･24日調査を実施したが､その結果は平成ll年

6月8日付け教文第261号「県営ほ場整備事業実施に伴う遺跡分布調査について（回答)」で遠野地方振興局

遠野農村諮附事務所へ回符し、その際工聯施l:範囲内が林崎I遺跡の範囲内であることが付記された。

回答を受けた遠野地方振興局遠野農村整備事務所では､林崎I巡跡を平成12年ll月l4H付け遠農整第616号

「ほ場整伽事業（担い手育成区画整理型）猫川左岸地区における埋蔵文化財の試掘調査について（依頼)」の

文章によって岩手県教育委員会に対して、試掘澗森を依頼した。

依頼を受けた岩手県教育委貝会では、平成12年ll月20日･21Hに試掘調査を実施したが、その結果は平成

12年11ﾉ124日付け教文第9953･「ほ場整備事業（担い手育成区画雛理型）猫川左岸地区における埋蔵文化財.の

試掘調査について（回答)」で遠野地方振興局遠野農村整備事務所へ回答し、その際林崎I遺跡の発掘調査が

必要である旨が付記された。 （遠野地方振興局遠野農村整傭事務所）

2．遺跡の立地

林崎I遺跡は、 JR釜石線岩手上郷駅の南東約lkmに位置し、洲査区の北側を西流する猫川の左岸に形成

された刷状地状地形内に立地する。遺跡の標高は約375～377mで、澗査開始前は水田及び畑地であった。

3．基本土層

本遺跡の韮本土層は次の4聯に大別される。

IW lOYR3/2瓢褐色上粘性弱・締まり密現表土圃厚15～20cm

Ⅱ照 10YR2/l黒色土粘性やや強・締まり中層厚12～20cm

mmloYR4/3にぶい黄褐色土粘性やや強・締まり中に10YR5/6黄褐色土粘性中・締まり疎がブ

ロック状に混合している屑厚12～15cm

Ⅳ層 lOYR5/6戯褐色土粘性｢I!･締まり密地山墹厚不明

4．調査の概要と検出遺構

調査は昨年度岩手県教育委員会生涯学習文化課が行った試掘調在の結果をもとに、試掘トレンチの位慨の

確認、掘り下げ、土舸及び避物の出土状況の確遡、表土掘削、過柵検冊、輔査という順で行った。潤査を行

う上で使寛上捌査区内の道路を挟んで北側を綱査IX北、南側を捌在区南と呼称した。
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試掘データーで住居と思われたものは、調恋の紬果自然による落ち込みで遺構にならなかった。

また、調査区南の調査は、北側とIEI様に試掘データーで確認された土坑の検IHを行ったが、検出すること

ができなかった。澗在を進めていく段階で、試抑|トレンチを入れた場所が調査Ⅸ内に含まれていないことに

気付き、遠野地方振興局遠野農村整備耶務所・県牧委生涯学判文化郷との協搬の上、調査区を拡張した。調

査の便宜上、調査区南側で初めの部分を調森区南①、拡張した部分を調査区南②とした。

検IIIされた通徽は、士坑3錐、柱穴状士坑2韮、焼士避櫛l韮、櫛跡1条である。

＜土坑> 1号土坑は、網査区南7D3aグリッドⅢ府上而で検出きれた。。'杣i形は不整な円形、断面形は

すり鉢状を呈している。長軸は約50cm，深さ25cmを測る。遺物が出土していないため、時期詳細については

不明である。

2号土坑は、調査区北1E5eグリッドに位慨し、調査区の陥際Ⅳ畷|話而で検出された。一部が調査区外

に延びるため、遺撫の規模の全容および形状は不明であるが、検出された部分は径155× (55) cm、深さ約30

cmである。遺物が出土していないため、時期詳細については不明である。

3号土坑は、潤在区南6F3bグリッドⅣ畷1面で検州された。生涯学習文化課の試掘で一部削平されて

おI)、遺櫛の規模の全容及び形状は不明であるが、検出された部分は篠76× (47) cm、深さ30cmである。遺

物が出土していないため、時期詳細については不明である。

＜柱穴状土坑＞ 2基検出された。 PPlは澗盃区北2Eldグリッドに位置し、Ⅳ屑上面で検出きれた。

平面形は円形を呈し、径は25×25cm、深きlOcmを測る。 PP2は調斉区南6F3aグリッドⅢ層上面で検出

された。平面形は梢円形を呈し、篠は55×45cm、深さ40cmを測る。いずれからも遺物が出土していないため、

時期詳細については不明である。また、桃痕も確認されなかった。

＜焼土遺棡＞調査区南7D2bグリッドⅡ瑚1面で検出された。l.2m×90cmの範囲で不整な広がりを持

ち、焼土の厚さは耀大で5cmである。焼成はやや良好で、現地性焼土と思われる。遺物が出土していないた

め、時期詳細については不明である。

＜溝跡> l号西側櫛は、澗森区南6Dグリッドlll牌上miで検出された｡ 1号西側櫛は南東一北西方向に延

び、長さ約7.3m、上鵬43～55cm、‐ド幅20～43cm、深き約lOcmを測る。巡物が出土していないため、時期詳細

については不明である。また、土廟観察用のベルトを挟んで東側にある1号東側溝も、配置から1号西側溝

と同じものであると考えられる。

5．出土遇物

出土した遺物は、全て遺櫛外からで土器片20数点、陶磁器片10数点、剥片石器1点、鉄製品1点である。

土器片は、大部分が縄文時代早期のものと思われる。陶磁器片は表土掘削時に出土したもので、近現代に属

す。この他に太刀と思われる鉄製肘,が4C･4Dグリッドの落ち込み部分で1点lll土している。時期につい

ては不明である。

6．まとめ

今回の調在では、検出された適柵および出土した遭物が少なく、遺跡全体の性格を明らかにすることはで

きなかった。今後、周辺地域の澗壷が進むことによって巡跡の余群が明らかになると思われる。

なお、林崎I遺跡にIMIする報告は、これをもって全てとする。
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くろいわしゆく

(44）黒岩宿遺跡

北上市黒岩27地割64緋地ほか

北上地方振興局士木部

･iﾐ要地方道花巻北l:線

緊急地方道路盤側事梁

平成13年7月6日～10月1日

4,681ITf

4.681nf

ME56-1388･KIS-()1

小松則也菊池貴広

北上'li戦が委目会

所
委
事

在
託
業

地
者
名

発掘調査機関

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

遺跡位置 1:50.000北上

1 ．調査に至る経過

黒岩宿遺跡は、「主要地方花巻北上線緊急地方道路整備事業」の実施に伴い，その事業区内に在することか

ら、発捌澗盗を実施す-ることになったものである。

本11業は、主典地方道花巻北上線鼎岩地区において、平成10年庇より導入されているIII1Ij吻雅側事難の創股

換地により、計血道路復員（歩道付2"線道路）を確保するものである。当路線は、花巻・北上を結ぶ璽要

な道路でありながら、当凶ﾊlは幅貝峡小かつ、歩道が未殻憤であり、北上川の高水位により道路が冠水する

箇所でもある。このため、道陥改良による泄水解消、歩通雛州による歩行料の安全確保を目的とし、．'城11

年度より執行中である。
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本地区は、岩手県教育委員会が既に蝶岩宿として確認しているため、岩手県教育委員会は、北上地方振興

局と協議を行い、発掘調査を財団法人岩手県文化振興4喋団埋蔵文化財センターの受託事業とすることとし

た。 （北上地方振興局土木部）

2．遺跡の立地

黒岩宿遺跡は、JR東北本線北上駅より東北東に約3.6kmに位慨し、北上川左岸の自然堤防上に立地してい

る。調査区全域は、河川の投食運搬により形成された砂質士で概ね頂われる。標高は56～58m前後で、現状

はIH水、及び畑地である。周辺には縄文集滞跡の八天遺跡（県指定)、中1雌の三坊木遺跡、平安時代の立花館

遺跡等や和賀氏、藤原氏に係わる「白山廃寺｣、「千曳城」などがある。

3． 基本土層

北上川の氾濫および水田造成時のWII平や撹乱を受けている簡所が多いが、概ね次のような無本土届を示し

ている。

I層2.5YR5/3髄褐色シルト 緋作土

Ⅱ屑7.5YR4/3褐色シルト 粘性弱締まl)密（陶磁器が少数出土）

Ⅲ層 lOYR3/4蹄褐色シルト 粘性弱締まり密（土師器の小破片出土、畝Ⅲj状遺櫛検出）

Ⅳ層 lOYR4/3にぶい黄褐色シルト 粘性弱締まり密（縄文の遺物が少数出土）

VW lOYR4/2灰褐色シルト 粘性中締まり密

4．調査の概要と検出遺棡

試掘トレンチを入れ、各地点の遺物出土状況や土壌の瞬序を確認しながら政機による表土除去を行い、検

出作業を行った。その結果、土坑13雌、柱穴状ビット14蕪、櫛跡2条、畝間状遺櫛約4"㎡を検出した。

＜土坑＞検出された遺柵13坐である。過柵瀦には、検出した順稀に称号を付した。nF区からⅡG区にお

いて7基(1号・2号・3号・4号･ 5号・ 6号･ 7号）検出、 IB区において3基(8号･ 9号･ 10号）

検出、ⅡC区において24(ll号・12号）検出、ⅡB区においてl*(13号）を検出した。このうち，形状

から陥し穴状過柵と思われるものは5鵬である (1号･6･号･ 7号･ 11･’･ ･ 13号)。他の遺柳は、府|4な柿円

形または円形である。3 ．9号土坑埋土からは、炭化材.を検lllした。 9 ･ 10号土坑埋土からは、十和田a降

下火lll灰を少量検出した13号土坑底部から小ビットを2韮検出している｡ll号土坑埋土下位からは､縄文晩期

の土器が出土したことから11号土坑は同時期のものと推測される。

＜畝間状遺柵＞ ⅡH区からⅡJ区のIHI、澗森区のほぼ中央に位世する。検出面は、Ⅲ層暗褐色シルトに対

し褐色の砂質土が櫛状のプランとして東11W方向に辿続して確認された｡規模は約400㎡である。河川の氾濫に

よる削平や改変の影郷から、畝の頂部が削平され残存状況は不良である。調査区境界内における畝の長さは

60cm～6.8mを測る。畝帆は60～90cm､柵‘M20～30cm､深さは植物3～8cmを測る。いずれも断im形は皿型を

呈している。なお、イネ属やオオムギ族に巾米する植物珪酸体が分析の結果確認されている。

＜柱穴状ピット＞調森区北側から6基、ⅡE2eグリット付近から8基、計14基の柱穴状小ピットを堅守

るした。l;M口部径16～35cm、深さ12～42cmを測る。塊土場所によって、H聯褐色シルト ．にぶい褐色シルト ・

灰褐色シルトに分かれるが、いずれも単晒である。詳細については不明である

く溝跡＞調査区北側より東西に走る櫛2条を検出した。規模は1号櫛長さ5.05m×30cm､2号溝1.3m×32

cm、深さl～7cmを測る。埋土はにぶい蘭褐色シルトを含むl･和HIa降下火III灰である。明確な掘り方は認

められず、雨裂櫛に火lll灰が流れ込んだ可能性もある。

＜1号炭化材>nE3e区で検出した。55×35cmのほぼ畏方形を呈している。厚さはlOcmを測る。焼土が
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認められず、遊木が自然に炭化したものと思われる。樹秘はクリ材である。

5．出土遺物

く土器＞全体で、小コンテナ弱出土した。Ⅳ層から、縄文時代の兜・鉢が出土した。ll号土坑からは、同

一固体となる縄文土器が出土した。畷滅が著しく明確な原体を確腿することができなかたため、時期の特定

には至らなかった。ⅡCld区、闇から出土した浅鉢の土器片は、内外而の調整や文様からして縄文晩期中

葉大洞CI式である。

＜石器＞石錐2点と剥片2点と計4点が出土している。使用痕が腿められる石雛2点を実測褐戦した。石

錐はⅣ層上面と10号土坑上面から出土した。10は、無茎錐に属する凹基無茎錐である。11は有茎錐に属す

る平基有茎錐である。凹基無茎雄の脚の片方は欠損している。石材は共に北上lll地の頁岩である。

＜陶磁器＞陶器が2点と磁器が1点、計3点出土した。12は肥前産の皿で内而に銅緑釉、外面に透明釉を

施した。13は大堀相馬産で、外而に鉄釉、内面に灰釉が施されている。腰さび茶碗である。

＜古銭> 1点のみ調査区外から寛永通寶を表採している。

6．まとめ

本遺跡は、北上川の影将を受けた河岸段眠地帯であり、澗森区全域は概ね砂質土に糧われている。なお、

水の影響を受け、数箇所にグライ化した状態や粘土の層が見られた。加えて、水田の造成により自然地形の

上面が削平されたり撹乱を受けたりという状況が広範囲に見られる。自然地形の残りは良くない。陥し穴の

形状を呈した土坑を5基確翻した。畝間状遺櫛の土壊分析から，イネ楓やムギなどが栽培されていた可能性

が示唆される。遺物に付いては摩滅が著しいことから、流れ込みにより運び込まれたものと思われる。これ

ら地形や遣柵の状況から、調査区の一部分は農耕社会の基盤としての畑跡であり、また、縄文時代には猟場

であったと考えられる。
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黒岩宿過跡の自然科学

バリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

黒岩宿遺跡は岩手県北上市に所在し，北上川左岸の段丘の縁に立地している。本遺跡からは繩文時代以降

～近代以前とされている畝間状遺柵が検出されている。畝im状遺櫛は下位側北上川の氾濫堆積物の下から検

出されており、並行して検出されることから畝間状遺櫛は､畑跡と推測される。この遺構を櫛成する土壌は、

遺櫛を覆っていた締りの愁い氾濫堆稲物に比べて硬いことから、氾濫が起こらない比較的長い時期に形成さ
れたものと思われている。

今IIJIはこの畑と思われる畝間状過柵において、どのような植物が紋培されているかを検討するため、花粉

分析・植物珪酸体分析を行う。

1，試料

花粉分析．植物珪酸体分析を行う試料は、UIS-01の比較的残存状態の良い畝の頂部より採取された試

料C地点においても渦森を行い悩報収集に務めた。

2，分析方法

(1)花粉分析

試料約logについて、水酸化カリウムによる泥化、筋別、亜液（臭化亜鉛：比重2.3)よる有機物の分離、
フシ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸9：濃硫酸lの混合液）処理による植物遺体中

のセルロースの分析の順に物理・科学的処理を施して花粉を濃集する。残澁をグリセリンで封入してプレバ

ラートを作成し、光学顕微鏡.ドでプレパラート余IMを走在し、出現する全ての櫛類について同定･数計する。

表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類Ⅲlの区別が附難なものである。

（2）植物珪酸体分析

湿重59前後の試料について過酸化水素水･塩酸処理、超音波処理(70W､2"KHz、 1分間)、沈底法、重
液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム、比並2．59)の順に物理・科学的処理を行い、植物珪酸体を分
離・濃典する。検鏡しやすい濃庇に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリユウラック

スで封入して、プレパラートを作成する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を捜査し、その1l1に出現するイネ科葉部（葉身と葉梢）の葉部単細胞に由来し

た植物珪酸体（以下、単細胞珪酸体と呼ぶ)、およそ葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪

酸体と呼ぶ）を近藤・須藤(1986)の分類に繋づいて同定・計数する。

結果は、検出された秘類とその個数の一覧表で示す。また、検出された杣物珪酸体の出現傾向から栽培植

物や古植生について検討するために､植物珪酸体群典と珪化組織片の分布図を作成した。各種類の出現率は、

単細胞珪酸体と機動細胞珪酸体の珪酸体妊に、それぞれの総数を坐数とする百分率で求めた。
3、結果

(1)花粉分析

結果を表lに示す。花粉化石はほとんど検IIIされず、定lit分析を行うだけの固体数は得られなかった。A
地点より確遡された花粉化石は、草本花粉のイネ科のみであった。碓認のため、 B･C地点の試料において
も概森を行ったところ、同榔に検出される花粉化石は少なく、 B地点からイネ科が、C地点からイネ属とイ

ネ属以外のイネ科の花粉が確認された。シダ類胞子についてみると、いずれの試料でもあまり産出していな

い。また、木本花粉についてはA地点からマツ属が、 B点からブナ属が、それぞれ1個体ずつ確認されたが

保存状態が非常に魁<、ほかの花粉化石と比べて色の濃い花粉であった。このような花粉はより古い時代の

堆俄物から呼堆欄と考えられることから、今回の叶数紬果に加えていない。プレパラート内の状況写典を図
版に示す。

（2）植物珪酸体分析

結果を表2、図1に示す。試料から植物珪酸体が検出されるもの、保存状態が悪く、表而に多数の小孔
（溶食痕）が認められる。栽培植物では、稲籾般に形成される願珪酸体、 イネ属の葉部に形成される単細胞

珪酸体や機動細胞珪酸体が検出される。また、コムギやオオムギなどの戦培稲を分類群に含むオオムギ属も
検出されるが、今何検州された柚物珪破体の形態からは、栽培棚か否かの判断が難しい。

この他にも、タケア亜科の産出が日立ち、ヨシ属、ウシクサ族（コブナグサ族やススキ属含む)、イチゴツ
ナギ亜科などが検出された。また、珪藻の殻片や海綿特針も認められた。

4，考察

今何、畝間状過柵のA地点からイネ閥やオオムギ族に由来する柧物珪酸体が検出されており、C地点の花
粉分析結果からも、 l佃体だけではあるがイネ属花粉が検出されている。これらのことから、本過櫛でもイ
ネ属やムギなどの栽培が行われた可能性がある。ただし、保温・保湿のための欺き藁、あるいは稲藁などを
用いた堆肥による施肥が行われた場合にも、土壌中に植物体が供給される可能性があるため、今回の結果か

ら栽培について明言するすることは附難である。岩手県内における畑遺柵の事例では、軽米町の皀角子久保

遺跡で平安時代の畝櫛からイネ・オオムギ類の植物珪酸体や種実遺体が検出され、これらの栽培が推測され
る。(i'i環境研究所.1988:パリノ・サーヴェイ株式会.1998) また、北上市鬼柳Ⅳ遺跡でも、平安時代以降の
畑遺柵とその周辺において、イネあるいはオオムギの栽培が営まれた可能性が指摘されている。
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（パリノ・サーヴェイ株式会社.1992)

花粉分析の結果では、花粉化石はほとんど産出しなかった。

一般に、花粉化石・シダ類胞子は腐触に対する抵抗性が種類に

よって異なっており、花粉よりもシダ類胞子の方が酸化に対す

る抵抗性が高いとされている。

（中村.1967)

本過跡が立地する氾濫原のような場所は、氾濫堆積物の供給

がないときは酸化環境に晒されやすい。おそらく畝間状遣瀧が

畑として機能していたならば、常に常に酸化状態であったと思
われる。このような珊所では、花粉やシダ類胞子は酸化や土壌

微生物によって分解．消失されやすいことから、堆積した花粉

は腐触作用により消失したものと推測される。

ところで検州きれたほかの植物珪酸体についてみると、タケ

亜科、ヨシ属、ウシクサ族、イチゴツナギ亜科などのイネ科械

物が検出されており、珪藻の殻片も潔められている。タケ亜科

やウシクサ族は比較的乾いた場所に生育する種類である。遺櫛

が榊築されている地山自体も北上川の氾濫堆積物であることか

ら、北上川流域にこれら雑多な種類が生息しており、氾濫堆積

物とともに本地点に供給されたと考えられる。そして、氾濫が

起こらなくなったような時期に、畝間状遺柵が形成されたと推

測される。

今回の分析結果では、栽培に関する明確な情報は得られな

かった。今後は、畝、畝間、地山などの地点ごとに比較すると

ともに、微生物分析や土壌理化学分析などを加え、複合的な解

析を行うことが望まれる。
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図1 植物珪酸体鮮巣と組織片の麿状
出現単は、イネ科葉郁短細胞珪酸体、イネ科薬身撹動細胞珪酸体の絶数を騎致として

百分串で算出した．なお、組織片の商状を検出個数により＋の肥号で示す．
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図版1 花粉分析ブレパラート内の状況写真
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てらが漢え

(45）寺ケ前Ⅲ遺跡

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

水沢市其城宇谷地山147ほか

水沢地方振興局水沢農村整備事務所

栂い乎育成鵬盤雛鮒ﾘ喋姉体地区（腿遊部分）

平成13年4月9日～4nl9ロ

800㎡

800nf

NE37-007rl･ 'rMⅢ－01

金子昭彦・坂部恵造

水沢市教育婆員会
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1．調査に至る経過

寺ケ前Ⅲ遺跡は、「担い手育成基盤整備事業姉体地区」の施行に伴って、その事業区域に位置することから

発掘調森することとなったものである。

「担い手育成韮轆幣備事業姉体地区」は、水沢市姉体及び前沢町古城の一部にまたがる受益面積373haの地

区で、水田は昭和32年頃lOa区画に整理されたが、区画形状が小さく農道の幅員も狭い状況であった。又小

用水路は、土水路で漏水し用水不足を補うために、小排水路は用排兼用で浅く、排水不良となって湿田化し

ているなど、営農の機械化、緋地の汎用化、さらには農地の流動化、生活環境の向上など、高生産性農業を

阻害していた。

これらのIMI害要因を除去し、効率的で安定的な経営体に農地を集積し、高生産性農業の確立を図り、併せ

て農村環境水辿の向上を資するために、大区imiほ場幣伽を実施するものとして、平成9年皮新規採択された

地区で、平成12年度で4年目である。

当事業の施行に係る埋蔵文化財の取扱については、水沢地方振興局胆汀十地改良事業所から（平成lO年度

から水沢胤村轆術小務所)平成9年5月15日付け胆土地第146号「県営ほ場轆側実施に伴う遺跡の分布澗森に

ついて(依頼)」の文章によって岩手県教育委員会にたいして分布調査の依頼をしたのが溌初である。依頼を

受けた岩手県教育委員会では、平成9年6月12,17,19Hに分布調査を実施し、その結果は平成9年7月15日

付け教文第353号「県営ほ場整備実施に伴う遺跡の分布調査について（回啓)」で水沢地方振興局胆江土地改

良事業所へ回答し、その際工率施行範囲内が寺ヶ前Ⅲ追跡の範囲内であることが付記された。

回答を受けた水沢地方振興局水沢農村整備事務所では、寺ケ前Ⅲ遺跡を含む面工事実施年度である平成12

年9月27日付け水農整第371-3号「ほ場整備事業(担い手育成区画繋理型)姉体地区における埋蔵文化財の

試掘鯛森について（依頼)」の文章によって岩手県教育委貝会にたいして、試掘澗査を依頼した。依頼を受け

た岩手県教育委員会では平成12年ll月16,17,30日に試掘調査を実施したが、その結果は平成12年12月28日付

け教文第1177号｢ほ場整備事業(担い手育成区画整理型)姉体地区における埋蔵文化財の試掘調査について(回

答)」で水沢地方振興局水沢腱村整備事務所へ回答し、その際寺ケ前Ⅲ遺跡の発掘調査が必要である旨が付記

された。 （水沢地方振興局水沢農村整備事務所）

2．遺跡の立地

寺ケ前Ⅲ遺跡は、 JR東日本東北本線陸中折居駅の北東約2kmにあり、北上川右岸の自然堤防状の微高地

に立地する。標高は34～35m前後で、澗査範囲の現況は水田である。

3．基本層序

基本層序は以下の通りであるが、 0からⅡb層まで確認されたのは調査範囲東端のみで、他は前回のほ場

整備以前に削平されており、 I厨の下がⅢ層という状態であった。

0層盛土ロームプロックの混じる土 I～Ⅲ層の混土

I層にぶい黄褐色土(10YR4/3)粘土質シルト水田耕作土層厚20cm

Ⅱa層黒褐色土(10YR3/2)粘土質シルト 巾近世遺櫛の埋士になる層厚O～15cm

Ⅱb層黒褐色土(10YR2/2)粘土質シルト古代遺柵の埋土になる屑厚0～15cm

Ⅲ層明黄褐色土(10YR6/8)粘土地点により異なり白色粘土化している所もある層厚40cm

Ⅳ層緑灰色土（7.5GY)粘土層厚不明

4．鯛査の概要と検出遺摘

掘立柱建物跡3棟、柱穴状土坑25基、土坑l韮、満跡1条が検出された。掘立柱建物跡1棟、溝は古代
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（平安時代)、その他は中近世の可能性が高い。今回の調査では中枇の遺物は出土していないが､埋土では区

別できず近世と断定する決め手もないので、巾近世と広く位個づけた。第1号掘立柱述物跡と瀧跡の一部は

完掘時に掘り広がったため断而図と平而図が合わない部分があり、櫛はセクション・ポイントも合わない。

＜掘立柱建物跡＞ 3棟認定した。第1号は古代、第2、3号は巾近世と思われる。

第1号掘立柱建物跡は、北側の調査範囲外に続くため、全体の形、規模は不明である。5つの柱穴の不自

然な櫛成だが、相当部分を丹念に検川しても柱穴を見つけることはできなかった。軸方向はほぼ東西南北に

沿っており、第2号、第3号掘立柱建物跡とは明らかに異なる。規模は現状で4.5×4.5mで正方形に近い櫛

成を取る。柱穴は、掘り方が直径約50cm、深さは削平されているため浅く15～30cm・柱痕跡が認められるも

のが多いが、元の状態は保っていないようである。埋土6，7届が掘り方埋土に相当し、8肘が柱あたりに

なる。過物は出土していないが、検出状況、埋土などから、古代の可能性が高い。

第2号掘立柱建物跡は8つ、第3号は9つの柱穴状土坑が並んでいるように思われたので、建物跡に認定

したものである。両方とも南側の調査範囲外に続く可能性が高いためか､はっきりとした建物を櫛成しない。

第2号については、柱穴が続きそうな部分を丹念に検出し断ち割ったが発見できなかった。柱穴の位慨から

建て替えが行われている可能性が高い。軸方向は、第2号、第3号とも南西一北西で、微妙にずれるが（2

号は約25．，3号は約5。）、第1号と比べれば類似し、埋土も似ておりⅡa層に近い。柱痕跡や掘り方が

はっきり認められるものが多い。通物は出土していないが、埋土などから中近世のﾛI能性がある。

＜柱穴状土坑＞建物跡にまとめることができなかった柱穴状土坑である。第2号、第3号掘立柱建物跡の

柱穴とほとんど同じで､25基検出した。1基から土師器坏が出土しているが（配世図に図示)、出土府位から

は、構築時に紛れ込んだもの、遺棄したものの両方に受け取れる。このようなものもあるが、第1号との違

い、第2号、第3号掘立柱建物跡との共通性から、多くは無本的に中近lltの可能性があると考える。

＜土坑> 1基検出した。規模から士坑としたが、埋士や底面の状態から掘立柱建物跡の柱穴の可能性が高

い。これと組み合う柱穴を捜したが、削平きれているためか調査範開内に見つけることはできなかった。掘

り方は､90×65cm程度の隅丸長方形である。削平されているためlOCmと浅く、断面形は浅いIⅢ状に近い。埋土

は、 3層が柱痕跡、1，2層は掘り方埋土である。4層は、柱の重みでⅢ廟がグライ化したもののようであ

る。遺物は出土していないが、埋土や検出状況などから古代の可能性が商い。

＜溝跡> 1条検出した。南側の調査範囲外に続くため、平面形、規模ははっきりしないが、隅丸の方形周

瀧のようで、西北西一東南東方向は約9mある。幅は約35～40cmで、断面形は不整形な浅いⅢ状を呈する。

東側の幅が広く見えるのは、断面からわかるように本来2条に分かれていたものをIpl時に掘ってしまったた

めのようである。ただし耕作時の撹乱を受けていて検出状況が悪く、重複しているのか枝分かれしているの

かはわからなかった。深さは削平されているため5～15cmと淡い。埋土は単厨でⅡb廟に似る。摩耗した土

師器片が出土している（第5図2)。これまでの類例、埋土、出土遺物から、平安時代の可能性が商い。

5．出土遺物

図示した以外に、遺構外から須恵器小片、近世陶磁器小片が出土している。

6．まとめ

調査範囲は東端を除き大きく削平されていたが、古代（平安時代）および中近I趾の可能性のある掘立柱廸

物跡や満跡を発見できた。また今回の調査範囲は遺跡の東端であったようで､その東側は湿地が続いている。

既に岩手県教育委員会の試掘調在で確認されていたが、現地形に沿って引かれた遺跡範囲南東側の凹んだ部

分（第1図参照）は束に広がり、遺跡の東限は北から南へほぼ直線的に続いているようである。
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寺ケ前1H遺跡 03204 8OOnf

所収jh跡名 種別 主な時代 主な遺柵 iﾐな遺物 聯記3噸

繩文土器

土師器

猟忠器

近|肋陶磁器

遺跡の南東限を確認。楜立柱建物跡l抑？

柵("形IMi#?) 1f
平安時代

誹ヶ前Ⅲj世跡 典蒋跡
#l1文士淵|} |:"

llll立柱仙物跡､性火中近世？
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いちのの

(46）市野々遺跡

IIM沢||『若柳芋市野々7薪ほか

国土交通省東北地方整備局胆沢ダムエ事耶務所

胆沢ダム述股

､Iz成13年4l"131｣～7月9日

13,800㎡

13,800M

NE22-2116. INN-01

飯坂･jIX ･淵浩- :郎・原美津二jz

In沢ll11.教育委員会

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

1;50,000焼石岳遺跡位置
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1 ． 調査に至る経過

市野々遺跡はI胆沢ダム建設事業」に伴って、その事業区域内（フィルター採取地及び残土受入地）に位

慨することから発掘服l盃を実施することとなったものである。

胆沢ダムは、北上川右支川の胆沢川に建設される高さ132m、長さ745m、総貯水晶lIE4,3"万㎡の中央コ

ア型ロックフイルダムであり、その目的は、洪水調節･河川環境保全等のための流水の確保･かんがい用水・

水道用水・水力発迩を行う多目的ダムで、平成2年5月11Hに「胆沢ダム建設に閲する基本計画」が愉報公

示され今日に蕊っている《）

埋蔵文化財の取扱いについては、事業に先立ち昭和58年10月に建設省新石淵ダム鯛査事務所（昭和63年4

〃胆沢ダムエ事事務所と剰称変更）から、ダム躯業区域内の埋蔵文化財の有無の照会が岩手県教育委貝会に

出され、周知地区864,000㎡、可能性有地区490,㈹0㎡が確認された。その後、水没mifW(4,40(),"O㎡）を含

む事業区域内の埋蔵文化財の包蔵地の取扱いについて、嫌年度各工事等の実施に先立って、岩手県教育委貝

会と協議を行いながら計画的に調査を実施しているところである。

市野々遺跡については、平成l2年5月29!｣付け建東胆工第75号によI)胆沢ダムエ事事務所長から岩手県牧

育委員会に試掘調査の依頼がなされた。依頼を受けた糊手県教育委員会は平成12年9月5日及び追加分につ

いて12月25H26Hに試掘調査を実施し、その結果、当初試掘トレンチ15箇所全域から平安時代の堀立柱建物

を櫛成する柱穴群聯が検IIIした。又、追加試掘簡所はトレンチ16箇所のうち5箇所から繩文時代の竪穴住居

跡や柱穴群等が存在する側｢能性が高いことが判明した。このため岩手県牧育筏貝会は平成12年9ﾉ112H付け

教文第704号及び14成13年1月4日付け敦文第ll32号で､発掘調査が必要である旨胆沢ダムエ事事務所に回答

された。

以上のようなことから、これに蕪づき両者が協識を行い、illj減する避跡について事前に発掘澗在を実施す

ることとし、発捌澗森事梁については，財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化IM･センターの受託事業とす

ることとした。 （国土交通省東北地方整備局胆沢ダムエ事事務所）

2．遺跡の立地

市野々遺跡は､胆沢町役場の耐方約lOkmの同道397号沿い北側に位i趾し、隣接してすぐ北側を流れる胆沢川

の河岸段丘に立地している。適跡の南側は国道をはさんで急斜面の丘陵地帯となっており、スキー場として

利用されている。調査IXは標高約240mの平坦地で、現況は山林及び原野であるが、昭和50年代までは宅地・

水IHとして利川されていた。

3．基本層序

調査区は、宅地・水III造成によって改変されているが、基本層序はおおよそ次の通りである。

IIW IOYR2/2黒褐色シルト 粘性なし締りなし表上草木根を多く含む

-L=241.HIxMI-HM 10YR3/4暗褐色シルトとl()YR4/6褐色シルトの混合土粘性なし締りな
k、）

0

し耕作土草木根を多く含む

Ⅲ届 10YR4/6褐色シルト 10YR2/3黒褐色シルト伽かに混入する粘性なし

締りなし

Ⅳ層 10YR5/6黄褐色砂賀シルト lOYR4/4褐色シルト僅かに汎入する粘性な

し締りなし

VW lOYR5/6散褐色シルト 粘性なし締りややあI) 部分的に砂を多く含む

Ⅵ層 10YR7/6明批褐色砂層粘性なし締りあり

50

l()〔）

基本暦序柱状図
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Ⅶ層 10YR6/6明黄褐色砂隔 10YR7/6明黄褐色砂を斑状に含む粘性なし締りあl) Ⅷ層との

境界に10YR5/4にぶい黄褐色砂が薄く層をつくる

Ⅷ閣砂礫肘 10YR7/6明黄褐色砂と大小の礫から櫛成される刷厚は不明

4．鯛査の概要と検出遺構

今回の調査で検出きれた遺櫛は土坑17坐、焼士遺構1基、井戸跡1基、炭窯跡11蕪である。他に近世の墓

城群が確認された。墓塘については、協縦により地椛者に引渡したので調査は行っていない。

洲査区グリッドの股定にあたっては，坐湖点測最を委託し、平mIff角座標系第X系を利用した。調森区域

内に韮地点1、基準点2をそれぞれ設定した。大グリッドは北西隅を基点に、捌森区全域をカバーするよう

に卵、単位で区画し、西から東へA～E、北から南へI～Vの塙称をつけた。さらに大グリッドを5m単位

で10071･に小区画し、北VW隅を些点に西から束へ01～1O、北から南へ01･ 11 ･21．･91というように名称をつけ

た。したがって、最小グリッドはIAOl、ⅡB21というように呼称される。なお、平面図の作成にあたって

はグリッド北西隅の点X=-98,000.000m、Y=9,500.000mを基点として、耐方lilへはS一一、東方向へは

E－－（Iド位m) と表記している。

＜土坑> 17坐検出された。過物を伴っている土坑は6坐である。他は川|地物がなく時期不明である。15

号士坑からは縄文時代晩期の完形深鉢が出土した。土坑は調査区内･帯に散在しており、各土坑の関連性は

不明である。

＜焼土週棡＞澗査区間端でl雄検出されている。平面形は不整桁円形を呈し、規棋は1.69m×71cm、I喫さ

22cmである。遺構内及び周辺からは遺物が出土しておらず、時期は不明である。焼土に混入物が多く見られ

ることから、異地性の焼土と思われる。

＜井戸跡＞ⅢC区からl蝦検出された。II11 1 1部は2.38×2.20mの円形を呈し、深さが3.07mである。出土

週物はなく、井戸の周囲にも柱穴など付帯施投が検出されなかった。住宅跡の近くから検出されており、近

現代の井戸跡と思われる。

＜炭窯跡＞調森区全域から11堆検川されている。平面形は全て隅丸〃形で、小さいものは2.59×2.07m、

大きいものは5.12×2.90mである。深さは20-40cmを測る。この地域で炭焼きが朧んに行われていた近現代

のものと思われるが、詳細は不明である。

5．出土遺物

出土した避物は、土器は大コンテナで2箱あI)、繩文時代前・後・晩"lと各jUIにわたって出土している。

他に土師器、須恵器、陶器、円盤l製品が他かに川上している。イi器はII!コンテナでl箱出土している。剥

片石器がほとんどで、礫石器は出土していない。1器・石器ともに遺櫛内からの出土は少ない。他に寛永通

賓、平安jm費、淳化通寶、永楽通寶が各1枚出土している。慕峨には寛永汕寶が約50枚副弗IIhとして理非さ

れていた‘，

6．まとめ

今IElの澗査区は、水川のあった所で地刑がかなり改変されていた《，さらに肌沢川に近い北側Ⅱ区の地屑の

改変や大放に残されていた{iは、川の氾濫によるものではないかと考えられる《，

調査の結果、当初予想されていた縄文時代の集落跡は、検出されなかった。検出された遺構の大部分は近

現代のものである。しかし、繩文時代の避物がある程度出土することから見て、当時の人々が何らかの形で

この地にIMIわっていたと想われる‘，

なお、市野々遺跡に関わる靴告は、これをもって全てとする。
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９１銀
シ

恥
』
』
」

12号土坑

s'32+
＋
恥
当

Ｓ ｌｌ ３

5

③号土坑

ﾄ堅．

の
③

SS

”
S

卜皇：
Ｑ

閲
．
１

､
ａ
岸 L＝240.600m

組 ao
l－－ L-Z40.,$“、→3

9稚坑a－a′
1．10Y歴/3黒褐色土“なし し”やく,あり
2．10Y随/2照開乞土蛾､ lOY随/狐岡色泌凡の拠制周

蛎なし し鋤ややあり

3，10m/1 1M閣色tM性なし し2M'《'あI）
4．10Y駒/3噺測色上粘性&し し111ゃやあl）
5，10Y腿/1m色士別%､ IOYR3/珂側世t鋤､の腿介踊

＃h性なししまりややあり
6.10YR2/2黒色卸兜､ 】OW3/濁側色|蟄峨の塊介l用

粘性なししまりややあI）
7．lOYR3／3暗偲色t70＄､ lOYR4/6個色士別$の肥介l屑

鮎性なL Lま'1 ややあり
8．1噸ｲ/イ褐色土蠅＊し し1りやや〃j
9．1WR4/6“t㈱をし し”《'〈，〃ノ

2サ上塊a－a

l. IOYM/2m蝿色上帖性唯し し鋤あり ゥ2～3mの謝上鮒粒微量含む
2．1醐睡/2瓜冊色f鮠ややあり L2りややあlj l鼎よ')やや目色
3．】0鞭2/2N間色土鮨tLLズト)をし 1，2瑠よ'パ､やi蠅也
4．10YR3/2別ﾛ色土雌唯し しまIj*し 10Ym/1Ⅲ脚色上ゾl]フク＆

1脳含む
5．1，3/2照憎色土粘性なしし鋤なし lOY恥/棚歯間色I川船含む

6．lYM/2隈隅世上雌あり しまりあり lOY髄/翻閃褐色I:1晩肯む
7‘ lWR6/6 1脈褐色i卸%､ 10Y1画/l照褐色M0%の泓金t膚

蠅ややあlj L鋤あり

漕勤=240･600m-W.

12ｻ土坑a･1．
1．10Y随/2馴側色土粘性＃し し1りややあり

j】蹴纐の聞肋伽、糊抽
2.10W2/l瓢世士副恥. IOYHZ/3MMIEI"の
i“十層縦ややあI）し歯0パ，やあり

3繩燃齪･胤鰄柵餅'､含t’
lW3/3暗旧色土5%含む

l0YR2/2照脚色土粘性ゃやあI）凶りぁIj
4．1Wm/3略褐色土粘性ゃやあI) し11バ，《，あIj

IWm/3噺褐色鵬恥念も側S土曹

~踊戸 10号j域a－a

I－ I唖/2別勵色上維をししをりややあl）

タイ～7琴)鮒緬使1～2も念む
2．10Y随/3側同色”職．、随/狸舟色1釘もの型合1用

3＃縦ｸ;Mi!鰡獅似鶴磯
1．10YR3/3＄側色上粘性あり し2りあり

l0Y筋/6用閨閥心上l㈱含む
5．1WR3/3略目色上蹄なし しまりややあり

7りl塊b－b‘
1．10V”3国日色l告蝿なし し鋤なし

10，3/6間間色土地収にI､拠迩災ｲ胸1t

2．lWR5/6間隅色止と10V唾/3冊冊色I:と

拠件I‘用粘性なしし鋤をし炭倣眺2(j
3, 1YM/2冊陽色土帖愉ド しま”し

lWRシ6黄間色土がうすく3％混入渕酌

4, 1WM/3黒隅色上糊tあり しまりややあ

▲

側Hj色t瓢ややあり し烈

§世tプ､，ソク1％含む木机蠅
期色1鋤､ lOYR4/4鴨色十訂
り L1IjをL＊劇妙畳含む

､Y昭/1期隅陸

DYRlJ/1肌色

0Y胸ﾉ1m間色I
OYR4/6 1M醜
OYR2/l蝋色I

0YR2/螺褐色1
，画／1 M!仏

UY卿／l罪悶竺帖“り しZU】

職職撫鞭
OYR2/1肌色土(jl">l%含む
～5画の蝋{膿訂勉5％含む

一…蕊…

2.湖砥/3郷纒色燈土と7斑R3/4筋褐色焼土の腿制崎
帖制なし しまりあり

lOYR4布褐色tプロゾクを2，．

10Y職ﾉｨ蹄間色士プロソクを3＄、

lOY鮎/･1引綱色坑土牲{j3m)flも輌紬
O 2m

→

第2図市野々遺跡遺構図版
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l卜1N

岬
一
岬
一
崎
一
幟

ｌ
２
３
ｌ
４

1 l":綾繰文、頚：膳消、梢円形状1 廠蝿貼付、綾絡文、開
方向、駁体を変えた木目状撚糸文

鯛期深鉢 u～IlZ 1．閥

‘脚部

｢1唇K内慨肥厚、平行沈線2本十小波状沈糠2本、<の字状の隊

補に刻み
111期初肌ｆ羅
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、
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Ⅱ ｢1継部5 ⅢI)9i

「1-W l(LIM

ロー胴

服部 1･RIM

1 1~胴 LRM

u－IM I RM
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I RM

沈細､ 、'1故竹管による除起線文2染

波1ﾊ、緑、曲線的な帝縄文
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Ｕ
７
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－
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－
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一
岨

I I"ILRIM+波形沈線文、嵐iIWil1j 弥生深外

1 IW:小111形突起、I I":外Ⅸ、IM:2"ドのW7沈練文十弧報
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一の台Ⅱ遺跡他5遺跡試掘調査に至る経過

同営いさわ南部腿地雅附事業実施地区は、岩手県の南西部に位慨し、胆沢川から北上川にかけての扇状地

の右辺部にあり、標高llO～210mの段丘地形を呈している。この地形のなかに位慨する「一の台Ⅱ遺跡｣、

「上中沢I遺跡｣、「二の台遺跡｣、「NE34-2172(遺跡名なし)｣、「屋敷遺跡｣、「上狼ケ志田遺跡」は、「国

営いさわ南部農地慾備班業」の施行に伴って、そのﾘ礫地区内に存することから試掘澗在を実施することと

なったものである。

この地区の農業は、水田を主体とした経営により発展してきたものの、所有耕地が分散し区画形状は未整

備もしくは昭和30年代に整愉されたlOa区画がほとんどで、かんがい用水不足に加え用排水炉も未整備なこ

とから臘業の近代化が図れないまま生醗性の低い腿業維営を余儀なくされている。

このため、農用地の効率的利用と労働生産性の高い胤業経営の展開が可能な生産韮盤を形成するため、国

営かんがい排水事業等により蕪幹的な用排水施設を整備し、本事業では既耕地を再編磯術する区画整理875

haと地目変換による腱地造成8haの地域を一体的に施行し、併せて担い手への農地利用の築祇による経営規

模の拡大と経営の合理化をlxIるとともに、土地利用の整序化を通じ農業の振興を基幹として本地域の活性化

に資することを目的に、現在事業を進めている。

この地区の埋蔵文化財包蔵地については､岩手県教育委貝会が平成8年度に分布調森を実施し、「一の台Ⅱ

遺跡｣、「上中沢I避跡｣、|､兎の台過跡｣、「NE34-2172(避跡名なし)｣、「屋倣避跡｣、「上狼ケ志山遺跡」が

確認されている。その結果に基づいて岩手県教育委員会は東北農政局胆沢猿ケ石土地改良建設事業所に対し

事業について照会した。回答を受けた岩手県教育委員会は東北農政局胆沢猿ケ石土地改良建設事業所いさわ

南部農地整備建設耶業建股所と協識を行い、試掘調査を財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

の受託事業とすることとした。

これにより、岩手県教育委員会は平成13年度事業について、平成13年6月28日付「教文第495号」により財

団法人岩手県文化振興事業団へ通知した。

これを受けて財団法人文化振興躯業団は｢一の台Ⅱ巡跡｣､「上中沢I遺跡｣、「二の台遮跡｣､「NE34-2172

（遺跡名なし)｣、「屋敷遺跡｣、「上狼ヶ志田遺跡」の6遺跡について同年9月28日付で、委託契約を締結し、

lO月ll日から試掘調壷に蒲手した。

（農林水産省東北農政局胆沢独ケ石土地改良建投事業所いさわ南部農地整備事業建設所）
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いち だい

(47）一の台Ⅱ遺跡

胆沢町小lll字中沢上一の台

農林水産省東北農政局

胆沢猿ケ石土地改良建投酬業所

いさわ南部腱地整備事業巡設所

僅1営いさわ南部農地整備事業

平成13年lO月llH～10月18日

5,065．41nf

634㎡

NE34-1058

中村直美

岩手県教育委員会生涯学習文化課

在
託

地
者

所
委

事 業 名

発掘調査期間

鯛査対象面稠

試掘面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

遺跡位置 1:50pOO水沢

1．遺跡の立地

一の台Ⅱ遺跡は、 JR東北本線前沢駅の北西約lOkmに位世し、胆沢扇状地の中位段丘面にあたる上野脱段

丘崖に立地する。調査区の標高は184m前後で、岩堰川との比高差は約30mほどである。

2．基本層序

本遮跡の蕪本岡序は次の通りである。

I層 lOYR4/2灰批褐色粘土質シルト 表二l:水田緋作土

層厚20cm

Ⅱ届 lOYR7/8黄栂色粘土とlOYR4/1褐灰色粘土質シルト

の混合土盛土珊厚10～30cm

Ⅲ層 10YRl.7/1～2/1黒色シルト 旧表土層厚15～17cm

Ⅳ層 10YR2/3黒褐色シルト 層厚10～15cm

VW lOYR3/1黒褐色シルト 届哩lO～20cm

Ⅵ層 lOYR7/8批燈色粘土地III

3．調査結果

く検出遺摘・出土週物＞澗査の結果、試掘範囲内においては

遺櫛・遺物とも確漣されなかった。遺櫛・遺物とも確漣されなかった。

１
０

１
０11

基本土屈柱状図

4．まとめ

今回の試掘調査によってTl～T6のいずれからも加蔵文化財は確認されていない。

澗査区は南東側に向かって級やかに沢状をなしており､Tl～T2では盛|:下に3～5咽の堆積が腿められ、

部分的に旧表土が残存する。T6では盛土下に茂褐色の地山面が露州することから、胆沢開拓を行った際、

北西側の自然堤防上が削平を受けていると判断される。

なお、一の台Ⅱ遺跡に関わる報i'iは、これをもって全てとする。
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－の台Ⅱ遺跡トレンチ位置図および試掘状況写真

報告害抄録

いわてけんまいぞうぷんかざいはつくつちようさりやくほう

岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

岩手県文化振興事業団埋蔵文化Mｲ･調査報告普

第397蝶

'l!村･直美

IM･l111法人淵刊i!文化振興辨灘ul埋撒文化l1l･センター

〒020-0853岩手県盛岡市下飯IHll-185 'rEL (019) 638-9001

西暦2002年3ﾉ129日

‘ ，市師肘, ，鋤舗号|･職|･蝿|馴繩卿 |調蕊”｜
な ’ コード

澗傑期間 調交而硫北紳
e 夕 ”

東経
｡ 〃 〃

I) が な
一
名
一
名
一
号
一
名
一
関
一
地
一
日

小
桝
一
シ
｜
シ
編
一
細
所
一
発

リ ーズ

リーズ番

著 者

災機

在

行年月

ふりがな

所収泄跡堀

ふりがな

所在地
洲森原IW

国営いさわ南

部農地整傭事

業に|'トう緊急

発棚澗従

･らわて的ん6．号わくん

岩手県胆沢郡
L，ぎわ津う野やfあ冬

胆沢町小山字
なか昼わかみも､あの超い

中沢k－の台

度
分
秒

９
５
５

３
０
３

141度

01分

35秒

NE34

-1058

20()llO11~

20011018

､ちのだ恰・↓二 ＄，せき

･の台Ⅱ遺跡 634m03383

特記り噸所収避跡名 ’ 砿別 ｜主な||#代’ 主な遺櫛 なjft物

一の台Ⅱ遺跡 散布地
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に だい

(48）二の台遺跡

胆沢町小山字:の台

農林水産省東北腱政局

胆沢猟ケ石土地改良建設事業所

いさわ南部農地整側事業建設所

国営いきわ南部農地整備事業

平成13年10"1811～llJI8U

22,323.22㎡

1,"OITf

NE44-0230

中村ifi:"

岩手県教育委貝会生涯学習文化課

所
委

在
託

地
者

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

試掘面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

1:50pOO水沢退跡位置

1．遺跡の立地

兎の台遺跡は、 JR東北本線前沢駅の北西約8.3kmに位置し、胆沢尉状地の高位段丘面にあたる石坂段丘の

段丘巌縁付近に立地する。標高は165m前後で、白鳥川との比高差は約15mほどである。

2．基本層序

本遺跡の基本層序は次の通りである。

IW 10YR5/3にぶい黄褐色粘土質シルト

表土耕作土届厚20cm

Ⅱ咽 10YR3/1黒褐色シルトと10YR6/8明黄褐色

粘土質シルトの混合土盛土層厚10～30cm

Ⅲ層 10YR7/6明黄褐色粘土地山

3．鯛査結果

く検出遺棡・出十遺物＞調森の紬果、TlOにおいて

陥し穴状遺柵1基、T13において土坑l蕊を検出した。

基本土層柱状図
過物は出土していない。

4．まとめ

Tlにおいて盛土面まで30cmほど除去した段階で、陥し穴状遺櫛1茶、T13で耕作土を20cmほど除去した

段陪で士坑1基を検出した。検出面はいずれもⅢ屑である。北西側Tl～T3のトレンチでは表土直下で地

山が僻出する。南東側のT4～T16では1O～50cmほど盛土を介して地1l1が認められた。調査区は昭和20年代

に行われた胆沢開拓による削平を受け､本来の地形をほとんど留めていないと判断される。T17とT18(110

㎡）は耕作中であるため今回は試掘を行わず、来年度着手することとした。

なお、二の台追跡に関わる報告は、これをもって全てとする。
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灘蚤職斗窺壗澱逼X 4 ４

二の台遺跡遺卜レンチ位置図

報告書抄録

I) が な
一
名
一
名
一
号
一
名
Ⅲ
｜
地
一
日

いわてけんまいぞうぶんかざいはつくつちようさりやくほう

岩手県埋戯文化財発掘調査略報

岩手県文化振興事業、埋蔵文化財調侭報告紳

第397災

III村直美

1M側法人料予鼎文化振興ﾘ喋同lj！縦文化1M･センター

〒020-0853岩手県盛IM11iﾄ飯岡11-185 TEL (019) 638-9001

西暦2002年31129日

h l !liWWl ji跡鍔刈幣|｡"|""|調識耐｜
な ’ コード
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◎ 夕 幻
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・
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一
細
所
一
発
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リーズ番

蒋 者

県 機

在

行年月

ふりがな

所収通跡墹

ふりがな

所在地
澗脊原因

国営いさわ南

部農地整備事

業に伴う緊急

発抓糊代

卜､抄寺I↑んも§わ人

宕證晶卿熱
胆沢町小山字
匡の猫い

一の台

39度

04分

35秒

141度

02分

30秒

４
０

４
３

Ｅ
舵

Ｎ
一

20()11018~

20011108

Lgの廼L･鱈いゼ‘き

きの台I遺跡 ()3383 1,640r

所｣|X!世跡名1 極別 ｜主なli#代| :liな遺拙 なjd!|" 特記り噸

の台泄跡 微布地 細文 陥し穴状遺朏
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かみなかさわ

(49）上中沢I遺跡

遺跡位置 1:50,000水沢

胆沢町小山字中沢上中沢

農林水雌省東北農政局

胆沢狼ケ石上地改良廸般事業所

いさわ南部農地整W澗礫建設所

国営いさわ南部農地整備事業

平成13年10月16H～10月l8R

6,27696爪

706ITf

NE34-2022

中村滴英

岩手県教育委員会生涯挙習文化課

地
者

所
委

在
託

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

試掘面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

1 ．遺跡の立地

上中沢I遺跡は、JR東北4馬線前沢駅の北西約10.3kmに位世し、胆沢扇状地の商位段丘耐にあたるfi坂段

丘膳緑付近に立地する。標商は18()m前後で、白鳥川との比高差は10mほどである。

2基本層序

本避跡の韮本"序は次の通りである。

I" 10YR4/3にぶい戯褐色シルト

表土耕作土W厚20cm

Ⅱ府 IOYR6/6明脚褐色粘上質シルトとlOYR4/1褐灰色

粘上鷲シルトの洲介･1:臘士肘"10～140cI,,

Ⅲ屑 10YR6/6明黄褐色粘土質シルト地111

3調査結果

く検出遺構・出土遺物＞洲森の締果、辿柵は検出されなかった。 1 1
、

4．まとめ
基本土層柱状図

Tl～T4では8()cmほど盛tがされており、試掘の際にも造成時の木根が多景に確捌された。地II1はグラ

イ化しており、湧水が認められた。′1,5～T8では南IIWillllで1.4m近くの炭化物を含む搬士が硴測された(俵

に火災に辿った家屋跡を片1,1･ける際、所亦者が曠地を行ったものと判lﾘ1)｡T6T8の炭化物を含む盛土中

より近代陶磁器片が6点出土しただけで、逝榔は確認きれなかった。
I～4近代磁器片

なお、上中沢l避跡に関わる糀告は、これをもって全てとする。 5 ､ (i 近代陶器ﾊ．
S=l : 3

●誹套

ノ

2

謬‘ ）

上中沢I遺跡出土遺物
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〆

上中沢I遺跡卜レンチ付雷図

告書 抄録報

いわてけんまいぞうぶんかざいはつくつちょうさ|ﾉやくほう

岩手県埋職文化1M発掘洲溌II##li

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告瞥

第397集

『|'村･直美

II州I法人岩下県文化振孵l喋団埋蔵文化財センター

〒020-0853岩手県盛岡市下飯岡11-185 TEL (019)638-9001

西暦2002年3月29n
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ふI)がな

所在地

ふりがな

所収避跡名
洲森原閃,1M姦而Wi

、ﾀ ” 。β ”11II1Iｲﾘ|･ | 遺跡#粥

凶悩いさわ南

部農地整備事

梁に伴う緊急

維抓柵森

Luわてlfんい足わぐ人

岩手県胆沢郡
い箸わいう』；や含あざ

胆沢町小111字
なかぞわかみなか8わ

↓'1沢上I|1沢

度
分
秒

１
１
５

４
０
１

１39度

05分

15!秒

20011016~

20011018

NE34

-2022

かみ倉か号躯､ちいせき

上中沢I遺跡 706nf03383

特記班項所収遺跡名’ 仙別 ｜主な時代’ 主な遡削 主な遺物

陶磁器|随布地 近代f巾沢1遺跡
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(50)NE34-2172遺跡

胆沢町小111字中沢

農林水産省東北農政局

胆沢猿ケ石I地改良建設事業所

いさわ南部農地轆備事業建設所

国営いさわ南部農地整備事業．

平成13年10月23日～11月8日

66,155.60IYf

4,850M

NE34－2172

飯坂一璽・中村直美・北田勲

岩手県教育委員会生涯学習文化裸

在
託

地
者

所
委

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面輌

試掘面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

1:50,000水沢遺跡位置

1．遺跡の立地

NE34-2172適跡は、JR東北本線前沢駅の北西約9.4kmに位慨し、胆沢扇状地の高位段丘面にあたる石坂

段丘の段丘康縁付近に立地する。標商は170m前後で、白鳥川との比高差は約15mである。

2．基本層序

本遺跡の韮本嚇序は次の通りである（第Ⅲ～V届は削平のためほとんど残存しない)。

I層 lOYR4/4褐色粘土質シルト

表土、水田耕作土屑厚20cm

Ⅱ届 10YR3/4暗褐色シルトと

lOYR6/6明競褐色粘土の拠合土

盛土屑厚10～60cm

Ⅲ屑 10YRl.7/1～2/1黒色シルト 旧表土届厚20cm

Ⅳ届 10YR3/4暗褐色シルト 聴哩lOcm

VW 10YR3/1黒褐色シルト 層厚lOCm

Ⅵ届 lOYR7/6明黄褐色粘土地山

3．鯛査結果

く検出遺棡・出土追物＞調査の結果、T8,12,48において陥し穴状遺櫛7

された。遺物は出土していない。

4．まとめ

県道を隔てて北東側では盛土が薄く、南西側では厚い傾II1が認められた。県迫を|桶てて北東側では盛土が岬<、南西側では厚い傾li1が認められた。

｜ ､ ’

基本土層柱状図

T8,12,48において陥し穴状遺櫛がnl･3蕪、T18で土坑が1基検出

南側中央では部分的に黒色土の

堆積が最大70cmほどあり、一部に旧表土が残存する。T8,12,48では表土～盛土面までを除去した(25～65

co）段階で陥し穴状遺椛計3基、T18では盛土まで除去した(40cm)段階で土坑1基を検出した。鯛査区の

ほぼ全域で盛土下に地山而が鋸出することから、旧地形が改変されていると判断される。

なお、NE34-2172遺跡に関わる報告は、これをもって全てとする。
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NE34-2172遺跡トレンチ位謁図
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，，‘剛,耐,鋤聯畷|・幟|灘|“郷‘ |綱鍵”｜な ’ コード 洲従〃1冊 調従而稲北緯
、夕 "

東経
② " ″

|） が な
名
一
名
一
号
一
名
側
一
地
一
日

竺
嘗
一
シ
｜
シ
｜
精
一
絹
一
所
一
発

リ ーズ

リーズ番

著 者

塊 機

在

行年月

ふりがな

所在地

ふりがな

所収遺跡名
澗在脈閃

凶営いさわ南

部農｣也整備事

雛に伴う緊急

発掘鯛査

度
分
秒

９
４
５

３
０
５

141度

01分

50秒

‘‘わてけんい毎わくq人

岩手県胆沢郡
い＃わら』うおや窯

胆沢町小山

2()011023~

20011108

NE34

-2172

NE34-2172
いぜA

遺跡
4,850m03383

特記耶頂所収遺跡名 種別 主な時代’ 主なji" 主な遺物

NE34-2172

世跡
jit跡佑なし陥し穴状遺仙敗布地 Wllk
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やしき

(51）屋敷遺跡

胆沢町小山字屋救

農林水産省東北農政局

胆沢猿ケ石土地改良建設事業所

いさわ南部農地雛術事業建設所

国営いさわ南部農地整備事業

平成13年10月29H～ll月1日

4,916.52m

264㎡

NE44-1228

飯坂一亜

岩手県教育委員会生涯学習文化課

在
託

地
者

所
委

事 業 名

発掘鯛査期間

調査対顔面稠

試掘面積

遺跡番号・略号

調査担当者

協力機関

週跡位置 1:50,000水沢

1 ．遺跡の立地

屋敷遺跡は、JR東北本線前沢駅の北西約7.3kmに位世し、胆沢扇状地の高位段丘面にあたる石坂段丘の段

丘崖縁付近に立地する。標高は145m前後で、白鳥川との比商差は約20mである。

2．基本層序

本遺跡の基本閣序は次の通りである。

IE IOYR6/8明黄褐色粘土質シルト

表土砺厚25cm

Ⅱ屑 lOYR6/8明黄褐色粘土簡シルトと

7．5YR5/8明褐色シルトの混合土。

朧土層厚5～25cm

Ⅲ届 IOYR7/6明黄褐色粘土地lll

3．調査結果

く検出遺樹・出土遺物＞調査の結果、 Tlにおいて撹乱理

土中より縄文土器細片10点と剥片3点が出土した。 ’

遺柵は検出されなかった。
基本土層柱状図

4．まとめ

調査区は南～南西側に向かって級やかにドっており、 Tl～T3ではいずれも南側に至って盛土がl咳く

なっている。盛土下で遺物が確浬されたTlでは、その後トレンチの拡張を行い検出作業を行ったが、ju"

プランを確認するには至らなかった。本調査区では北側の全域で盛土下に黄褐色の地lll面が露出することか

ら、造成を行った際、旧地形が削平を受けていると判断される。

なお、雌敬泄跡に関わる報告は、これをもって全てとする。
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西暦2002年3jl29I I

り が な
■

盆、

名ll
I l

シ リ －ズ名

シリーズ瀞号

編 蕪 粁 名

絹 鯉機 I側

所 在 地

発行年 ノI H

コードふりがな

所在地

ふりがな

所収世跡名
調喪而稲 洲森川咽.|上綿

◎ サ ”

東縄
。’ ”

洲州川!1l
批跡稀号llillll.村

瞳l営いさわ南

部農地整備事

推に伴う緊急

発抓M1嫌

LOわぞけんも・各わぐ人

岩手県胆沢郡
いぎ『沌痢おやまあさ

胆沢町小山字
《・LA

屋敷

39度

()4分

10秒

141度

03分

00秒

20011029~

20011101

NE44

－1228

や しき ・ 唖＆

屋敷遺跡 264m()3383

絆記ﾘ噸iｮな遺物主な遺拙主な|IW代所収遺跡名 樋別

縄文|:器敵布地 繩文屋敬適跡
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かみおえなしだ

(52）上狼ケ志田遺跡

遺跡位圃 1:50,000水沢

胆沢町小山字上狼ケ志III

農林水産省東北農政局

胆沢猿ケ石土地改良建設珊業所

いきわ南部農地整備班業建投所

国営いさわ南部農地整術班業

平成13年ll月1日～ll月711

4,264.60㎡

372㎡

NE35-2074

I1!村1![(X

岩手県牧育委貝会生涯学習文化課

在
託

地
者

所
委

事 業 名

発掘調査期間

調査対象面積

試掘面積

週跡番号・略号

鯛査担当者

協力機関

1．週跡の立地

上狼ケ志田遺跡は、JR東北本線前沢駅の北西約6,6kmに位世し、肌沢扇状地の中位段丘面にあたる|野原

段丘崖の縁辺に立地する。標商は110m前後で、岩堰川との比高速は約1Omである。

2．基本圃序

本遺跡の基本層序は次の通りである。

I層 10YR4/1褐灰色粘土質シルト

表土水田鮴作土層厚20cm

nW 10YR4/l褐灰色粘土質シルトと

10YR5/2灰黄褐色粘土の混合土

朧士 隔厚60～90cm

Ⅲ肘 10YR7/4にぶい批橿色粘土地山

3．調査結果

く検出遺棡・出土遺物＞調査の結果、試掘範囲

内において避柵と遺物は砿秘されていない。I~1W－吋。v・、入u111GJ型1〃0酷11肥il必ご4しLv・』よv，◎

4°まとめ 基本土厨柱状図

今回の内容確認調査によってTl～T12のいずれからも、埋蔵文化財に関連する遺櫛と遺物は確認されな

かった。澗在区現況は西側Tl～T6が－．段高く、 T7～T12が低くなっているが、試掘の結果Tl～T6

は90cm近く盛土されており、地形の商低差はほとんど認められない｡澗査区の水IIIは､昭和20年代のllu沢開

拓以降も所有者の手による改変が加えられ、ほとんど本来の旧地形を留めていない。いずれのトレンチでも

盛土直下で地lllが確認されていることから、過柵は削平を受け失われた可能性が高い。

なお、 .l:狼ケ志田遺跡にi則わる報告は、これをもって全てとする。
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